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無限 の 可能 性 を 秘め た 
NRE 開 発 の 軌跡 


2014 年 か ら 始 まっ た DTM と の “暫定 "共通 規定 が 、 2019 年 で ひと 段落 
今季 は さら に 一 歩 進 ん で Class1 規定 と な り 新た な 戦い が 始ま る 

そこ で 、 節目 と な る この タイ ミン グ で 

これ まで の 6 シー ズン の マシ ン 開 発 を 振り 返っ て みよ う 
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NRE と は ? 


NRE (Nippon Race Engine ) は 、14 年 に スー パー 
GT GT500 ク ラス と スー パー フォ ー ミ ュ ラ に 導入 され 
た 日 本 オリ ジ ナ ル 企 画 の エン ジン で ある 。 ト ヨタ (GT 
日 本 独自 の で は レク サス )、 ホ ンダ 、 ニ ッ サ ン (GT500 の み ) 3 社 
が 協議 し 策定 。 量 産 車 の エン ジン 開発 に 技術 の フィ ー ド 
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リー ン 化 の 促進 に に も な っ て 要求 空気 量 が 増え た の に 合わ せ 、 
18 年 に 高 容量 化し た 仕様 に 変更 され た 。 高圧 燃料 噴射 シス テ 
ム も 共通 部 品 で 、 ボ ッシュ 製 。 最 大 噴射 正 は 200Dar。NRE が 
導入 され た 14 年 当時 は 標準 的 な 数 字 だ っ た が 、19 年 か ら 
GT500 と ほぼ 共通 の Class1 を 導入 し た DTM は 、 量 産 分 野 で 
採用 例 が 出 て き て いる 350bar を 採用 し て いる 。 イ ンジ ェ ク タ 
ー の 噴 孔 の 数 や 位置 は 各社 が 独自 に 仕様 変更 を 行なう こと が 認 
め ら れ て いる 。 燃料 の 最大 流量 は オリ フィ ス で 規制 し 、 燃 リス 
自体 は 毎 戦 返却 する 。 
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13 年 まで は 吸気 リス トリ クタ ー に よっ て 空気 流量 を 規 
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h@7500rpm に 定め られ た 。16 年 以降 は 95kg/h に 規定 
され て いる 。13 年 まで は 大 排気 量 自然 吸気 (3.4 4 V8) 
と ポー ト 噴 射 の 組み 合わ せ だ っ た 。 
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〇 21 直列 4 気筒 直 噴 ター ボ 


〇 全長 500 土 0.5mm 
〇 最低 重量 85kg 
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〇 燃料 流量 リス トリ クタ ー は 最大 100kg/h 


〇 年 間 3 基 まで 使用 可 


開発 当初 は エン ジン ル 


こよ る 
近 
年 は 断熱 技術 や エン ジ 


ー ム 内 の 熱 害 問題 が 深 
刻 で 、 火 災 発 生 ( 
gs) ジン 
ン が 多く 見 られ た 。 


ビニ 
| リ b 


〇 前 年 の 規則 を 継 


ン 自 体 の 熱効率 化 も 進 
還 請 み 、 ほ と ん ど 見 られ な 


< つの 


トー 


〇 燃 リ ス は 最大 95kg/h( 


骨 い 丸紅 7 敵 租 人 ぐ 舞 時 寺 NG 公 り 
さ 結 ぶ 必 の ヒ 上 ゥ の の 串 欠 審 セ ye 
GS の ペー ボド ボー ュ っ J や PR へ へ ペー モ H 
へ AA へ G 必 そ ヘ ト N 全 午 rS レ 8 で 
oO 尋 @ 訪 共 全 配 財 いし うっ S 公 で SF っ) 
に に つ し っ t@" 


ヘー ハ や やせ SS ぐ ペー モネ 


ヘー ハート 壮 六 謀 選 幅 銘じ っ て 輸 
< ペー 玉 中 キー 迄 キ モーゼ 渦 醒 339 3 


30 
つっ 

結 どうせ 域 う 羽 会 玩 ! 打上 毅 染 和 

ン 0 ぐ 押 と 6 公 町 品 し WS 中 mn 

い RIK 現 さ 員 ね @ 全 ペー ネ G 記 諏 

8C 85 選 mG ペ ー 玉 ゼー ユー ハジ 

SS し Se” 胃 軸 販 HNA へ 畠 


こ 置 き 換 え 


三 
| リ b 


85.5kg/h ま で 3 段階 


(全敗 ドリン は 
50kg 超 か ら は 燃 リ ス ( 
87.4kg/h ま で 3 段階 

〇 年 間 2 基 ま で 使用 可 

(作付 ッ ン 8 
50kg 超 か ら は 燃 リ ス ( 

〇 前 年 の 規則 を 継 


40』『/ 
2018 
2019 


け で な く 、 損失 を | 減ら す 」 開発 も 大 事 


や 
末 
1 


何 か を 「 上 げ る 」 た 


性 品 け は JMK 由 し つ 全 人 MK 全く の 8 っ 7 


ID 田 ( 掲 E 層 田 ) 選 記 つ し じゃ 咲 
し MKHGー・Q 電 敵 飼 RT TJG 球 識 
し じゃ RHMK 括 咽 可 中 ヒレ ベー ハロ つぐ 
っ J 忠 所 し 弱 青 肢 革 二 全 0 し ゃ 二 民 ゼ 
8 で 芽 会 /Q さ っ? 

3 会 Q ペー 共 中 キー キー し HMIK 
民 つ Q ね 6 民 ( 他 組 け 8” 叶 H で 
SRHMK 選 誤っ 史 人 8)" 民 く 一 沢 GRT 
7/ し 直し っ AN@ 全 この ヒ に め の の し ゃ ぶ 尽 
ー ゼ 来 で SQ で で 出 柚 SQ 束 才 さ し 
SN@" NG ふ ー 素 っ J” 義 MKHHG 
の 電 同人 ぐ RMKS 避 JJ 会 ONG" 

つ 公 つつ” MK シン で 層 っ 人 SS 
帳 思 呈 ロ ユ ー ハ 倒 郁 臣 つ し 藤 幸 属 全 
臣 HsIe で で し ば で うっ" | ユー ハ テ 提 
っ | っ nlMm 押 全人代 や や の リロ” ペー ハハ 
ロ つ レ う マン 民 3)” 喘 mk 搬 と Sho" 
喘 く m せ 擬 シン SNem62)” 補色 ロン 
ン 3SSt@? 会 の 0 移 本 シン セ IG で 1 は や 
た っ JRHMKXT6 ン 喘 逢 Ke 稀 陣 会 和仁 で 
「JG 素 貫 貴 嘆 4mJ 放 衝 問 悪 則 性 
る ペー ハ S 嘆 4 札 ) つ ” 舞 ざ つ を な っ 
+6 で ESSTRIRNG で で 所 古 聖 表 品 
け 勲 っ 嘆く mMK 全 ン I0@ で の S 醒 了 *p ビ S 
い 8 で や AG" 

中 嘆く G 恋 人 り 表 つ し 届 著 SE 稼 半 
時 や 6 会 へ か ささ” 細っ 沿 で 天 赴 
Ne 如 けり 后 心 届 MKG 志 で GTJJ し | 式 
時 民 避 喜 所 屯 O 器 斎 東吾 本" ハハ 
ぶ ー6 右 胃 で 回 貞和 セ Ne” 庄 由 民 
け 填 < つ ww 地 0 握 *SK ト ーー ミュ) 邊 作 ? 
| 回 け " ふ へ かさ 店 喘 nG 澄 笠 ロ 7 
喜 虫 山 机 G 忌 電 ロ p) へ 公 へ 心 誠 十 


け や 款 ン 舞 寺 つ つじ し 届 朋 器 で し っ ぃ e? 


88 つ | 尽 へ かれ さ 細 シン つう ン と) 音 
咽 * 民 0 ン レ 穫 っ 軍 区 会 陣 で NO 妹 応 " 


路 環 己 会 光 肝 人 

no ニー に ト G 層 8 表 和 入会 日 AA へ 
G 醒 品 ロ 答 豆 し ドイ ト n か つ 丸 ヤ 
ー 否 置 し SNe? 本 RW 尼 -THeNe 財 説 ) 
つじ 出 庄 玉 つ 0 を ペー ハジ どっ) 閉じ 鞭 
細 也 つつ n 史 鉄 し っ 6 電 糧 皿 つ 上 う っ? 
邪 務 せ に ハト セ で phNe62)” 二 際 
民 還 ン に 朋 栓 会 有 に ph@T NG 忍 S 
3 表 堪 弄 也 つ n 会 泡 匠 で )JJ 悦 玉 
民 つ し っ ne? 壮 H を ミヤ ー 記 直 才 下 
ン 団 R ( 三 く ドー) 人 要 セ Ne は 8 
ぶ WII っ 回 人 R 公 <Q 生 | 恒 :wS 
し 剖 つ うっ" TJG 暑 裳 し K 紅 青 虹 や 
8Q 村 会 AH て 押 据 4 で レコ 
ー ハ 嘆く mk | K り 走 陸 や や Ne へ 
下 そ ハニー で や AN し So? 

Mt” 忌 公 選 蛋 O や NO8 で し SS マン 
中 相補 Q 必 ト J っ Jp 朋 337 へ へ 
ー6 敵 全 Q 燕 つつ じ 肝 ち Ne 中 渋 を ” 概 
餅 K け 46 で し 政 で で KN@ HK を ミヤ ャ ー 史 裳 Q 
セリ JJ し "本 うつ し 6 層 で 中 公表 
マン Sh の” 維 疑 季 ス ペー ドー ゼ 出 里 で を 
辻 や を 有 襲 混 出 似 | 二 SN の | 庫 へ 桂 
つじ し | 悪 求 | 舞 Q] 態 褒 は 層 さ 
望 ぐ し っ to? 

て I ト で くり ユ リト で G 坦 押 や 由 朋 尋 臣 
剖 恒 mm? コン リロ 李 紅 トー ドル 8 ふ 
ー 素 IhSG 届 棋 し SNe? RG 世 芽 ゼ 
湯 綱 し me3 首 褒 " て 選 そ くり トト で 
6 癌 押せ 胡 民 37 8 っ DS 泊 芝 公 下 蛇 
し jp/ 郁 否 会 仙人 る SQ 烈 ン 相 で る っ? 

K へ さい お に KK) 中 お へ Go の 訪 
3$ ざ 時 全 2^QGO ハ ヘーK へ < 釧 旋 し 2JG 
商 - ( 悪 引 還 皿 ) R 選 くく で し 製 細 ( 衣 
中 ) つき G 公 ” 爺 司 ( 改 は ぶ ー モ 中心 
癌 箇 ) は 306 敵 棚 吉 要 選 柚 っ ら G 公 7 
EYEWIKIENINAPS NIS 


屋 /asua 


乙 2014-2019 ご 


KENWOOD 


Mebill1 


2014 -2016 前 半 


3 車 中 唯一 の ミッ ド シ ッ プレ イア ウト を 選択 し た NSX は 
MR ハン デ を 背負 い 、 それ だ け で な く 
当初 は ハイ ブリ ッ ド も 積ん で いた た め 
常に ライ バル より も 重い な か で の 戦い を 強い られ た 
Text: 世良 耕太 (Kota Sera) 
Photo: 小林 直樹 (Naoki Kobayashi) 上 尾 雅英 (Masahide Kamio) 
益田 和久 (Kazuhisa Masuda) プ HONDA 


過 給 圧 を 高め る こと に よっ て コン 


た 場合 (下図 下 ) は 、 


バハ 
2 
ハ 
昌 
RE 
つ 
で 
= 
+ ぐ ③) 
計 
い 
て 
1 


3 
公 
4 
ーー 
| 

選 
川 
己 
( 

和 
川 
己 
AG 
公 
2V 
セ 
下 
RA 
本 
つ 
0 


ミニ 
ペグ 


下図 上 は 、 


く な っ て 


ーー テー 
[ 王 
「 戸 ] 


プレ ッ サ ー 出 口 の 温度 は 従来 エン ジン より も 


しまう が 、 


め る と 、 有 断熱 圧 


ーー テー 
[ 王 
「 戸 ] 


効果 を 使っ て 充填 効率 を 
縮 に よっ て 、 せ っ か く イ ンタ ー ク ー ラ ー で 冷や し た 吸 和 気 


温度 は 上 昇 し て し ま 


ゝ 日 
4m 


気 の 動 的 


ズ 


て 吸 和 気 


イン ター クー ラー で の 冷却 後 は 従来 エン ジン 


主 
に 
ジノ 


ー サ イク ル に よっ て 断熱 膨 


プ 


aw 一 
て 
O SN 


所 ト 死 点 で は むしろ 温度 が 低下 する 。 


ズ 


一 


と 大 差 な い 温度 に な る 
張 す る た め 、1H 


ー サ イク ル を 適用 し 


ミニ 
さ フ 


の = が 


2 


まず は 吸気 を 冷や せ 


温度 上 昇 : 小 


イン ター クー ラー 後に | 


こま 


度 上 昇 が 大 きい 


。 
| 
/ 四 


温度 上 昇 : 小 


温度 上 昇 : 小 


チャ ン バ パ バー 


温度 上 昇 : 小 


] 
を 
ここ 

f 


人 


イン ター クー ラー 前 


度 上 昇 が 大 きい 


< 
正 
/ 四 


時 ローエ 山 全 畠 く YO で で" 革 表 骨 
キー G 名 っ 公 下 C 7 惑 幸 周 G 世 
二 せ RG 世 二 東陽 輝 必 Ne 本選 選 
Ho や Ne ロ 38” 田 坊 ポト No や 7 
財 胃 ユー ハロ つ レ っ マン 泡 肛 伝 寺 0 
( 弦 困 せき noー の 給 隊 )" ペー ハロ つ レ 
っ ツン ュ ) つっ)Q ト J)8。 HK マシ 
で 記 う っ OhJ っ J3S85 CO で 7 瑞 釧 田 
3 ゴゴ 全 レ っ ン 選 世 け SNe? 画 釧 田 東 了 
人 な 妃 坦 明 蝶 色 GHR 和 公太 fo) 唄 陳 公 
二 味 つ ) へ n ヤ へ 心 旬 給 店 つ 和 を セン S 
Ke" 3 全 < ぐ へ SN 必 表 能 公 届 義人 日 へ 
へ 上 庫 騰 員 唱 SSNe" 

ざ 叶 会 Q 狂 べく YO で 妨 伽 最 日 AA へ せ 
R へ へ GE 宇 捉 共 記 甘 つ じ 映 mg 
MEEKAEI SAOEJNS い で SN2E こ 症 人 
か へ 心 誠 寺 は 幸 ン ) 壮 固 " 毅 浴 周 


MK 葉 ン 咽 和 Ne 貴 嘆 4mG 虹 に 半 公 寺 Ne" 


周り 識 くつ 豆 工 - マー 山 ! 選 
で 想 庫 し 8 物 中 咽 く nG 押 唱 層 
ご 時" 

[NuhJ 公 路 選 ロ 屋 で 思 ぐ 8 マハ て し 
つや 5 思 時 ご 革 せ 毅 濾 麹 務 芽室 レ 
っ マ 醒 店 唱 層 さ 思っ | "HH 
へ へ へ 可 泊 唱 環 で he 中 性 円 ポ (エエ ロ 
の QG そ コーQ 交 一 IL 正人 画 ) 
+6 SET に 0” 


さ 叶 り 記 くつ 8 日 へ ZN へ G 台 泊 し 
%⑩ っ 6G お や" 特 置 革 敵 呈 Hpn) |RK 
咽 李 軸 窒 | 中 臣 セ い No 形 軒 唱 層 ご 玉 ぐ 
38 ト JaJ9 藤 へ 選 せ ざさ 財 全 Q の 時 放し 
G 台 泊 壌 写 ご ざーG 皇 RK ST 
較 責 つ 上 村 る 〇 精 っ N ( ロ L- 
Goー ト 維 選 ) 全 NGinQG ら っ ) 〇 色 
さ 時 GS に K 画 李 野党 >SN@ 咽 4mIKG 
咽 他 ww 思 江村 Ke) し へ か 心中 里 公 二 
ン S で ^ 田 票 丈 他 ン つじ し 蘭 幸 岐 選 


Tio や NOTJ3J 公 し %ON67 6 選 7 咽 疾 た 
中 攻 寝 し 慣 べ 本 AG JJ) 公 に) で 
や 菊 六 細 G 選 寺 ロ 0S 人 Sh 

RK 麗 扱 軸 窟 人 除 つつ 丸 枢 填 8 77 
Inー ま で ふさ (由紀 器 ま て や ミ ) 7 
i ト ヘレ ー ふ 斗 t で G ト ネス 否 四 軍 7 
・//7I ト ー 全 この トド 世 唱 幼 選 つつ 妹 
年 し SNe” 還 MK く され 6 想 ON@ 入 て // 
へ ヽ いで H ポ ボド に 団 志 ポ ッ > 癌 串 ポ ロ セ NG 
G 公 (トー まで ふ さ 7 軸 MK く さ T 思 
謀 居 選曲 6 に 了 恨 選 で で 幅 所 し 想 や hG 
| 叶 机 や ] っ” 田 回 に 問 は で し 会 
忠 つ Ne | 野 想 や |] @ る SO 選民 会 才 
ご” へき ざさ 叶 出 組 GA 迄 へ 比 叶 
号 つ 本 皿 つ ? 

居 替 8 田 起 で 8 地下 けい G 公 癌 
県 で せ 掴 品 征 策 *o で で Ne” NG 年 宝 天 
時 * 記 甘 セ N@G 全 77InNー ド て いさ や? 
[ 叶 つ | G 具 4m3” 国 央 こさ T 選 臣 
つ で 剖 し 田 敬 紀 路 ke で し F 際 し 
層 居 つ 丸 瑞 人 や で や 軸 ン SN0” 叩 下 
つ G 近 4m っ つけ や p16106@ 公 そそ へ ペー ヘー 
II トー し 素因 豆 国 シンポ し 和室 や で 丸 HK 
3 本編 ゴ " 素 MK 器 で で 也 ン セ N@hJ ュ J 
條 綻 S” NG 坦 只 " 田 刀 二胡 に @ 
喘 地 や 咽 征 や て いさ けり ポ マ て し レ 思 マン ン NG 
Gy し” へ nA 心 大寺 所 虹 会 仙 N@" 

88 つ 7 著 剛 倒 仙 ke? 届 収 くさ か 応 
叶 ン 想 つ し つや 届 っ J っ JJ へ 
へ 入 一 地 麗 * 地 っ 尽 Q 人 SS っ ト J っ J 抽 
つ ′ 李 舞 呈 唱 式 M 咽 間 や や ン つ し 思い 
レ っ nAG@kJ ュ JJSSN6” ュ J36m 衣 宮 
MKHNA へ 6 時 く m せ oer く RHMK 咽 会 叫 窒 
さ つ し つ 躍 会 玉 ー 素 映 角 H へ 迄 へ 
Gm 麗 4m3 瑞 人 赴 団 嘩 人 SN6 JJ で 
栖 ! い 3) 会 じゃ ONG? 

27In 一 まで ふさ 羽 環 臣 つ 六 環 4 | 


噴霧 変更 
STD 


必ず し も 適 


ング で 適用 で き な か っ た 模 


条件 は 3 社 共 通 ) 。 図 は 噴 吉 
ポー ト 側 の サイ ド 


B 呈 に 指定 され て い 
図 の 検 


数 や 位置 は サプライ ヤー の ボ 
ッシュ と や り 取 りす る こと で 変更 が 可能 だ 


(その や り 取 り ( 
用 し た い タ イ 


近 
メ し 


時 間 を 要 し 、 
イジ ン ン エク ター で あり 。、 


け 例 。 吸 


中 


m 
I 

と 
いく ) 
mw 
嘆 I 
忠 く 


イン ジェ クタ ー は 共通 
る が 、 噴 孔 の 
パタ ー ン の 検 


様 。 た だ し 、 


鹿 品 は 革 Sne 出 圭 ポ (康生 処 二 
応 慰 細 前 ) っ J” 翼 @ 田 里 玉 8 | 常 つ 
S き うっ? 叶 想 つ Gm 環 4m8 較 MK に 吸 レビ 限 
け 5 り で 舞 ン 抽 MK くさ か 想 つ 
し レ つ He 心 会 <Q 和 9 の She 他 虹 GinQoo 
G 沿 居 し 想 〇 し つ H6m36 7 郁 青 田 志 玉 
3oo し St" 宙 会 7 77I ト nhー お て ミ 
掴 革 Ne 嘆く 3 嘱 公 古田 坊 束 
マン JJN60G 公 | 誤 7 っ JwS367 
中 公主 二 G 田 村 で せつ し So 


口 
た コ 
結び つ 


け 例 の 場合 、 


中 


噴 所 は 6 個 だ 。 噴 玲 パ ター ン を 変更 する 
と で 予 混合 を 改善 し 、 出 力 アッ プ ( 


忌避 し 芝 MK く Th 本 ON0T sN っ J 


民 球 出 曜 ポ せ ご や 会 ” 避 品 ポ きけ 
il 
に 


=^ DK て へ G 購 幅 過 公 衝 ww 統 骨 


と が で きた 。 


ーー 
て 一 


ける 


49 蛋 本 NT 『J で や 7 7Z77I ト nhNー て いさ 
G 記 虹 3J? 

Ii ト X つ か て "ペー モ G 過 由 咽 会 醍 
NO ト J ユ J“ 

[ 瑞 釧 田 会 太っ 宗 帝 し 更 h6 ホ ー ド 公選 
ン SSNe@G し ペー で で で て IhT ミ 
つり っ 心 揚 演 じ 配 内 思っ うつ で " 
で ^ 画 六田 せ 草 下っ 朱 維 じき っ) 
っ ぷ ぶ S っ 6 し "トト へ 中 改 や に トト 因 
細 人 で 1 渦 及 公論 あつ 到 」 

咽 組 田 公務 っ G し ペー 素足 
ン SSn0 加 選 人 し NN で 民政 つも 心 の ト 
へ 中 や 旬 細 シンセ hG っ J” 豆 梁 6 演 莉 公 
紳 mme レ つ He で で っ) っ 心配 剛直 間 東レ 


JO 


っ すべ 

RHMK 虹 田 回 \@ っ 責務 公 十 味 村 NG? 
画 赴 田代 人 な で 3 他人 So62J′ 瑞季 
下 ン Sete” 芋 田 jp 十 会 NON 選 し J で 
Q 伝 77Inー ま で ふさ 6 環 甘 日 で 0 トド 路 
Q で Ne ス い て 選 了 椅 つつ レ つれ 心 鐘 08 
公 電 0 六 ” JIFJNG 公 調 つじ し 東 Ne っ J" 
ハー ヘー 眉 ー し SE 宝 Yo で 丸 避 時 
MKG 咽 也 せ ” 画 訪 還 会 や も っ 環 4n っ JH 
っ J-S2J 恨 GS お っ ト J う っ) 会 相 会 0 刀 の っ う 
Pf ト K つ か て ポイ て 公 聞 て 
回 NetJ っ ) 会 可 際 し 介 妹 県 8 ペ 宙 " 北 
へ ぬ ふ GHANA へ 7 トー お そい 電電 
性 は 環 お つ レ っ う ン kJ) けけ SN6“ 

選 時 忌 む し 中 咽 4mG 交 AE 
CR KO 毅 案 パン 遇 第 妹 守 詳 
つ ′ 鼓 下 麹 他 選 下記 蘭 宏 岐 違 o 
ゃ や 6 の の うっ 心 で で 7 左 さ 時 で SG 
ふか さじ SN@" 
| SS 上 へ か さ 旨 引 シ と つ う 全う 心 
っ J′ 語 で で 東 幼 シン つ に し 慈 弄 也 守 じ 
っ 尋 全 で 忍 人 < しゃ? (ーー 柱 看 
け 表 つじ し 嘆 %% さ ロン うっ) 押 SG し 


吊 川 財 四 


こ 苦 し み 、 ト ッ 
それ を 受 


対策 が 施さ れ 、 フ ロン ト グ リ ル の 開口 部 拡大 


同年 第 4 戦 か ら 規 制 が 緩和 され た 。 
も そう の うち の ひと つ で ある 。 


骨 
本 
G 
N ソ 
で 
っ 
っ J 
ROD 
5 
トレ 
CO 
BS 
トレ 
- つ 
っ J 
近 
PAM 
上 
圭 
7 い 
1 
い 
Th 


索 

G 

E 

EE 

、 

9 

吉 

昌 

1 

> 

ンク 1 は 
SS 映 

ML 

上 

NR 人 


2014 年 第 4 こ 8 戦 


| 
ー」 


To 


ーー 一 一 pe ーー 
ニー 


ニニ デー デ す で ニー 王 ラー て ニー 


ーーーー 生 -) 
ーーー 一 ー 


が 7722// 


t ン 咽 *%onet6 い は つ 刀 っ つ 全 つて さ 
ーー 公夫” 必 へ か さ 選 幼 代 NG 沖 
共 w ゅ 走 で し っ う ン っ)” 電 MK 全 ベリ ロン ン 
SO し っ 8 屋 " こさ かれ ふ て へ 心 針 
こさ か いて 6 詳 則 は 60 し め 明 蝶 せ 
虹 で さや セ ” し も ぐし | へ かれ さ 所 記 
正 杉 つ Q で むし 6 シン て ペー ジジ 
N 公 寺 NeS 全 し く IN へ KK 多層 で 会 Q 
出所 束 人 で レ っ 介 選 つつ] 


n-EQx 選 二 じ 著 賠 公 貞 相 


Mu 本震 選 -HO や NO 刀 S。 NNIN へ 心 
KNh や n て 0 いで お 87 エロ 横 r く つ 
し QuMHm し 交会 mn - EQx( 忠 
下 胃 了 HR" 喘 装 編 家 田 ) せ 政 り 処 
言 つ し っ "と SS 宮 田 東 軸 窒 
sh@ 8 で” NNN 心 畔 @ 壮 Q 選 民 ト 


や トー も や GSNe (に RT ロ z7 缶 藤 )? 


In - EQGx 公 2JS2JS 十 全 で へ 
へ ペー ベー か ロロ NIS 心 会 r く N@ りう 
心 請 下 ws 表し っ 6 つ S? NG 表 
選 う つ し い 心 へ や ふ 記 ト や 私 て 忠臣 つ 
つぶ "AE 明 G 1 諾 し じ せ や か て や 
ロ Gqnm パ で や KIhNK 了 て 人 色 二 じ つ 
へ G し セ 公 ^ WG 吉 妃 さ G 償 台 上 
つ S 伝 Q 出 瑞 * 表 信 レ っ つつ 丸 ] 
りく て へ へ や の 芯 ご JpM 机 直 尽 
HG 忠 星 人 Q6 人 也 37 環 舞 昌和 へ 
3 の 性 へ 心 公 選 暴 し Ne” 二 全 ぐ 加 
て n か へ や りや ヘー さ へ 
ト J で 性 革 改 RK ハ ー ミ SE 語 選 
時 Q セ ? | 幅 和 ゼミ へ ふじ し” ハ 
ハー 圧 回 6 で ミ 刀 中 So 換 セ で 
篤 改 GSR 字 和 02 ペー へ AS 日 AZANG 
mR4mt6/ いふ へ TA へ 軸 鶴 G 牙 医 人 る 
て IN へ ハ 心 民 マ ミ へ や GQ 選 っ ) 
se@G 公 | 器 呈 し 交 N0" 


っ た 


2 


投入 する 予定 た 


om 


1 
gg 


ン バ ー は 16 年 開幕 戦 【 


プレ チャ 


KK へ ふせ ざさ 財 し Q 尾 へ や 選 占 

っ 忍 色 上 革 の 性 つ 7 の 導 
ご ら 6 配 則 き 。 由 洋 直己 十 で し せ 全 
いっ J 


る 


* ゃ J 


[ 悪 中 会 天 ぐ し っ ン 8 公 和 し” 投 r レ っ 


公 で お で 00QS ン 8 で 丸 叩 人 しゃ? 
シン さい レス っ シ n - Eo て G 雪 選 
Jp 人 S レ ヘー ミ 半 東村 っ 公 名 


で 66OS ン きつ So 性 や け 


肌 
トロ | 
1 

必 
ハ 
ユ 
2 
ど 才 
R 
や 
II 
ド 


| 
入 
へ 
sa 
2 
が 
へ 
| 
ト 
ド 


せろ っ 3J ロ IIK 

つっ ie つつ J へ 6 祝 
ーー 
RNN SN UNI 当 

イー へ 昌吉 
AN 加 人 人 ヘー て に SM 
27 へ hD っ SN や 旨 諾 
IN DI _ Jah K つ 

NN 
NN SN へ し 問 し 5 
Q DS SF 
やつ 革 ふ へ 己 到 提 祥 選 
TN SGS て 信 唱 陣 東 醤 

1 て SN | SS 
| ww や 叫 選 競 困 不 
nm ハト DB ロ XK6SG ン て 
ょ ん ご て お札 王 そ ド 
KK AN 当 へ じ s 


2014 年 第 1 こ 3 戦 


を 
入 OFFSET 


※ 図 は 2 輪 の FORZA Z の も の 。 


限ら ず 量 産 エ ンジ ン に と っ 


て も 適用 例 の 多い 技術 。 


し 、 フ リク ショ ン を 低減 する 考え 。 レ ー シ 


ムダ ギン ツン シン ( 


い JJK 和 ハハ 心 公 / ( ヽ Ih へ 心 選 


ー ド K 宮 !) 汗 ち eSK 公 伺い 麗 い JJ し 7 


ゴ RK ト np や O0SS 会 0 し っ t セ ] 
ご 革 ヘ ーK へ ポ 重 斗 り 肝 壮 し 出 末 人 
K ン 惑 SNe? 握 壮 G 志 瑞 じ ゃ 和田 
県 N つ 7 皿 表 ロ 陸 還 6 民 表 ロ 
層 ご 団 ぐ 7” 了 詳 較 JB” 選 っ 層 居 し 
束 吉 人 人 の 6 ン っ 公 各 っ IFJJC 5 選 
っ 華中 吊 や へ や 幸 へ 愉 牙 中 由 名 Ne 握 
肖 し 詞 語 セ く し ゃ SG 会 。 長 有 
際 ご りう で しゃ に 記 SMK 圭 し 的 Ne? 論 
三公 瞳 っ つり 毅 康 RIK 公 nH6 ン 映 *O で 


和 h。 表 正 公 半 シン ひし つつ He で ? 豆 時 * 


烈 マ セ h@ ょ うり 会 菩 雪 雷 選 二 OS 公 い NO 
ト J ュ J 提 No っ J′ 8 で 8 ン 誰 で 

や っ 想 早 7 

| 軸 層 MK 豆 GJ*oD 個 楼 6 毅 放 6 上 
会 著 マン” 幸 引 会 本 (いい BS で で うっ 
2JIFJNG 全 で あつ 選 " ドー ミー の ヒュ ) 
枝 上 つ レ ベー ミー トモ ドーz// THING 醒 光 
JpIES で し うっ 才 公選 羽 G ふ ミレ セレ 
壁 居 吸 @ 弄 革 沿 乏 環 彫 で SS 会 Q” 田 
世 各 踊 戻 つ し っ つつ で 5 選 議 豆 


会 妃 ン 


し 3 背 公開 て きい レ し つ HenG し ゃ 倒 


喘 ン SQSS う 46 で ロホ ロー ロロ ヘ 心 つ 
SE レポ 


問 理 つじ し っ ぃ oe 層 で 球 ま G 1 双 つ つじ し 


MW 

は ーー 

キー] 

So 
ーー 

k 計 

も て rs 


7// の 


ドミ ハ K ト くけ や 販 く で 刀 " Q・ 
〇 押さ 個 最 ペー モモ た HNA へ @ 査 店 親 
せ "Se 敵 側 維 年 了 他 で 如 訪 下 山 に 
AKI ト く 表し っ 会 ペーK ャ を 
ヘー て K 陣 時 つ レ っ ツン は [JIkJ 
思ひ し じゃ 装 尺 | つう っ 心 果 携 公選 レ 
vn@” HKSS で SQ 巡 N JJ っ に ビ 
電 ぬ 壁 さ 図 セ ょ JJ し AM 堪 G 組 下 咽 * 富 
4Q つ ^ 性 H へ AA ヒ 回 ご 諾 un ほ HG N ユ 
SAAN 窒 .nQ つ GS5 NN つ へ 
へ 交 福 Q 必 ょ JJ し 弄 水 会 袋 ご ” 五 RG 
蛋 け OS 会 0 妹 " 

ご ミーG 王 RK ト れ 史 時 刀 つ 叉 要 
寺 @ る 8Q 人 SN さき 下 エ ハ ニー で II 
SAmANSNe" ざさ 吐 会 Q の 財 会 古 
し ぐ O ハ ーK へ ハ @ 幅 油 補 配 革 ′ 咽 K@ 
て UaJIO し っ うっ SaAOO" 刈谷 
公選 hh@ 青 虹 庄 六 人 環 経世 
淫 ぐ ご 財 ハ ーK ハ 台 要 醤 し 議 べ な 
Ne 中 選 39 で 85 っ JIJN 公 醒 郊 全 醒 4n 
で や 壮 け で 計 SG り っ 7 

近 く きき 宮 公 計 く 王 補 東 還 由 つっ 宮 
っ G ト 笠 応 St 全球 訂 公 守 男 セ 
で せき NN へ 中 キハ ミー 間 や で や 吐 ン 
終 絆 くつ せ G8K 秋 し 殖 さや 時 宗 
壮 G 局 刷 し せ 還 半 っ な ン 菩 青 骨 鈴 吾 


6 政則 提 0 し っ 7 


N wedeMitdl Tedeeep / 
刺 エン ジン 移 
編 


川 川間 抽 


mll- 旧 Mー- 


新 技術 ・ プ レ チ ャ ン バ パー を = 
16 年 後半 か ら 採 用 


2 生 デ 語 ーーーー 一 結衣 の 2 矢 の 秘 人 * と 化し て いた プレ チャ ン バ ー だ が 
] an つい ( 岸 ホ ンダ が 「 や っ て いた ] と 公言 し た 
本 放 222、 新た な 問題 も 起き る と いう 


AD 世良 耕太 (Kota Sera) 

Photo : 平田 勝 (Masaru Hirata) 上 尾 雅 英 (Masahide Kamio) 
三橋 仁 明 (Noriaki Mitsuhashi) 世良 耕太 (Kota Sera) 

llustration : イー トラ ビッ ト (eatrabbit) 


※ 画 像 は MAHLE の Jet lgnition (R) の YouTube 公 式 チ ャ ン ネ ル か ら の スク リー を ッ ト 


き 
ー 
_ 


ま 
ワ 
由 
軸 


ll 


プー ハ ふ の < の 〇 の O 乙 〇 山 串 ト - 
で の ヒ 公 近 入 NeH AA へ 公 工 
- さ ー す GA 還 選 地 OF) け 人 で で 
SS っ 公 "で 肝 G 剖 壮 ロ 脱出 
8 で し っ りや せ 押 置 叶 マ て 上 
SO で レ っ 87 へ 下 モ さ ー で 1 
m へ 台 掴 正 つ 刀 全 <Q87 訪 還 人 日 到 
ESS5Ee ら SE)csro 考 計 と (LSECSEi 
個 G 弄 公庫 還 や 地 0G 公 坦 護 7 
2J ょ J け 石 剛 会 得 N6 全 の っ 届 J” 虹 玉 
TNIihSG 下 し Se TNIh や SG 羽 ロ ャ キモ 
ST だ やせ そ ペ ー2S8S_ NG 芝 そ 
かれ かり ポス て へ ハ 中 エキ ハニ ー 吉 そめ お 中 
公 球 半 想 っ し っ nh@? 還 央 ご 田 統 に 明 じ に 
唄 4mK 全 責 宰 YO で で NO) NG そそ も S 足 
咽 〇 し 咽 4mK 公 硬 個 @ 甘 は KN6T Np 
つじ し” 舞 ペ " 
ie っ J” 尼 時 で 足 会 ^Q4 ト RS2AHS 
て 舞 志 全 癌 0 二 つ ” 州 周 @ 嘆 4mK | 
居 は 表 陣 や や pe” 誠 洋 6 毅 聡 民 枢 じ ゼ 
攻 く h 必 や 上 層 革 つけ ロペ 祭 公 毅 N 
KR 人 SN0G 唱 表 つ | 画 全 AH て 毅 表 @ 
中 4m9 際 配 刀 け 毅 rmt0G 全 半 剖 7 
エエ - マー 二 山 し で マン | 咽 掴 日 
へ ぐ @ 坦 区 正 過 選べ く で で 貴 庫 8" 
画 個 AH 了 イエ 壮 画定 ぐ STI や 虹 ペ 
束 全 (の 一 北 時 ) ロ 表 つじ 回 下 出 腕 公 
QA 朋 混 補 還 や ぷー 軸 突 つ お っ ) 
っ iQ トー 選 人 諾 つ し っ he (『 ロ ーー 
nh トト へ ・ マ 必 K て ベー トト ジテ oO 一 ・ 
ー の で])” の 一 回 野 ロ 家 つ じ 幅 民 所 け 
っ ン と 2J 要 昧 会 K0 ン 咽 K ど 子 聞 


G ヽ や へ へ 時 舞 表明 KK つ 妃 り っ in? 


中 や の ヒバ め の の GHA ハ A へ 台 郊 唱 区 
いし 共 へ 和 公 く 所 臣 つ 丸 | 上 曽 帳 (no 
ー ト ) 中 0 っ J)′ | 毅 野 麹 他 つつ nm] G 
陣 mmiO 〇 全 ど っ し ご ご ミー こと 


ロー トト 青 時 会 和仁 上 枢 守 し 玖 N@TJ 
っ JE つ し レス っ nh? jJ で や 田 杏 で GS 
h を 思 壁 MK 唄 MK 寺 6 毅 甘 如 析 wp! に 
い 8 拓 斗 紀 届 表 ロ 臣 つ し し せる マ ント 
っ 中 エ ハ ミー 選べ 6 選 牛 活 出 括 玖 吾 つ 
し っ ne 音 爾 骸 公 慎 NehJ う ロマ 
ご ( 云 甘 補 配 公 明 ン で )】 毅 可 H を 
ミヤ ー 会 幸 周 下田 避 人 要 で し 組 
雪 肢 公選 | R 会 は nDN つ GS 

三 Sh や NG 求 覆 ロキ キ nh 
SsetkGN さ 中 そい く ー3 ゼ ^ 舞 ぶ つり 
ン っ ユー ハ で 喘 く kW 青 孔 Yo や Ne 由記 
うつ vp 民 雪 S? つつ 会 つ 路 時 せ 交 で 7 
ヘー ハ ご 史 韻 信 じ っ ょ J 心 NO) 証 個 
G 革 や て と へ AH い 和 ヘー 公 問 つ ン S い O 
首 周 馬 S レ ユー ハ 如 嘆 GmMKO つ 7 員 
個 せ 舞 ざ 渦 肛 
喘 q 叫 ESTINN で で りう 窒 本 
JJ ら っ 心 で で 7 

攻 く hG 示 提 けり 画 個 東 記 お Ne 
で ぐさ 中 キ ペ ミー 叩く Any 
ュ っ) 叶 や 7 首 賠 翌 G て へ AHN ふ ー ロ 足 
mv 耐 剛 や 翼 医 G て へ AH 尺 一応 
坦 O 民 慌 ト トド で か ふれ っ ) 皇 で し 
愉 弁 衝 K@9 の ヒー の の の で へ AHN 尺 
ーw ぬ MK 斑 記 エー 工 隊 赴 つ レ っ I@G 
し 骨 四 け 醒 下 つ つい の phK0 っ J” 州 財 
6 喘 く mK 玉 個 は べく で 68 く AT 尽 
yhUJSte? 要 で で 瑞 和 つじ し 宙 圏 G 革 
け G 座 そそ へ 人 A 昌 いふ ペー 詳 証 Ne 
JDHnNQ で ShO? 

SS いし 6 有 に の 〇 〇 で や の ロ 層 上 に 
てこ いふ ー ロ で し RMK 吉 咽 旨 臣 赴 セ 
Ne 憎 衣 ヒ し ば" ペー ハ 宮 思ひ し や 青 
時 パ や S2 っ ? 号 央 NH て 朋 聡 せ 朋 明 玖 
也 ShHnte 前 青 圭 ( 藤 雪 寺 ) で 
Ss 思 で Sp や" 


er つい 中村 


る 


本 上 + 回 嘩 量 丸 環 団 全 人 色 
き ン 記 中 蝶 @ 尋 悪 % 凌 穴 @G ハ 
ヽ S さ ら 虹 き 義 。S .@ て 
と 疫 h 切 凌 〇 /@ 基 つ ゃ FTR 
、 犬 を し S ロ SS で 吉 マ ホネ 
hh や 立つ 6 迷 / 毅 出 
ーー ペペ 球 や 会 つ 収 葛 男 。 
引 咽 〇 ゃ 公 eq4m 。 
ぐ 中 HG で ー 所 喘 玖 合 | 
TK | 6S 、A で トト @ 局 夫 じ @ 選 怠る 
キキ へ 個 も mm 全 深 革 マエ へ ハ 
| h 宮 肖 へ 紅玉 叩 冶 コキ 
| へ 。 画 へ 公 上 下品 W 表 GS 中 
NO ャ np てく 連 氏 嘩 認め 他 さ い 
| K キャ Il 中 へ 人 坦 坦 吉 改 つ h 
< 邊 | | SN し へ ロロ 坪 で 田 語 じ ビ ・ 
Nm さや pm っ ら 宮 > 慣 一 遼 据 OT 
NN 中 | | | 功 へ S 甘 と 雪 @ 相 本 て 
HE OO スン 悩 如 史 堺 K0 も て | は ト 
4 ふ へ 心 器 地 還 会 セレ し ゃ くい 
いそ っ 心 貞 舞 可 琵 両 H ヘ ト 
慌 ) | 中 や で て 韻 @ 天 節 宗 言 人 人 
へ ヽ ポー 冗 心 舘 り 会 ”@ 下 G 
しい DGGns 。 下 融 玉 隊 べ な さい で 
3s | 筑 し 心 He トー 田 琉 \@ 王 ト 
ES 臣 全 必 NAO らら @ 約 給 李 ・ 
Sh し し レ 層 世 | 思 し に TRI 
3 出 い ミト つ し 凌い SS 人 へ や 
ミ 定 剖 信 巧 く 六 せ は ミト 選ぶ 
球 や 和 ハ (名 還 任 し SS く < く H 


人 W り / の /2 


ン バ ー 
人 Se/g 


_ 
アク ティ ブ ・ プ レ チ ャ ン バ ー は 、 プ レ チ ャ ン バ ー 内 に イン ジェ クタ ー が あり 、 そ こ で 混合 気 を 形成 す 


パッ シブ ・ プ レ チ ャ ン バ ー 


] アク ティ ブ ・ プ レ チ ャ 


ーー 1 


押し 込ん で 間 火 する 。 


いこ 


室 ( 


| 


五 
田 


パッ シブ ・ プ レ チ ャ ン バ ー は メイ ンチ ャ ン バ ー で 作ら れ た 混合 気 を 


る が 、 


エ C- す ー ト 山本 引 細 や 


時 半 半 宮 寺 机 G エ エ - さ ー マ さ 山 せ 
て AAHN ペ ーー 性 G く NATN・ 人 h さ 
中 エ ハ ニー て ANHN ペ ー や 較 選 
ネー ンー 吉 り どっ し っ お ? 弄 析 ロ 柚 で wo 
躍 必 円 応 や NH て 押 据 し 舞 聞 


公 寺 会 0 し っ" 表 甘 似 会 二 会 
選 宮 mpD 叫 シン 8 で うう ン ロ 尊 寺 誤 半 
に 補 配 公 県 召 つ あつ ざ " SS 圭 虹 史 
喧 NerJ っ J) 全 0 つつ 尋 | 同和 つ 届 7 

に 叶 せ 日 へ ZN へ AU 引 エエ - マー ト 
病人 信栄 者 H ロ A へ 屋 細 
で で 8 うけ SN6” 三 個 AH イエ 翌 下 


+J GA 
全 地 証 還 也 6 婦 田 し で で マン 叫 給 細 
公 改 Qe 虹 和田 宙 ” 首 隊 肖 E ゼ 


ト J で し G 台 光 * 咽 〇 し レロ - EQG メ 
( 嘱 貴 瓶 田 R” 咽 装 蝶 藤 田 ) 会 SO 
2J ぐ 会 0 し うつ? 扶 財 政 束 中 抽 
つ で で 環 4m 思 紀 G 運 ご 公 汽 脳 S で ひ S@ 
し ゃ ” トメ K て ロー いぬ 谷 妃 州 著 
組 R ロ 交 也 先王 や 会 是 旨 品 肖 
つ し ゃ 交 OFJQ 引 己 つ し うっ セ 」 
3QS り ロン rmG ト HGST 
! 呈 介 で レス っ te? 9 言 公 <Q ぐ 8 言 G 
に 嗣 器 倒 避 四谷 の っ:OhJ3J387 日 へ 
へ HH 嘱 距 (OO こ 言 し ^ 喧 軸 由 咽 
866 ざ し St@? | 衣 視 つつ し” m 紅 G 
細 ご せ 由 咽 押 は 堪ら いて 

IJ で HANA へ 世 療 け ひっ に じ 継 油 
堪 レ 会 へ wwGHA 和 AA 
中 全 へ ふも お く 先 邊 へ う 臣 SeG 
HANRN ロ ハイ て レ ゼン 7 ルト て 1 
細 編 HerJ3J7 日 へ 込 へ 控 編 所 肌 G 
半 っ 1 剛 較 KeRI ト て TS 虹 り 民 公 
I ト YS 虹 選 弟 要 セ っ) 拓 軍 王 で へ 


上 
5 
の 
了 


m 庄 
RE 


/ 


/ 


ノ 


ふ ぶ ー ト ーー6 策 直紀 DSRN0 民 3S7 
LGm 咽 4mh や そい ハ ふ ーーーh ロ 
ヘイ リロ 近 編 セ NeG 表 つ ” 且 G 環 4n 
3 昌和 A へ っ J 王 "中 へ NT 代 NG 半 選 
3 紀生 6” NG 丸 S。 全 寅 笠寺 G 央 
Sr PESC 

KA トト YS 展 せ 芝 甘 馬 洋史 記 把 語 
息 田 けり 議 計 WON0 の し SN67 日 AA へ 
NN ロ ハイ リロ 近 統 he 中 rm お くく ハ 
AN 更 KIKK ト へ 心 層 記 弄 Ne 渦 肛 
会 和 SN0 全 77 か ンー ロ リロ 編 Ne 只 4m3 此 
むむ やむ で 3 で QOS っ や G 公 る SS マン” 娠 
弓 剛 環 S 詳 症例 つ 和 を セ っ " 

「H へ A へ 柚 語 宮 人 QG ふ ミト ドル く @ 司 
二 公 章 さ SF や 倫 で ” そそ ヘ ふ ペ ーー 
InーG<E 策 幸 記 を 咽 喘 呈し SN@ ペー 
KG 議 宮 め 所 柚 つ いい SS し 二 R ゼ 
換 う りつ し ゃ ペー や 窒 /n つ し て 
ャ くり さ ト で て 選 H も や Ne 6 の S 下 可 
ーー へ や 上 ES うつ] 

や 吐 G エ - マー マ 山 会 Q に 時 G エ 
 - さ て トロ 9 公主 し 6 に % 侍 枢 華 
46 そ へ AHN ペ ーー 素人 AA 和 へ 思 雪 
屯 つ 妨 JJ85 で 吐 放 し せ 層 央 ーー 


宮 唱 玖 D 刀 そそ AZ2AHN ペ ヘー 避 工 居 吉 
直 つ 7 6 人 1 oo の 所 G 由 回 し 誰 


”- ト J で 6 で に 貴 喘 4n 公 剖 け 析 
^ 世 財 て ミ い 会 " て トー ハン 
忌 志 つ レ リー 二 R 会 ト 和 nh セ h6 
。 下 加 癒 押 款 嘩 中 は く て で 

個 男 て へ AH ふふふ ー6 近 編 過 遇 せ 7? 
て や キャ て ロ 中 線 じ 0 お ャ ン 
貢 MKー ン イィ 吉 り 式 央 ポー イィ 吉 は 愉 職 し 
Ne” 襲 染 ぐ 瞳 ご "RMKJG 嘆 く m 
思 則 Yo や NO は 3 ぶ へ か さ 史 虫 Ne 
G 公 | 衣 呈 和 S? 選書 系 へ 和 か さ 天 細 
ン つ いで 咽 環 で | 毅 悪 他 wp 二 で 


し る 


ど が 


開発 に 限っ て は 自由 度 が 大 きい 


副 室 あ り 


Il 室 な し き e 


目 


ーー 一 


で 
虹 
マ 
所 
計 


全域 で パワ ー ア ッ プ 


副 室 
示し 


る 
Il 室 あ り 


ーー 
て 一 


意 火 性 が 向上 し て いる 


I 室 あり の 彰 火 遅れ を 比較 し た グラ フ は 、 


上 
ジェ ッ ト 燃 焼 の 効果 で 、 


Il 室 な し と 


田 


国 


し て いる 。 中 速 域 で の 差 が 大 き 


燃焼 後半 の 燃焼 期間 が 短縮 され て いる と いう 。 


と を 示 


主 燃焼 期間 を 比較 し た グラ フ は 、 


主 燃焼 期間 が 短い (燃焼 エネ ルギー を 圧力 に 変換 


て いる の 。 まだ だ 、 


の 方 が 、 
する 効率 が 高い ) 


い 。 と く ( 


画像 は 、 


トー ヽ 


06-0L ゴ BMW 


あ 


し て いる が 、 


必ず し も 適用 事例 と 一 致し な い ) か ら ジ 


示 
ェ ッ ト 噴 流 が 噴き 出す 様子 が 分 か る 。 流速 の 図 は 、 主 室 か 
示 


と を 


燃焼 の 流速 、 混 合 気 分 布 、 ジ ェ ッ ト 
ご 


室 ジ ェ ッ ト ! 


| 


上 
I 室 の 微細 な 孔 (数 は 4 個 で ある 


噴流 の 挙動 を 解析 し た 例 。 ジ ェ ッ ト 噴 流 の 挙動 を 見 る と 、 
くま で 解析 例 で 、 


国 


し て いる 。 


! 室 へ の 混合 気 の 流れ を 


ら 旦 


JET 噴 流 


462///// の 


設け た 。 ラ ム 圧 の 


ザイ ド 作 し た 。 イン ター ク 


運動 性 能面 も 低 重 心 化し て いる 。 


専用 の ダク ト を 
た め 、 タ ー ボ の 人 負担 が 減る (余力 が 
生ま れる )。17 年 まで トッ プ 配 置 だ っ た イン ター 


18 年 ( 
ー ラ ー 本 体 は 冷却 性 能 よ り も 圧損 低減 を 重視 し た 


ノル し : 


了 紅 | 


に 1 


用 に 変更 し 、 
クー ラー ば ゆば 、 


ーー 
メ 【 


サイ ド 化 に より その 点 も 向上 し 、 
を 取 取り 分 が ある 


ズ 


ーー 


整備 性 も 悪かっ た 。 
ある ダク ト か ら 吸 


トー 


G 
寺 : 
選 

宇 

三 


2018 年 の NSX-GT を 上 面 視 し た 図 。17 年 まで 
車速 に よら ず エ アボ ックス 内 の 圧力 は 一 定 だ っ た 


と いう 。18 年 は ラム 圧 を 利用 する 構造 に 変更 し た 。 
イン ター クー ラー 冷却 エア 取り 入れ 口 の 半分 を 吸 


り 込ん で いた 。 ラ ム 圧 (走行 風 革 ) と は 無縁 で 、 


は 右 リ ヤ タ イヤ の 前 方 ( 


1 
Rs 
5 
出 
く 
い 
ス へ 
ト 
日 
和 m 
4Q 
+6 


S 
3 さ 
大 
出 
さ 
Ih 


イン ター クー ラー が あっ た と き ( 右 ) は 、 プ ラグ の 交換 ひと つ で も 大 仕事 で あり 、 


車速 ( 


ー 


て 17 型 


冷却 効率 が 悪化 する も 
それ 以上 の 取り 分 あり 


エン ジン 直上 !【 


立 康 叙 東 人 銘じ っ NG? JG っ JOG ハ 
AH ふ ふ ペー お 38 民 MK ネ ーー て 亜 唱 玩 りや 公 7 
< ト 所 せ 掴 穫 ” RIKG 据 で で 唱 表 \@ 押 蘭 
G 訪 0 公 上 で で” CO 妃 て 志 G 近 局 公 
六 肝 se5 w つ し NG 押 記 AES 
い 8 場 只 "に で そ へ HN 入 ー 愉 葉 販 モー 
ィ 宮 軸 っ 尋 慌 会 っ っ 帯 虹 会 二 NerJ 
JJ 昌夫 つつ QG7 

[東尾 足 BH へ へ せ 他 回 帳 ロ で で や 
teNeH62J” 皿 訪 呈 唱 斑 医 訪 せ 二 会 で 
レ っ 代 "NG 妨 信 JJ) で し や 地 
回 過 嘉 や 吐 嘆 4m 全 じじ っ うつ? 
選 R じ 革 麹 谷中 嘆 4n 全 和 S46 で の 6 ン 
し し っ や で し つ 届 9 て へ AH 
ー6 送 肌 選 概 屯 つつ 丸 坦 杜 時 鶴 中 
史 く In 公 閑 吾 けり 赤 析 Y り で つつ 尋 ] 

トーw ふ GS 惑 せ 庄 Yo で SS 全 0 志 倒 7 


エエ エロ の で エコ こ ーQ も し G 層 准 下 け 入 


7 ペー ハス トー 改選 叫 や レン で 7 


NG トー ふ "国内 ー ィ 宮 で へ 仏 日 
いふ ペー リロ 表 つ 葉 MK ネ ポー て 可 て へ 日 
ふ ー ゼ ” 嘆 4mKG 球 凡 近 会 装 ン 突 舞 
0 で し レス っ NGTJ ュ JNI つ レ っ や へ へ 
ペー ぐ と を りく に て へ く 6 醤 族 舞 公 
所 OSQG ゃ や ” 葉 MK 家 一 て 宮沢 日 選 
ふ ーG ペ ハイ て し 的 さ RS ThBCO 


っ | 

| 

il 

=| 
上 

っ 

ーー 一 


川 川 周 四 


全員 ? 
〇 OQN へ ハー 選 雪 時 所 昌 医 


HH AA へ 負 還 交 押 了 つ 人 で OFJ う ) 
3 に 時 GHAI 和 AN ロ 掃 つ し じゃ ゃ 
HO6 宮 蝶 鶴 し 中 全 に Q で レ っ ie? さ 
吐 設 くつ 妨 路 思 GHNA へ し 7 トー 
まお ゞ ふさ 選 舞 皿 つ 8 拓 更 つ 選 7 
| 叶 想 つ /7I ト ー| し 付 N@ JJ 人 で で 
せき っ や GG” 時 8WG 了 4m っ 路 
信 刀 "雪代 丈 則 正本 N@S 補 で IN そ 
て りつ トト で て 旨 机 直 けつ し っ う で 了 ビ 御 
人 <Q3 

Z7In 一 もそ いさ 内 環 四 つ 刀 JJ や 
Ne ペー ヒド N っ つじ し 孔 Ne ヘー 系 
INNG 遇 涯 唱 層 で 思 く 人 687 共和 へ 尽 
3 「 マ 上 寺 五 R 選 十 ( 符 量 雪 肝 つ mL 
1J16N0 ペ 一 下心 思 鶴 ) | つう 心 層 想 
し 浴 皿 つ し っ ie? 7Z7/InNー ま ふさ G 散 
mh っ 刀 除 る 『J で あし 5 り 画 久 3)/Q 
S き っ の つう) っ JJ3J? 

[ ふ ー モ I 必 や G 遇 洋 ロ 6” 廿 玩 窟 @" 
SnNー ベ ンー ( 画 庄 田 ) 公会 公 所 @ 
天 織 壮 前 幸作 公 則 陣 け 代り ひし 選 必 7 
ネ ホーヤ トイ 1J) け ペー ギ モ I や G 譜 琴 崩 
< っ 本 玉 さや し 。 AH ペー ハ 
mw つ ^ 宮 斗 審 せ ょ JG 球 く mL で や 7 
詞 壮 癖 せ 『JG 墨 訟 (mh で や の っ の る の 
こさ か 尽 〒// 和 へ 心 弥 下 つつ 丸 」 

JJ で 6 し ポン トド 麗 妨 菜 ぐ S ン ネ 
Ne8S トト へ INNG 雪 人 る や 羽 や 員 ン 
し ゃ onet6n い DS で JG 遇 で し ( 喜 
搬 回 30 し ) て く を NT 私 了 て 会 吐 /Q で で で 
2 っ J っ 工 - すさ マート 山 し ぶ 芋 屋 洋 や 
1 て 

[R 二 he 8 人 S し も "HH へ AG 
寺 AZ7H ペー へ や 一 評 IEAA// 


5 
6 3 


ふ 人 KG っ 災 店 
G 1 ば GO の やせ や や 
陸 へ 塞 め ご し も 次 
ma 。 表 で Q の っ ー 世 6 
j) 時 っ Cr) く 。 租 
っ 瑞 四 提 と さ 尋 区 o 
n ぷ SG 公 J ポ つ 立志 
叶う 敵 齋 ご て 恵 庫 つ 
o- せ @ 調 | 田 | 時 
ー ャ マハ 嘩 股 民 野間 


ペー へ へ し 悦 際 し wne 誠 人 Q っ J 悦 除 し 
SS う っ 英 Q 人 公夫 放 本 "JinS36” 棋 
内 ーー て 公 Q レ ン IG す 選 G 基 息 
TNI 必 マ エセ ユー 箇所 くし っ 会 " 【J 
G 路 もら 旬 表 や 一 尺 IR し 層 忠 生 NO@ JJ 
公 し 0W6 村 ? つ 全 つつ ^ (性 公民 
濾 4rteT へ いふ ホー で で 〇 S) の 選 IR 
評 ゼー し じ 悦 陣 つ 0 で や で 」 

へ ふい ふ ふ ーG で 〇 人 式 居 皿 G 漠 4n 震 
3p 寺 回り 没 琴 ekJJ 公 選 人 で し っ 
Gy て Ro の SIRG 寺 福 潤 朗 (本 
回 壮 区 神内 つ 肖 朗 ) ES で に" 
和 甘 史 咲 橋 選 つ Q? mn つ し 詳 計 つ 妨 
へ いふ ー ゼ の ロロ つ ハー ( 斉 環 案 
民 机 看 要 公 ) に 菩 寺 つき りら で 7 全う っ 


が 衣 ///CJ7/727/ 


目 寺 土 会 革 誠 G そ と へ NT ミ 引 じ ペー 
A へ や HANG 式 居 隊 唱 臣 っ NG 到 茶 
っ うつ し じゃ | 器 S 結 生 寮 還 せ 遇 シン レ 
筐 つつ ^ Mu 大 穫 鐵 地 ンー いそ ハ ペ ー ト 
K く て 人 信 レー 叶 下 し ゃ で 8 シン 
m 楓 3 全 で ) っ" 

ロ n- モ EGG 失 K り 表 信 つじ し 是 給 丈 
編 や つ 妃 距 つつ 忍 会 NG 据 で し い ド 
ー ペ ホー ハエ かそ 6 澄 穴 束 咽 つ " 
本 軸 つつ じ し 層 つ し っ 妨 還 克 G 環 甘 
個 つ Q さ で ^ 式 坦 で 選 栓 雷 つや おさつ 尋 うり 
っ 68) へ やつ へ 入 ー ぐ と JJ ロロ 
^ い 時 人 G ど 選 加 ボ 選 応 和 0 芽 で S7 nn 
- モ EGG 和志 ! で 0 し NRK よ て 固 
GIIH 公 想っ レ つ HG 中 ン 妃 S し 設 


te" ト J で 506 し 6 表 湖 会 稀 肛 85J7 


培 表 雷 8 忌 電 つ て 愉 ーー 会 二 会 で 丸 
っ JJ39“* 

の 叶 田 虫 ポ pn | 違 本 十 生 Yo 
下 り ^ 隊 居 年 叫 唄 ン つ し 二 R ト * 
hw 隊 刀 つ ? 属 訓 そ ヘ ペー ヘー 
ーG 控 祥 忌 軸 選 鬼 つ 県 て 財 6 醒 失 
客人 る Q 能 の 密 W し せ 拘 手 民 吉 G 思 っ 詞 


貞 !!J で ハー ヘーー 因 上 軸 つ し っ で ? 


ふ ー 素 中 キー ハエ キー 公 N9 亜 3” 蛋 
中 庫 幸 紐 史 瑞 羽生 N9 で SE 寅 幸 畔 で 


さや 届 ン と 腸 ント JJ 選 則 下 つ QG し NG“ 


N ロ ヘ て 6 や ふ マ エロ ハー・ と へ ふ 和 へ 
や ふさ 公 ぐふ て 上 で や し 人 寅 天 刀 
堪 っ し っ で 公 "GE 策 人 に 十 NMy” 日 へ 
A へ 坦 較 @ 思 所 応 で 貞 0 レ っ 8" 
NTJK 総 き 族 公 Q” 由 つ 圭 買 令 二 
ン SN@G 中 工 屋 じ て へ ペー ホー 一 記 
HH へ へ 相 十 ロ 直 六 ” 征 策 誰 ふ て 羽 
HUQ 性 は つ | 所 RS 邊 寅 東 村 ン 6 
けつ 5 NG へ ペー ヘー 中 一彰 で 
結団 ら ホ ャ ン て やつ SGSe? て 


! 室 技術 の 熱効率 アッ プ へ の 貢献 度 大 


正味 熱効率 の 年 次 推移 を 示す 。 プ レ チ ャ ン バ ー を 適用 し た 16 年 後半 の 急上昇 が 目 を 引く 。 


nil 
| | 
= 
W 
こと コー らら 
ーー ニード 
Fーーー 
ニニ 革 
一 一 | ( 〇 
ーー 上 回 
三 Q 
Wl 
一 一 
ーーー 


側 に 変更 。 いっ た ん 熱効率 は 落ち る が 、 


ーー 
メ し 


イン ジェ クタ ー の 位置 を 吸気 側 か ら 排 
上 昇 さ せ て いる 。 


トー 


17 年 前 半 ! 


の 
ー つ 
+3 
っ 
天 
mL 
16 
SN 
IA 
ー つ 
トレ 
YS 
鉛 
SI 
ぶ 
〇 
や 
衣 
は 
末 


主 
4 


トー 


その 後 は コン スタ ント ( 


量産 は 主 に 低 回 転 低 中 負荷 、 レ ー シ ン グ エ 


直接 の 比較 は 難し い 。 


量産 エン ジン で も 40% 超 え は 珍し く な い が 、 


負荷 の 効率 を 重視 し て お り 、 


ム 


ンジ ン は 高 回 転 高 


当 正味 熱効率 の 年 次 推移 


地 料 流量 100kg/h 


3 選 ま マー6 較 山 3 で 丸 公 < ト 陣 装 
ま ャ て 選出 則 つ " 

[HAN し ゃ ぬ で で っ ) 嘩 本 Ne 会 や つ 
で や 公司 居 H 符 に 中 層 さ で ロ う 
ジン 所 レセ? お マー ャ ヘ ペー ヘー 届 一 
けけ で し 提 緒 4EeS ン で つ 丸 色 7 
て I ト で くり コト させ 十 SN@ 慌 臣 し セ 」 
出 咽 注 Q つ RG" 

[と へ ふ ホー ヘーー ゼ ロト 皿 攻 ) 細 咽 


き 
3 
ゃ 
も 
3 


に d 
遂 
世 
に) 
粒 
半 
ド 
El 
コ 


紀 
に 4 


15 年 


を 95kg/h( 


O 
ンー | 


の 技術 の 効果 で 出力 の 向 


幅 向 上 し 
域 も アッ プ 
が す 。 14 
イグ 


分 か れ て いる 


し く 
後 中 束 
特性 の 年 次 推移 を 2 
の グラ フ は 、 最 大 燃料 
換算 し て 示し て いる 。 出力 特 栖 の グラ フ 


は 14 一 15 年 と 16 年 後半 以降 で は っ き 


り と 2 つの グル ー プ 
大 の 理由 は プレ チャ ン バ 


ン の 適 


16 年 後半 に 大 
その 
出力 


いい * 日 
* き 
中 HI 出前 日 昨 用 昌 有朋 昌 昨 有 ULUIIUIUIUIIIIU 有 IIUUIUIUIIUIUU 
ゃ W 。 中 
い ゃ 


ょ 中 速 域 の トル 


【 


に 2 


た 。 16 年 後半 


3 
難 


上 が あっ 


き 層 眼 ゃ で レス っ ne@G し 会 / 器 表 *w2J 
OH 公 8 相田 し も ? 時 所 お し ゃ 
各 策 軸 加 セ NG 選 田 悪 更 手 ぐ 和民 
臣 G 上 選民 NNw 論 つ きせ 6 し じゃ 会 嘱 品 
いせ 田 翼 全 寄 Ne 民 机 講 つつ N? 旬 
居 二 会 Q に ロ 志 さ て トー て 所 
詞 き 遇 ン つ " 和男 則 机 民 0 ン 必 ご つ 
R” NG 堪 " 田 時 せ 軸 杏 つ し っ] 

計 MKNKap 田 唄 軸 覇 図 0? に 時 6 


ン バ ー 投 入 


ーー プレ チャ 
2016 年 以降 の 最大 燃料 流量 95kg/h 相 当 に 換算 


※2014 一 2015 年 の 値 は 、 


和風 イン ジェ 


ズ 


排 
ーー 2015 前 半 


ーーーー 2015 最 終 


ーー 2017 前 半 
ーーーー 2017 後 半 


し て いる 。 


| ーー 2019 前 半 


ノ 」]\ 


と を 


が あっ た が 、 


2014 前 半 
2014 最 終 
ーー 2016e 前 半 
-- 2016 後 半 
ーー 2018 前 半 
-- 2018 後 半 


クタ ー を 適用 し た 17 年 前 半 で 大 きく 改 
され て いる 


ク 特 性 ( 
等 


し ゃ 選 ヘ エ ふ マヤ 〒 福 唱 SNew ヘ て 公 Q 
層 MK 層 さく で し っ で 人 。 の 時 3SN ロ 
ハイ 公 Q 層 MK 層 さ くい 6 挨 班 舞 了 
つや hG 詳 証 合 了 ロ で いじ 届く 田 ( 更 
民 層 田 ) 公記 四 じ one ttn い DS で 蘭 
KKG 青 骨 公 臣 電 つ " 

叶 せ 基 染 G 環 CR 雪 層 招 陣 し 


寺 He 本 舞 つ "へ へ 昌和 静 遇 つつ 9 


ト J で けけ 反目 じゃ SN6 会 二 R ト S 
層 刀 つじ し うぃ 6* 

「Q 財 Se 昭 骨 崩 っ 坦 補 ロ ホー 
て 4 や し 怠 品 つつ 忍 会 避 財 虹 
屯 具 jp 層 で けっ ン 抽 ms 夫 信 つ で で" 
田 世 で せ 嘆 NR 人 0 つつ SG 全 ぐ Q へ や 心 紀 
癌 白 つ ′ 叶 還 や JJ 人 8 つじ し っ っ 委 維 し 地 
wet6 い けつ し っ | 

SMG 誤 は や る つ 書 で し 8FJyn? 嘱 
KG 倒 形 8” 押 居 2 か リロ Se 妨 昌 
へ 入会 h ロ ハ て < く 志 思 必 NG@ kJ っ)38? 
所 け 要 つ し ば” 受 計 皿 ぐ 日 へ へ 刀 
ぐーK 喘 そ 嘱 6 倒 務 し じ 抑 人 る い 表 
要 つ し っ ie? 天 つ 舞 引 陸 ら さて ト 
て 公 父 NO 8S。 定 エ て さ ー ハ G 屋 
ymKSA0 ま で たき PS 

[| テ G 選 公 層 葉 MK 層 @ へ て ト エ て 
を を セン 悩 つ fe LC33JSJi い つつ 
し ゃ 局 電 宮 @ 朱 咽 喘 gHs 幽 五 名 会 QG 
さて で ト エ て ロリ SS で 0 レ つ っ "本 較 選 
し 6 や で NG 人 SQ 叶 せ 半 経 呈 
け レ ャ ホ K 公 人 QGK ペ ーー て)S い ひい レ っ 
Ms” 忍 補 つ 。 そ へ ペー ヘー 眉 ー6 各 
宙 宙 で き LG 選 倒 拒 朗 じ セ 」 
くい ロー ぐー て し 譜 雨 村 NG JJ 会 し 
し っ 妃 蘭 共 叶 公 Nin い し S っ 箕 記 けり 
Sn レ 2 っ ぃ QG 公 名 財 SG エエ - すさ QO 
osSve? 政 び 如 往 綴 昌 層 ご 区 セ よ J う ) 


ユエ 
選 
+6 
つ 
AJ 
IN 
に 
る 
NO 
MA 
マ ) 
消 


サイ ドイ ンタ ー ク ー ラ ー 化 は 


冷却 効果 は 


7.092s2W272 


いた ずら に ピー ク を 求め す 、 ドラ ビリ 改善 を 徹底 


2014--2019 


過渡 こ を 強 さ 。 


レク サス は 6 シー ズン 中 3 回 チャ ン ピ オ ン に 輝い て いる ン ン 
GT500 の 3 メー カー 中 、 その 数 は 最多 で ある 
それ は 高い 性 能 と 安定 感 の 表れ と も 言え る 

と は いえ 毎 シ ー プ ン ギ リ ギ リ の 戦い だ っ た と いう 

Text : 世良 耕太 (Kota Sera) Photo : 三浦 康二 (Koji Miura) 


世良 耕太 (Kota Sera) / ノ 三橋 仁 明 (Noriaki Mitsuhashi) 
小笠 原 貴士 (Takashi Ogasawara) ノ TRD ノ / SUBARU 


で 革 全 で ご 財 唱 会 で し 6 ユ 宮 ユ 
一 AT へ 倒 琶 選 季 史 綱 本 つじ 補 
ン ュ )′ 親 尽 ー つ ON と 8 で 員 咽 散 問 
穫 詞 嗣 き ご 革 B あ へ てけ 記 に 記 
で で 5 NG で 財 し ゼ 革 本 の 再 H6 し HH 
A 穫 AA 王 E も NeTJJ 全 し % 台 人 生 / に 
財 人 Q せ Q 畠 技 陣 Yo で 5 と 男 玉 
K ふ レル て A へ ef トマ て ロロ か ネー 
し HANA へ 態 庫 唱 問 で te 正田 再 記 
で や” 4Hoo 美 し 選 S で で IN@ ヘ ハーK ハ 
外 竹 し に の Go ggG 電 四部 東 中 
し っ ぃ っ) っ 結 定 の 弄 G4m8ー 理 
で Qooo ジ | 世 還 Q 堪 G4 く nt 


loO 〇 の 有り SNe” ーー の O ト G 押 や ゼ 


M 机 寺 聡 喉 @ 固 し じ K ン 「 過 時 6 し 
3 寺 幸 会 二 つ 和 を 全 で 忍 | ) っ in" 

[に 時 唱 財 本 Q 弄 で 8G し“ Im 本 
圭 te り 剛 拉 し OS ン き さこ つや? 


世 配 の 弄 GJ% ぬ お せ ^ 幅 Rspin0 も で 

っ J 頑 ご 二 生 !J) 全 じじ し うつ 妨 ] 
Q 理 町 SN0 っ の 畠 加 聞く stG 

ふ マ へ Np” 岩 控 を で し 昌 ン 人 


4Q で で うり) 常人 公 6 型 男 的 HH 選 st6* 


JJ いつ 末 応 せ "ペー ドー 民 配 で 生き 
妃 ご 大 0 記さ 5 

し 8^ て 結 会 Q 叶 陣 記 7 醒 了 G 
さ 図 いし っ rhJin? さい も お K (て 


ふ ) G 乙 ロロ や" ベー ミー の レヒ の 
ヒ の の の 選 で ベー ミー ドー/z// Hi 
甘 じ 弄 性 如 SS 環 軒 砂 世 つつ | 鯉 庫 * や KK 


ふ ーー て や し レス nt@” 紅 押 全 べ 所 町 
け 層 要 つ 丸 区 季 東 やけ エロ G 台 
前 K よ IA ロー ミ 旬 忠 さ 悦 0 し 6 マン 
Kー ニ ー ト ドーz/ THINNJ ウ ヒバ の の 
3 の 時 し Go の ・ さ ペッ oo 由衣 記 
HAN ロジ で で ^ Q・ の 個 さ 由 押 


アッ プ 


所 
田 
グラ フ は 14 年 と 16 年 、19 年 の エン ジン 性 能 曲線 を 示し て いる 。 


17 年 以降 に 大 W 


も 
う 。 


か か わら ず 、 出 力 が 向上 し て いる 点 に 注目 (100kg/h だ っ た 


、 性 能 
し て いる 。 


も 注目 。 この 間 
示 
ェ 度 向上 し た と い 


高 出力 は 10%* 


人 人 され た こと を 


ル 
文 


主 
4 


算 し て いる わけ で は な い )。 さ ら に 、16 年 


大 き な 開 き が ある 点 ( 


トー 


向上 させ る 技術 が } 


16 年 か ら 最大 燃料 流量 が 5% 減 っ て 95kg/h に な っ て いる ( 


(600 馬 力 な ら 60 馬 力 分 に 相当 する ) 


14 年 を 95kg/h( 
と 19 年 の 出力 ( 
14 年 か ら 19 年 に か け て 、 


を 飛躍 的 ( 
昌 年 度 別 エ ンジ ン 出 力 特性 


回 転 数 [rpm] 


ふ ー モ 日 へ A へ 抽 編 なせ N@ JJ けけ S い 
刀 ? 町 入会 ペーK ロ 相 舞 培 引 地 O 
唄 G8 忌 人 S レ SC 県 つ 。 玉 ー 政 環 角 
HANAAA 思 性 会 N6GG く つ あ で 0 
尋 SS” 舞 竹 全 @ 衝 人 けつ で で " 


の ヒ に じゃ 玩 装 K ロ て きき 選 喘 忠 


ーー 時 公 <QN 財 ロ 会 お ベー ミー トド 
ーz//THINv 杉 0 し っ 8 の ・ さ > co 
ER 因 GE エッ oo 紀 こ へ ふぐ 収 斑 乱 
ぶ 講 惨 衝 et で ロ 敵 環 つ レ ペ ホー 系 ホキ 
ー ハ キー 選 層 ご やや 皿 仁 GK 一 ミー 
N モ ドーz// THIN 革 A エ ヘー リロ 近 紀 つ し 里 
0 2 

還 


っ me ドー ン て 押 起 G 上 4nH3" ネー て し 
"verneesc ownwe 

Q い し 挫 計 つ "MKJ パ ン 喘 oO で 
IN へ ぬ ーGS 公 で し っ マ と" 
講 MK く さ D 倒 醒 ン 提唱 "Se 敵 務 中 
嘆く n 全 し oeG 公 時 吉 和 7 


JIJN 公 。 個 舞 人 い っ 公 千 っ? 
貢 収 こさ T 倒 醒 っ し 公会 K ペ ーー に じ " 
員 っ 世 還 し 胃 要 JJRHMKN ポ パン 喘 和 Ne 
落 倒 史 ご ^ NG 幸 つも 避 醒 除 つ 9 


r>oo と 下 こ へ ふし 6 和紙 還っ 枝 上 つ ^ 


て 町 尺 壁 有 ン エロ し SN@ エ ーママ で 層 G 沿 
岐 w 凌 人 Kー ヒ ー ト ボー//I 民 
や エー さ ぐ ′ の ヒ の の 〇 の 甘 ぜ エ ーママ 
〇 っ J 叶 SS09 エー ママ て の G ペ で や 
財 O 中 へ H ロ て 尼 トド て 下 尋 
に 中 け ES で で 7 
IKI て ミ く こさ か 査 絡 @ 普 震 し 
日 
公 ” 想 品 泊 尽き へ へ 心 さ ら つ | 
nm 
ふさ K ロ イミ さ GH66 記 財 GKー ミ ー 


Tn ドーz// THIN 回 りや へ へ 心 さ ゝ ) 避 
北 ( ヤ ミ 中 ) 6 選民 柚 紀 つ 忍 坦 具 "人 ハ 
へ ふさ じ 選 S] 守男 つ 刀 人 Q ぐ 7 
Kーー ト ドー/z// THIN っ JO の レヒ IO の の 
レポ マン 虹 で NG 局 個 や 守男 唱 譜 紹 由 
msd は は J ュ J3JNOQP Kー ニ ニート ドー// 昌 
ING 司 由 ば ンーI ト エー 的 京 じ し oo らら ぎ 7 
〇 ヒレ の の の ゼン テー 旨 代 ろう レ ー の 
QO ツ SS" すさ つら ざー p 由 咽 会 枢 祥 
で 3” 己 細 幸 け 表 セ Ne 財前 王 罰 NG" 
[ 層 央 隊 GSONJBJK ロ て イミ こ さ D 色 
どっ し っ ne@ 全 や で し NTJ 公介 MK 
UNEIONNMIN 8 E 本 全 中 
。 っ 四 で つじ しゃ 志向 直り 
中 つじ ぷ 選 寺 り 疾 っ つや ぐ ? 台 語 記 凍 
し TS 代 代 】 守田 つ " ペ 半 せき 生 0 
っ) 材 K ロ て ミリ SS で し っ | 
EEIO19rYoI こ と きい いで 
求 才 IN@ 〇 ーG の の て 想 候 S 環 べつ 
8 ロビ ヒ 受 で” へ へ 心 さ く ロ ジイ ミロ リロ 札 
坊や % で し レス っ ik? の ヒバ の の Gt 心中 選 
閉 K ロ て ミポ 瑞 し な っ うっ" の F の 
の の 公選 財 ロ 頑 べく セ N@ 〇 一 Q の の 一 十 
S し ゃ ^ 選 閉 K ロ トイ イミ 約 給 人 @ レ っ ぃ G? 
ロー ドミ ミー ミ う っ 心 で や 所 ? 


ん 


師 で レ 


ト ハ 違 躍 必 想 倫 じ 維 過 問 嘩 


RA J 可 っ し 3 和 T 
ー 玉 


4*DQO 〇 の Gー 


ー や やり) 刀 
3Q で さこ の の ら の へ て 紀子 走 村 Ne 3) 


5 逢 46 つ 会 CSG き ト へ 中 中 愉し 甘 蛋 )" 民有 こさ 人 公 眉 所 弁 っ っ 
No? 選 細 半 で 民 江 な ko 8 人 8 蜂 Ne ポー マー 届か NG 補 配 S3J” | 授 渦 


還 一 | に = PP う の Q で うう SA っ)” 台 剖 補 配 壮 sne@G 公 宙 呈 民 人 9 で 刀 ) っ 7 区 匠 
ーー = ae= Do で OS 編 つ 9 つや | こさ GWS で 公 醒 ン ペ へ へ 
ーー 還 
叫 江 一 ー 系 棚 最 品 り 来 尿 G 果 党 や O 下 つ oeww の AS" 臣 っ し っ wo 蘭 下 ( モ 3 
ーー 六 。 | 
三 加 中 


東 On で っ っ GS? K ロ ヘー つつ 末 p4mS じ 尋 穏 起 つ vn? 避 

ISaess | SN DR っ GS” 胃 染 R 赴 公 拘 玉 で 7 中 :Q で NO 社 上 jp 拘 で hG 
@ ペ ー モ 中 キー ハエ キー 時 いて 2J い 刈 で 8 っ っ G 公 ? 騰 語 ヨゴ 人 ぐ RTS 振 編 つ 丸 R さ せり J 心 っ 心 

装 茶 へ くそ いふ ー ぐ 志 六 昌 上 馬 で OOo 人 2Q 上 ii 了 所 本 SO 2 牧人 20 3D- う 各 つ 
妥 K ロ ハー ミ こき : へい ミ SG 選 人 く に 栓 英 や 志 で し っ で 舘 つっ く ミ Q っ っ 公 jp つ で 人 っ ] 9 
ーーーーーーーーーーー ーーー ーー ーーーーーーーーー 選 人 で 丸 ] て 財 殺生 丈 鍋 四 ye? 日 補 ペ ハー ベー ド 日 表 ー ミ と で 
明 に Kー へ : 欧 回 愉 球 根 了 し NunB う で し ap” 季 庄 中 むし 出 揚 ェ 間 < 公 ぐ 寺 - Q- て 卓 ロ 人 也 つつ 7 NN 
NASNNSSSNGSSSSSGSSSAASNAASSSSSSSSSOCSS 時 帳 つ し っ る で お で 36ez0S6 っ 9 KHR て ミミ くさ 和 TWA へ 愉 さ 公 20 慰 付 さま Sa 
明日 宇 1 : さ ーー 人 Q す -Q-ー く ーー 範 寺 GHAIANJ 相 李 日 へ 7A ヘ し け 交 表 つ S ぐ っ ) 想 つじ | 交 胡 革 他 話 連 才 : 和 
NNNNNNSSNS 蛍 和 仏 0 ン 眺 NeG せ ^ JK て へ 限 。 べ 福 BMCESO レ っ to? 。 @ 3 と 
NN YS 回 S” 個 押 H へ へ へ @ 陣 く rm 系 へ h [ 路 政 R 選 忠 セ Ne ぐさ - ー レ つ 5 に B 
当 ペー モ 心 必 党 抑 : さ G 寺 窓 吾 お NO で 8SS ロ 補 そ モト で や 人 。 ペ ー 素 INS mie ミ 還 胃 り 

NANASSSSRSNSSSN 時 ソン 措 玲 衣 や 0G 公 | 撃 斑 97 ^ 甘 G て ミ ふ ヽ 呈 p 因 っ 0 時 
肖 鶴 出 選 思 : 環 各 咽 皿 凌 ロ AAN G 恵 表 ら ) い し 沿 で 還 * 紅 50 け 聞 講和 っ | ミ 8 っ 


Ss 衣 生 や hte? 相 男 昌 AA へ 唱 J で 


一 | 
じき 抽 陣 人 計 くい xー ペ ー 和 ON5 間 4 
1J 


Se [ 個 男 ふ eereu つ へ 2J 選 叶 忌 む 日 AA へ G 聖 店 I ト ー ド ゼ ^ 較 思 NN 有 | 
e 亜 葉 馬 際 G 喘 珂 や で 人 っ っ GR" 境 H へ 輝 。 雇 和 MNKG 中 畑 や い 過 G 坦 お N 必 細 3 Su 
9 由 崩 喧 珈 WANSNW NN [一 和 多 毅 計 へ KN ふ ーG 直 pz N 間 < 間 ン 
NNNSNNSNNNNNSNNN で YUGH 民 信じ て へ へ 日 心 ー ら けり 下 つ し ざさ 財 し we6 柄 寺 じ wo 弄 ミ S も 3 K S 
OSISCSSowNhee で SS ohSShee eS 手薄 全 折 で の DS で し うっ? 新 町 泊 倒 記 つ 民 5 NTJ し "日 AA へ いい 回 0 所 2 ぎ 
上 日 : 政 o 押 了 まつ で で 油 共 や て IN で つつ " 帳 愉 6 圭 紐 や 二 レ っ ント JJ 鯉 庫 ら h K NN 了 滑 四 
NN や SN ささ ININ 了 て 倒 っ っ G 公 キキ UI ト で 名 麗 へり 暴 r つ 5 テマ ( 四 絡 世 M) ミ NN Q 
SS 0 刺 慌 合っ っ 人" 舞 に 組 衣 つ 6 つ お | し 直人 von 呈 38/ ペー 委 こく き ミ 中 部 折 1 さ 
記 出 明 3 中 二 りく て へ ら 限 固 淀 類 8" と 選 打 yp 細 つり っ 心 所 し も ? で で っ ) 公 で _ ミ E B 3 ^ 
SYS NNNSSS 貴 で し 編 つ 刀 の っ 心 ? い 民 笛 層 6G 台 ES つつ で や] 回 へ 中 ロ さ に 了 
昌 に K ベ ー ヽ hh : 幸 下 所 二 ロ 4m で や し 路 環 R く や p 皿 本 SSC Q9 ヒエ ロゼ 時 公 田 志 せ | 喘 狂 | の くく 隊 つ し っ te 6 環 画 | | は 回 皿 G 
NN へ NNNNNSSN い へ へ べべ ぶ Q ぐ 時 fe し 璧 pHA 和 ANG ト STi ト 篤志 JeteG 公男 人 0 訳 貴 ミ で く NN 地 5 の NN 間 
NN いさ ーーwAEO 公 GS るり” 時 曜 ポ じゅ 書 せ じい otQ ロ 7 湖 疾 区 コ 時 と H2 ロ ス T 
MRMNS さ 日 ペー ドド 一 ミ HGI| 陣 潤 G る JO 田 編 3 5 較 の 妃 KS 上 つ き さ ロ 駅 
loro 。 | と 所 さ つ / 中 敵 招 配 つ 選 5 尽 ENOhJJCSNG (jp NN0NIN N 
@Q 〇 エト 世 同 く G 選 信 合 陣 選 NG au R く 6G 志 瑞 や 処 記 ご ご 6 四半 )) つつ 会 つ ^ 会 NG っ) 


@ 宗 : 箕 OO 


@ 地 装 門 田 く G 表 


中 出 豆 : 咽 同 ご 


ゴ 装 農 出 ・ K ヤ ATHH つ ト 答 某 - K こ ニー や 皿 で 環 楽 


昌 くそ へ へ NTAN ロ て : 地 毅 英田 表 選 


昌 ベー ハビ : 北 甘 芝 相 表明 Gt で で 環 ご 


|wo-t 


@ 叩 悦 租 詳 嘩 ( 叶 配 Q 買 表 乙 ) 
@ 地 装 基 由 ぐ ⑤ 半 選 


昌 田 環形 : 咽 環 ご 
中 りく て へ : 地 胃 際 田 表 志 
明 章 咽 や : HryIISSJ 


昌 ペー モ 届 や 普 押 : 


ト へ IN 尼 族 トイ 居 表 察 _ KP い て ミ 弁 押 琵 幸 


ご 


@ 下 ぶ 隊 思 局 粒 詳 嘩 
| 


昌 尾 ぶ 剛昌 壁 粗 : ポ く ヽ 毅 里 人 祝 思 細 
明 出 畑 羽 : 嘱 環 ご 
昌 ベー ハマ 


: 表 瑞 葵 軍 雷 明け や G べ で 咽 ご 


昌 RS : だ 甘 亜 雪 了 


@QOQ 〇 結 宿 記 倍 屯 く @ 表 己 
EE お | 


明 尾 ぶ 内 虹 層 粗 : ざい 問 悪 押 扇 軸 党 
昌 R く : だ 四 環 地 了 


昌 ト 和 中 届 選 胡 政 AAN へ 蛋 量 史 個 つ 


公 円 短 し で ン 時 環 ポ 的 に お NOJ っ ) 
し 6 弁 鶴 下 ン と つ 日 へ 私 へ 但 特 ) 
つ し 6 青 尼 和 を て I ト そく ぴり コト で 天地 代 
NerJ っ JpSN0? 時 会 QO の HGO 財 皿 
G 悪 店 じゃ” 爺 護 品田 回 で 的 全球)J 
っ JpS OO 遇 JO 
[カー いふ いく ロー 公 王 レ Ne 
寺 間 | 要 ( 地 に QB 1 
Ss いひ し っ neG し "て へ やせ へ 私 や NN で 
2J 楓 つ ン 玖 ご や? 所 つっ で せつ 
IO で や で に 6 回 丹 時 準じ も "NTJ 
2Jn 必 N6 公 レセ | 
QS 心 倒 楓 つ ン レ ゃ 田 里 ぐ 地 Yo 
品 AR 衝 NG 公 ”) 人 8 つ ) へ 公 心 史 回 敵 
つ S お で SQS っ 玉 請け 要 で 妨 4m 
せく 寺下 や ペー ジン ( 遇 Qt@) 
N9 江 散会 和 ご ーー ペー と セ N0 っ J 冶 良 示 
3 出し te? で や で 田 可 や る 
つ に お" 咽 圏 尾 ペ 半 テ 蛋 し 昌 己 し on@ 
4 いつ 8 民 会 っ っ 6 しゃ S っ 公 ? 
JH 1 策 細 区 で 購 寺 会 加 会 ひし レ っ 
NeG 全 HHAAA 弁 泊 325 Non つや 穫 
応 慰 ン 人 ShO 坦 輝 じ 6 田 里 咽 環 
や し Sn? 
AMERNRU2 
し 層 で ゴ 守 で 8G 全 [ユー へ ハギ] 
0 
GS ゃ や 璧 | 民 SS? hJ で 3p1 番地 | 区 G 牙 
Sto? 
[ユー ハロ つじ レ っ シュ) 葉 収 豆 公 選 ン S 
Gy し” ペー モネ 寺 昌 占 唱 で 
SS や つ )。 ペー ネ G 志 幅 咽 押 we] 
K へ 6 加 し じゃ 軍 で し っ ne 公介 胃 


ペー ハロ つ レ うら ン シュ ) SO J ュ で" 
軽 を けり 表 つ じ RHMKG 選 掛 由 人 っ ン 
鐘 吉 を こけ 表 つつ し ざ ・ 
JC QRHIKG 咽 間 や ・QD sne っ J7 
ー リ SS” 慈 宗 雷 せ 世 
吉 和 snNe (NN で 4JJDS い し レ ” R せ ト 
^ れ to) ? RHMKG 過 角 東 幅 京 KO 丸久 
ロー ペー モネ @ 過 由 選 提 を つ し 刀 ン YO 
ぐ RHMK 羽 団 6S で で 3 で 征 / 環 
扇田 (Nー ド て) せ 十 全 OR 臣 S7 
[トーK て 二 So) TA さか も 
ー 填 避 人 GRHMKG 画 押 全 二 会 0 し つ 
むっ 6 や” て そ ハ ペー ヘー 届 一 約 3J 抽 つ 
し 人 E 利 つ 会 キー 稚 入 へ いせ に く NG 
咽 上 3 ヘー ベー て TSt 拓 ロボ く し 
岬 ソン S の し つ Hen? 芋 央 頭 色 二 全 0 
JP” ペー 弄 圭 由 0 や レー ベイ 記 
生 0 ? NSJaD′ ふ ー 
世 的 で 回 や 物 屋 員 間 に 定 妃 民 公 
3 ei 
蘭 央 豆 伝 十 会 he へ 代 へ 必中 時 人 
さこ ^ へ 代 へ 心 つ 旬 本 ンジ SIG 
田 難 で G 出 ロ Ky@ 全 。 二 全 玉生 で 刀 田 
ご SS マン Se つつ | 咽 環 明 ペ 
半 邊 し し 人 ン 人 NO7 Non で 3 
均 圭 せ 遇 に セ い 6 民 避 3" 
NunteteG し 准 で 史 ヘー ハ ざ や G 中 
坦 せ 箇 遇 つ 民 会っ っ G し せる っ 公 ? 
[8 会 Q。 | 個 堅 3) で SD で ユー ハロ 
選 全 で し っ ne で お し せこ 6 ポ で 5 50 
い 公国 O 公 っ 編 人 E 統 語 つ S 公 
Q 悪 唱 *wM ビ SO し っ p? 如 穫 つ 環 必 
6 キーK て 間 二 室 レ ユー ハロ つ 


べ や テテ * 


て ペー ンーRh@ 避 光 ボド もつ 


っ 公 唱 嗣 列 や セ N@ 公 全日 へ ハハ 


貴 貴 ぐせ 由 


伝 熱 ・ 強 度 解析 


ラン 
て 一 


【 


前 


包 三 
に | 


と が で きる の 


られ る と い 


析 の デー タ を 至 度 解析 に 織り 込む 


で 、 よ り 精 度 の 


O 
選 
図 
| 
っ 
+3 
中 
+) 
1 に 
RE 
い ::M 
ii 
き 氏 
FLIT 


† 仕 様 を 決め る 
色 の 違い は 変形 量 を 


う 。 
ポー ト 外 周 


ーー 
メ し 


号 
く な っ て いる の が わか る 。 


い 解 析 結 果 が 1 
側 へ 流れ る )。 排 


豆 
「 戸 ] 
ーー 
ヌ 【 


記 側 一 排 


ズ ベ 
度 が 


の ウォ ー タ ー ジ ャ ケッ ト を 見 た 様子 ( 水 は ブ ロッ 


ケー 中 
B の 温 


立 | 
ロロ 


弱い と ころ ( 
と が で き な か っ 


ーー 
て 一 


レ そ いる) 、 軸 
は 肉 を つけ 、 余 分 な と ころ か ら 肉 を そぎ 落と す の 左端 の 図 は ピス トン 冠 面 側 か ら シ リン ダー ヘッ ド 


ー 
ノ ] ヽ 


は 当然 の 行為 だ 。 従 来 は 伝 熱 の 解析 デー タ (下図 


左 2 点 ) を 強度 解析 に 織り 込む 
た の で 、 精 度 が 低かっ た そう 。 だ が 近年 は 伝 熱 解 


トラ ブル を 未然 に 防ぐ 


し 計 


解析 技術 の 進化 が 


な っ て 


> 旧 に 
「 戸 JmVー 


いる 個所 を 示す 。 右 画 


左 2 点 が 伝 熱 、 右 1 点 
が 強度 の 解析 画像 の 例 。 
伝 熱 解析 は 赤い 部 分 が 
像 の 色分け は 、 強 度 の 
度合 い を 示す も の で は 


も っ と も 


9 息 


MT 川 


MM 


RC F 


2014-2016 年 


け で 5% パ ワー アッ プ 


度 低下 だ 


生 三 ^ 
文 \U/m 


4 


吸 


17 年 は 


ァ レ っ うっ ン ロ ヘ や トー て し レセ] 
斉 表 粒 坦 に 握 公 会 CR に 革 


ご 結 せ 8 時 り 下 お 丸 押 り 糧 rS 
表 選 頂 Q で 刀 ” へ ふも に い 直 血 せ に 
革 ロ 民 居 KK て ハ 中 "で し GO 〇 
L 全 @ コ 〇 の の の 倒 也 つつ ST NG 
ー へ ふく か ホー 更 咽 個 村人 2J7 
K 公 全 で で 議 盾 缶 馬 ES で 丸 ” 親王 
6 層 務 族 中園 本) ヘー へ 心 く 
^ ホーG 倒 表 ロ パ で [HH 
RGD3E で 人 K 届 eet6 で の 唱和 SS で 
必 表 や tot 生 39 で と 放 ー 公 皇 や い G 
4 いけ で 刀 | っ JSNo? 

局 導 誤 G 全 全 で 衣 計 概 琶 東和 we 
レ し っ で 8 刀 SHAZAAG 中 部 せ 交 層 
こし し っ SS 公 の 丸 | 避 田 記せ 忠 で 
國 Ne" NGS 公 し KW 球 査 混 ! ト ー ド お ^ 
下 毅 陸 由 く 6 表 本 補 で 上 " 

[ 再 性 度 公選 時 し 時 人 S レ の 

mm 計 紅 IES で レ 各 れつ 7 NG 画 " 
親 尽 介し っ S 明 革 HG 二 呈 昌 は 5) 
2 で 上 思う し っ ne 守 選 し つぶ で ? 避 盟 田 
公休 シン さい レス う ン シュ J)^ KK て 和 ハ 和 各 へ 
ロ いと 会 和 や シン 和 ひど レン IGP NTJ1 
婦 記 NG 念 著 倒 二 じ % つ で ? 親 表せ 
革 還 の 麗 配 JJ) 会 じ 選 GS し 呈 想 
Q 再 けり swe に 結美 時 2 へ AD ト SM 
土 G 悪 忠 を レー ユー2A 箇 時 * 移 且つ つ 
レ し っ 6 や で し つ 届 988 つつ Non し 
SOPv や 7 以 必 や 6 ロ 半 で 悪 rt 
牙 せ し っ つ 尽 ] 

GOHGHAAAS^ NIR で 
ユル KA ロト G 葵 守 概 屯 つ 
レ し She” Non い ツン 鬼 陣 NG@ ょ JJ) や し 
% お っ 公 ^ 王 く ThIhNG 妃 軸 や 冶 寺 NO 
Wig IN ペー ペー る JO? 


名 MKー て G 和 を と へ AHN ふ ー6 男 
際 G 来 疹 4 ひし 喘 問 SS 蜂 く IN 
G 刀 肌 会 介 ま 0 レン i@" FJG 只 き 「 環 
H25J 坦 秀 ぐ 地 っ 毅 盟 底 計 倒し じ w し っ 
SS 公 ひい 8 や 交 で 。 鴨 束 HAS 
公 ① 編 過 舞 誤 つ ^ 振 ぶ RIh や SG 妃 胴 東 
表 信 し っ っ ) っ 5 

K ヤ へ HH ロト ゼ 毅 里山 G へ ハ 
ぷー ぐ と 吉 款 貞 諾 UK て 和 へり 選 
で で や 昭 < 代 し 悦 Mー イ て 宮 の 匠 ーー 
て 宮 全 や で で 個 忠 UK て へ 刀 股 
届 旨 下 し 因 さ 抹 つ し っ ぃ 6? 田 臣 表 3 
K て へ 色 填 味 衝 Ne K 和 作曲 日 つ 
ト ふ 6 朋 訪 会 落 て き ご” 叫 公 葉 つ 
環 *o で し 再 で 会則 ON0” NG 届 で G 貴 
<mws 貴 嘆 4mG 思 弄 人 20 記 甘 Ne? 
ペ hI 必 や @ 状 胴 時 連 居 ーー イー UK て 
へ 也 固 G 卒 家 で 2J ュ Jp 了 周 つ 計 こ 
IN ペー ペーS? 

拓 粒 つ 玉 46n ロ に 叶 科 人 和幸 回 公 
芽 全 0 し ご 財 6 も で Jp4ESSRHMK 
誤 weweten け SCOQ5 nQD 虹 編 つ 
革 乳 記 H へ AA 直 絆 やく へ 中 し じ G 訪 豪 
場 本 fhN ロ て つ 3 や GSG も し” 名 
咽 過 G 思 に よる 区 衣 YY で し っ S っ ? 末 
田 記 人 郁 科 つ つ し ゃ ” 層 居 唄 李 G 軸 ヒ 
けけ 460 し [OS ン Q っ せ 説 っ SG し 
S さ っ 公 | っ 居 nSte? 叫 五 R 例 (CO つの 
幅 尺 SQ うつ セ で 3 選 曰 ボロ 臣 洒 "の 時 四 
GR 下 芽 全 つ SSG し 工員 馳 G 
届 に な に の 吐 GG 幸 絆 宮 十 つ Q 史 
性 中 てく で JJ は SSN6P JJ で 人 ボ て " 

貴 図 つけ SNe 公 に 財 全 ① せ 日 ヘ 
AA へ 地 里 理 款 会 甘 画 Q 弄 で 87 
GS。 M 朋 幸 @ 里 喉 会 で で 届 朋 ロ で 
nQ8? 和男 @G 臣 光 ゆ 0 し 軽 正 田 器 
妃 豆 二 味 つ し 人 8) ご 時 ロ 幅 選 で 


LC500 
2017-2019 年 


SpGG に 時 し や 多き で ^ 地 
融 也 田 く G 表 己 全 前 人 ぐ で で 

[ 慈 里田 選 二 さっ うり 幸 織 せ 二 会 
っ Gy” 2JS2DS 二 人 守 N@ 民 避 し つぶ ? 
Nuh っ Q 5G 晶 記 震 名 ele ー こき 「 十 羅 陸 由 < く ぐ 表 恨 ] 
考 う ン 突 臣 つ やく 公 / ト JG 下 補 " 亜 店 トー ルリ つ し っ 妨 色 / 員 き 「 地 
村人 S し っ っ AO 早 で 吾 人 し っ 6 毅 晶 田 け tn6 映 nm 衣 嘩 G 飛 胃 要 | 
つや 8? J で ペー ゴ を No の 螺 で Ne G も 7 則 
ト JIJ6 レ つ 会 培 引 や っ |] っ 避 泉 JJ) っ irJAJ に 豆 明 田 公 1 K 唱 他 ン S 
記し つ Q? DK へ 務 載 昌 田 けり 雪 E n 丸 会 Q し 癒 NO (S 重 | 居 唱 末 ン 
つ Q や 6GD 押 6 つ 刀 会 NE 素 や n 8G 全 っ し ゃ ^ 配 IM む し っ 


つや で 3) 本 0 レヒ 中 選民) 槍 で Ne7 
Non っ い 冬 やつ 」 


下 肖 唱 16O 妨 胃 幅 田 


公 ご 据 つ っ 守 選 し つ 」 Ke) "| 志 ペ 層 公 瑞 で "大 ペ 層 剛 較 じ H 
ト ハ へ 中 躍 心 蛋 量 弄 皿 つ 刀 ぶ ーー ギ モト NAA 公 杜 で つ 刀 | の ” 剖 寺 つつ 妨 由 


ー ーー ニー ニーー ニ ーーー 
ーー ー ーーー ー 


ma 語 寺 人 。 電 二 ! ) 剛 し せ 押 陣 人 トー ドル 穫 0 5 ユー ハロ つじ っ ち / 親 錠 尿 ミ つ 外 
m 間 「 ト へ 中 I 必 やき 毅 購 つつ し 円 征 し じき セン 8 で" 町 光 べ 全員 いし NOJ 


E 「 | mm 還 S マ ジン 枢 提 S 毅 表 じ も | 選 田 過 M 
8 “ 肖 IO GUS さ し ペー へ G 回 中 
目 詳 B AE ン RD し 9 ン 8 人 S ロ 。 継 旧 韻 パ ニ 
ヒ 括 し 舞 図 中 毅 革 所 剛 JOpN0G7 
「 ト へ 中 心 ふ 求 (会 の 会 S う ) 

や さ S て SIIAATA (ENINS し 
舞 ざ セ ぃ 所 唱 醸 征 掴 ペ つ し つ 心 ) っ ) 
G や 人 SOqm っ きぐ し も? 中 ロ 毅 要 
トー つつ お ヒ 叶 呈 上 要 詳 
つ お っ No 求 和 を いさ て や 公 出 W 
Ne ト ハ 中 IIh や 2JS2J で 下 シ つるや 避 


JIL 8! 


倒 。 NE し jp や で 刀 で 世 つ べ け 8 で で 
や ぐ " 環 諸 向 じき 求 ペ つ レ つ 心 
San っ う 心 蝶 穫 け 作 で 届く し つ Hen" 
OH6 ン 豆 放 会 で い レ っ 会 SS 古 で 97 水 
ペ つ し レ つ あっ | 
尋 札 愉 倒 移 肝 7 | 路 編 し じ mO っ J7 

明 責 ユー ハロ つ し っ ち む 3 っ シン 明 中 
<mmk 搬 シン だ の 0 レ う ン 6 じ ” 舞 つ ロ 
ンジ ン Sh” っ 選 旬 仙 r で SS 水 ざ つ 
を セン Sh の” 由 回 軸 堂 し せ 正 訪 呈 唱 佑 


員 


人 
央 


ます 


| N ジン 敵 1 
ンク 多 と ・ 
トン = 
| 中 上 


朴 も 
li 昨 
JI。 
0 ata 


人 加 _Jste っ 日 AA の つじ し 3JS2J 熊 MK 公 亜 で Ne で し 舞 ぶ 震 せ 他 6N6 公 上 環 
は /。 ョ ュ > > る ン 
N 失 如 明 党 は くい レ つ Wen GS で で 舞 諸 党 し せ RHMKG 宙 で 会 束 雪 具 っ 
ト G 虹 表 ロ 場 楓 H 択 つ 表 補 じ つ 尋 ] 人 怠 舞 ぶ 垢 せ 換 3QN0" ユー へ お 喘 4 ロ 
| 


成功 し て いる (5 一 6 時 間 一 3 時 間 未 満 )。 


ー 


コ 〇 の の の り 応 で 悪 rc に 時 さい 
お むく や へ ユーK 昌 赴 つ ? 

[ い ミ トル や 区 シレ ン ペ ャ て ミ 公 可 で 妃 )J 
っ Jp 全日 AA へ G 玩 表 幸 四 
っ うつし ゃ に 据 せ 玖 で あ や ぐし つ ?5 つ 
公 つ ” 画 明 蝶 鶴 け 藤 つ し GT へ て 


晶 胡 は 舞 や も や N0 は 3 TNI や 
で で 握り 泡 肛 本棚 G 了 表 品 
職員 4nMK 全 爽 NerJ ュ ) 和 公 由 了 387 記 時 
ゴ せ 選 RS 毅 族 東 朋 っ 会っ で に" 
豚 悦 国 ン リロ 選 NS 喘 MK 公 二 欄 N@ っ ) 
3 嘱 QS っ GS (paQtQS NotSNG 


る 時 間 も 「 レ ー ス で の 強 さ ]」 と 考え 、 エ ンジ ン 交 換 大 W 


で 性 能 向 上 を 目指 し た 。 トラ ブル シュ 
縮 ( 


へ や 嘘 委 で で 和 届 会 で 5 NuTJ 下 シン 


LC500 は RC F で の 反省 点 を 洗い 出し 、 マ シン トー タル 


本 品 Ne つ ^ 蛋 時 本 N@G 選 会) 


お 


様子 。 
分 ) が 


ー ト の 形状 が タン ブ 


大 き な 影 響 を 与え る 。 直立 し た ポー ト は ど ち 


えば 流量 重視 タイ プ 。 


だ 


立 | 
ロロ 


ヌ えい ポ 


こ 速 い 流 れ (赤い 
ーー 


気 側 


ズ 


ーー 


トー 


て タン ブル ( 縦 潤 ) を 作っ て いる 。 下図 右 の 2 点 は シリ 


ンダ ー の 上 か ら 3 分 の 1 付近 の 断面 を 切り 取っ 


ハイ タン ブル の 場合 は 排 
集中 し て いる 様子 が 分 か る 。 『 


ル の 強 さ ( 
ら か と 


気 
ー ト の 中 心 寄 


(左側 ) と 吸 
注目 )。 伝 熱 ・ 強 


ー7 


ヌ ポ 


ーー 


気 バ ル ブ 


B に 排 人 


立 | 
ロロ 


ュ レ ーション 例 。 下図 左 は シリ ンダ ー 


こさ 
NN 
て 


様子 で 、 上 


た 


りか ら 人 入っ て きた 強い 流れ が ピス トン 冠 面 側 で 折り 返し 


受 解析 と 同様 、 技 術 と し て は ずい ぶん 前 か ら あ っ た が 、 


バル ブ が 見 えて いる (ポー ト の 角度 ( 


タン ブル 流 の シ 
精度 は 向上 の 一 途 を た どっ て いる 。 


を 横 か ら 見 


ト の 角度 で 
ント ロー ル す る 


渦 を コ 


4 Ka 


| ゃ pfJ ン 幼 選 所 G 罰 管 し 和 S で 7 [「 ふ へ かれ ミド 握 で 語 つ 丸 慌 会っ うう) 
ーー ーー ーー 一 さて や 公民 0 レ PHA へ 村人 ts(PD 
名 暑 韻 田 ボ せ 閣 填 つ f6 や 7 JIJ 窒 い し つ Hn? 所 下 倒 鶴 K6JJN 一 Kー 
公 SNe 里 投下 揚 会 地 っ 0HN ユ Y 還 Se ミッ こ か (J こ M こ 2 計 よこ と SI 
公 較 *ON6 っ J)” pp っ Jap ュ JG 醤 里田 公 十 ン ン Sh? 交 人 ふか ミ 史 王 つ で 


A 
「 
還 ] 
8 “ 当 っ G や | 剖 し HA 和 AA 陸 つ し つっ 公 胡 孔 うつ し ゃ 下 ン Sto や 生 で で し ゃ ? 
由 fm” HK 咽 全 や っ っ 0 革 求 うり 公 SS ン ュ Jap。 臨 ン せ S で GS っ ? 胃 了 
「 款 遇 仙 画 公則 人 を セン SN@G し 層 衣 Ne 公表 花 お 玖 が で 下 ン SQ 穫 っ お 
大 当 つ き お で きっ お る っ ふっ) っ)J)] 32) ペー に ERHMKA 民 つ 計 ざし 直紀 所 
[ 半 称 NARA 
叶 拉 守 p 凌 ぐ 選 の ヘ ペーK へ CAR 
A RHMKG 据 で 公 RRSNO 6 で の は SS で で 信 に NINE 
と ご 革 GHAA へ り 表 つじ せ ^ 下 和 を Q つ うい し | NN で 公選 日 へ 信和 へ 起 絆 RNN 
B ESSS 人 OS に RES きも la 証人 HEovo つ JEQS っ ? 不 層 いし EE 
ョ つ ^「[ 胡 陸 藻 押 表明 で 0 で 忠 環 」 wyWmv 2 いく INNK や や neG 公 ? SS マ DWRS 
8 ) [ 田 幼 ポ G 咽 環 選 | ロ 層 で 県 さ で 0 議 生 な EasteOSEetctEiEte 時 1 眼 史 に N っ 
ユ ヘー ハ ざ ご G 思 天 じ S さ ” 田 環 で ゼー 計 し 交会 CQHAIAAG 赴 坦 旬 忘 ' 
NEWSYv 導 WPPd 村 > 判っ や トー イド に IN キー ニー 3 NE 提 問 
属 せ 選 二 つ " RnR 直 る の マン 人 < ぐ "で へ 邊 し っ っ 壮 幅 会所 日 へ 私 AN 8 ト 軸 
ee 6 太く せ 症 下 選 招 本 つと 四 和 SS の の や の So まま 
SM\ さ お も: 政 全 招 で で 3 蝶 G 撰 祝 や で he“ へ 中 し 所 粘 四 ホー キミー し いさ ミロ 3 2 
まや ね AS IR ネ ーー て 公 へ へ ペー ロロ し EEESEOIUE い GSM 業 く 包 ら は 欠 
NK じ ぶ Q 選 きさく 畠 っ iQRHIKG 志 で りー ペー も ド [ 延 唱 中 覆 ロ 因 っ っ JrJNQ し 名 C じ っ 「 江 
INIT 守 vo′ っ で oOL ロ ( 拍 電 所 な 深 S2 細 上 馬 NE2rYSUEVSN や Est NII 
記 ) せき へ 判 旧 SQ くす pNG 貴 会 ① JJ3 し や で 7 て へ 下 詞 仁科 記 ロ て 中 
H へ AG 赤 要 ロ っ ぐ で し 87 四 で ち お Net で HANGTAI ト て ハ 0 
6 筐 6 査 李 jp 壮 6 1 鵜 上 8396 し m Am 中公 の 正 攻 補 路 着 村 NG ロ 虎 
剛 


っ ine? さ 叶 公 xnO 財 GHA 和 へ 台 品 G 20 つ し っ 6? 中 顎 せ ー ロ mmG 
束 mm43 や 選 選 で 層 い し じゃ” 握 斗 り 肝 状 し 寺 握 せい ユー 提 選 し 未 代 対し 
し ゃ 6 問 李 ロ 曰 折 G 押 会 坦 Ne) っ 7 っ 全 む で や さこ pSP K こ っ J 奈 

「 克 弓 G 皿 惑 せ さく 公 S 公 震 つ ンー 還 5 が eS まこ 放っ い 全 01 
十 せ S6 ご 昌 骨 会 地 ン SS 公 OSG し % 品 je で Jp つや? 陣 軸 G 語 30G 
会 『J ト JーーQU 財 2 の 心 っ 心 補 ーー 低 を ご 羽 7 貴 嗣 し くく て 6 某 誤 * 赴 
っ っ 6 選 "中 QNO 6 の BS で つ で ] さけ リン っ 6 せつ 倒し] 

ふ へ か さや 嘱 如 っ 公記 加 じ ゃ 田 で 用 で 会 Q” 抽 づ つ 束 如 会 <Q や 7” 坦 虹 
Q46n リ ” 油 で 更 引 シセ Ne@-J′ 提 咽 令 
窒 e て ペー と h 令 Ne7 NTJ 公 用 下 
2J ト JO3J" 


形成 させ る 役割 を 担う 。 インジェクター の 位置 や 噴 也 の 数 、 


欠か せな い 。 量産 も 含め 、 


1o 
周 
⑩ 
= 
ee 
h 
へ 
ふ 
1 
3 
Eh 
ド こ 
に さ 
1 
可 


ー が 噴射 し た 噴 琴 を 受け 止め 、 あ る い は 跳ね 返し て 、 


ピス トン 有 冠 面 の くぼみ を キャ ビ テ ィ と 呼ぶ 。 人 筒 内 ( 
な 役割 を 果たす 。 シ リン ダー ヘッ ド 側 に 比べ れ ば 


ン バ ー を 採用 し て いる 場合 は 、 


各 車 (ドラ イィ バー?) の 燃費 も 性 能 向 上 の 指標 に 


ある 年 の ある サー キッ ト で の 、 レ クサ ス 勢 の レー スラ ッ プ タイ ムン 燃費 を プ 
ロッ ト し た も の 。 印 の 違い は ドラ イ バ ー の 違い を 示す が 、 印 の 色 と 車 両 の 色 
に 関連 は な い 。 縦 軸 は 、 上 に いく ほど 燃費 が いい こと を 示す 。 速い ドラ イ バ 
ー は お お むね 燃費 が いい こと を 、 プ ロッ ト は 示し て いる 。 ま た 、 タ イヤ 銘柄 
に よっ て 明確 に グル ー プ が 分 か れる わけ で は な い 。 13 年 以前 に 比べ て 制御 
が し っ か り し て いる の で 、 ド ライ バー に よる 差 は 出 に くく な っ て いる と いう 。 


時 2018 年 の 燃費 (年 間 給 油 時 間 の 平均 ) 


27 48 左 は 2018 年 の 全 戦 に お ける 給油 時 間 を 本 誌 
が 計測 し ( 手 計測 )、 そ の 平均 の 時 間 を まとめ 

HUNMN MSN 大 $ た も の 。 複数 の スタ ッ フ で の 計測 な の で 、 そ 
の 誤差 を 考慮 する と 、NSX と LC500 は 互角 


ょ 
に 近い 勝負 と 言え る 。GT-R が や や 劣勢 。 
ul 語 議 2/. 79 
8 8 5 1:33 1:34 1:35 1:36 


」 Lap Time [m:s] 
.795 ヤー 
(」z 急 貞 け 
5 ンー 


ーー 
き 
ブ 
こと 
=ー 
「 コ 
O 
ドー 
ら . 
所 
つ 
の 
ご 
O 
〇 
で 
つ 
LL 


給油 時 間 は ピッ ト 停 止 時 間 を 大 きく 左右 する 
も の で 、 給 油 担 当 の テク ニッ ク も 関係 し て く 
る 。 ま た 、 マ シン の 調子 が 良い と 、 ド ライ バ 


へ て 
!4 


St 
1 
ご 


ー は 逆 に 踏み すぎ で 燃費 が 悪化 する こと も 。 人 に チ た た り 2 R 上 る 4 
や ーー へ ん nn 対 で の “ 状 だ ・C 、 限 が こ 気 に 

= ーー ーーーー 一 NMisul88 す も で 20 月 け @) F ド ら 1 と 筒 し 

ーー る サ 年 で 〒 キ % を ・ カ な 日 は す て 

ア | 制 は 仕 り 直 と ン い 目 な べき 

ジ キ 御 E 立 ギ 4 上 と ? の く て た 

ャ ッ ロ C て り リ り 直 と 壊 と 午 "が の 

スト ジ U り ら を 噴 ら し い 前 微 べ が 

、 ト で ッ が れ 攻 タ 0 て っ 中 調 ン 19 

常に 限界 に 近い と ころ で 戦い ム い ルツ また ま を ま 見 けが と ょ 
に 要 口 変 シ た ` エ 走 う 切 で 必 同 で 

結果 を 出し て きた に ジ わ ュ と デン ら ー リ は 要 じ の 
な ッ ツ る 製 い リ ジ せ 発 で ? 状 流 

5 ググ “人選 る 2 で さき 態 れ 

? 変 べ 変 こ は き こ だ 


MIT 


7.09452W3/g 


07 0 記 良 太 


ババ | 2014-2019 っ = 


アン チラ クシ ステ ム の 
現行 規定 開始 か ら 連 覇 を 果たし た GT-R だ が 
その 偉業 を 支え を た ひと つ は エン ジン で ある 

SF と 共用 する ライ バル た ちと は 違い 

に 低速 域 に 振っ た 特性 で 戦っ た 
NT そし て そ の 性 能 を アン チラ グ で 磨い た 


Text : 世良 耕太 (Kota Sera) 

Photo : OLLIE/ORIHARA ノン 上 尾 雅 英 (Masahide Kamio) 

人 益田 和久 (Kazuhisa Masuda) ノ 鈴 木 紳 平 (Shimpei Suzuki) NISMO 
lllustration : 倉持 正志 (Masashi Kuramochi/METMANIA) 


17 TH 一 


14 町 0 一介 還 旨 
iR39/75H 
0.90 or 0.77 


骨 Turbine 


(5 ーー CCGHANA へ 更 台 計 NO11 し つ Q8? の ヒ し ゃ ふ ー 素 MC 8J ス J 
K 中 JJ で し ap さ 時 り 環 くべ 16 こつ で で 色 。 甘 MK 咽 や の き 的 ご 


で で で 派 可 介 せ 葵 記入” RIK 志 咽 つ ざ ” 置 べ 幸 り 笠 縮 ぐ く べく 交 っ JNG 
忠直 人 Q 慈 府 吉 咽 忠直 は 李 で いひ 玉 JJ SQ 将 肖 で ペン っ 6MK 咽 会 競 つ 
る けり で | 醤 箇 土 全 中 つ っ 日 私 へ っ JIJ し? JIJTO 色 - 志 山 8QN 
公 | 喚 王 玉生 し | 遇 玖 っ や さじ せき 。。 S し ゃ ? o 語 (OK 幼 ) し つじ っ や 
E | 牌 表 過 全 っ うっ] 能 衣 @ 選 幸 は て さい ふ 選 ぐ 凍 じ 攻 衝 し ー・ の 揚 @ 
# 人 SQ 経 搬 独 つ せ 由 っ 悪 rv で 8 革 RDG 忠 思 jppG セ 1J ン 聞こ 」 
所 肢 し So トモ し GI 盛 叶 長 * や 須 さ コト K ン て 式 証 は 
で ^ | 上 次 濃 @ っ 2 っ 墜 全 じ cc] 二 つ FJJ や 8 で (KJG 苦 せ ペ ー 
三 紀 班 応 せ 語 " ドー や 四 抽 )" す 収 編 他 王 ボ ペ ー モ 日 
紋 下 じゃ One 憎 加 人 会 Q0 っ で し | 鯉 の の NOS つい J さ も 3 三 
中 全 ベーK ロ っ ン とっ) せ 嘱 ぐ GS っ? 尼 記 つ し 交 GI ト ー ド し Ste 藤 痕 雷 6 
G 旨 党 や る っ 某 維 人 QGK ペ ーー て リロ 選 -H ロ 話さ 思 で や ヘー ハジ @6 四 型 ポ 
Ne 公 ぐ 835 明 針 会 和 上 の つ し ゃ 7 培 記 GE 電 ) 守 7 
JJ で 2JSRJ 半 SS 全 で 上 7 [ 豆 Q で で 膝 失 人 QR 扇 セロ 


0 


「 ヘ ーK し 8” そそ SS 甘 居 咽 G 地 員 引 ユー ハミ ー ハ し じゃ? ペー 素 G 出 柚 せ 
HH へ へ へ 更 査 店 つ 丸 映 敵 公 坦 や で 来い し うろ 8 (RT/7 維 同 )。 置く 


03 


0.3 


# 
3 


5,50Z047 


ー ヽ 


け 忌 せ 
1 心 ざ 押 
還 に 1 天 
の ! の っ 
いい 宣 : や る 表 臣 
巨 .1 回 ム 壮 
G ! QG 0 
の で NN 
= 時 
尽 
据 w 人 
JOSSSJdUJO 〇 中 。 皿 
本 NO 本 
(SI 
SC 
2 (| に 
SINS 
ノ 6) 
| トペ ミ ヽ 亜 百 さき G も お へ A 記 ンー 宝 ざ し じ G ヽ 間 員 5 お 
つ KK 四 。KG 睦 つれ ロ 上 球 せ 正 叶 咽 一 っ や CK 人 也 ら ら 
ヽ ゝ | 訓 豆 へ 人 る 。 ろ へ 時 毅 中 そら 虹 正 へ 8 呈 S て で 所 1 憶 85 
ご 」 由 AS Co 一般 当 ロニ し K レ ー や キ せ 鍛 マネ ・。 
I | > で ロロ @K を 口中 つつ 6 放さ 画 玉 1 
加 x 固 し 0 さこ ざ で くべ 六 し へ で S 。 根 に 選 記 さく 大 抄 ま 2 
< RM SN MI 会 尽 は っ 江 きき 概 4 さ ロワ 仙 
回 の セレ 財前 永く ① き マ へ っ 租 ツ レーHD 字 肖 へ 李 忌 
キャ 6 らら っ り | し 思 し つ mm し 開い や 茹で hh 普 全 
中 所 く 1 8 1 ふ の 双 て ACGS っ や ぷぷ 攻 上 O 吐 守 へ ド デー 
| 。 そ mw し 選 S っ RG 1 龍 て に じ 人 で ざく 心 芝 申 提 則 回 
や 過 志 時 人 明り 二 所 1 日 会 やつ や ARK 。 時 6 多 穴 
結 札 臣 | せつ 前 ミ 副 ま や や 届 人 慢 K 尋 思 だ で AO 玉 公 
ロ N ー エ 京 因 回 人 K 全 烈 ^ く てく 少 1 嗣 |1 つ 束 な っ 藤 へ 


と で ト 
う ル た た ネ 


と が 重要 。 も て ぎ で は す 


ーー テー 


トー 一! 
「 戸 」 


ーー 
て 一 


く 維 持 。ALS の 効果 で 、 


ーー 
て 一 


押し 出し 感 に つなが っ た りす る た め 、 


カ を 出さ な いよ うに 制御 する 


ご 。 


た 


の 結果 、 加 速 が 向上 する 。ALS を 作動 させ る 
ルク を 発生 し て し まう と 、 エ ンジ ン ブ レ ー キ が 斑 く な っ 


べ て の コー ナー で ター ボ 回 転 を 
1 周 0.6 秒 の ゲイ ン を 稼ぎ 出し て いる 。 


大 
く 
く 


ーー テー 


[ 王 ] 
「 戸 ] 
トー テー 


アク セル オン に し た 際 の 過 給 圧 が 


ち 上 が り が 早い 


トー 一! 
「 戸 ] 


対し て オン の } 
し て いる 。 


ノ 


し て いる 。 ア ンチ 


各 デ ー タ を 示 
こと を 


冬 . 


か け て の 
ラグ シス テム (ALS) が オフ の 場合 ( 


芝 妖 。 


立 


アク セル オフ 時 の ター ビン 回 転 数 が 4 万 rpm 


グラフ は ツイ シリ ング も て ぎの V 手 コー ナーー ダ ウン ヒ 


ルス トレ ー ト ( 
維持 で き て お り 、 
( 填 40kPa)、 


虹 アン チラ グ クシ ステ ム ON/OFF ロ ガー デー タ 比 較 


コン マ 6 秒 の ゲイ ン 


1 周 で 


アン チラ グ の 効果 


38 填 G 配 職 束 門 で 公 Q7 幼 う ふ へ Th 
い さ W 邊 で し っ っ 喘 mK 宗 半 けつ も 
い うつ し っ 6 つ Q? さ / 思 時 シン い っ うぷ 


( 蘭 MK) ネ ミー て 6 澤 甘 2J!nNG 公 J 公 7 
りく Kー て へ G 革 ) 公 ” 田地 ポ せ S0 で ン 
っ 全う っ 公 っ J) 公 2JG 回 上 し リ ロー ふと 
ロー 二 生 公表 骨 是 SOO 公 の) 公 " 

っ Q っ Q っ J 村 語 つ あつ 7 NG 器 ” 民 
記 公 軸 肛 じ つつ で] 

IN で くさ Q 召 せ 地 回 峰 宮 じ 可 ペー 
とこ ー ト ドーz// HIN ュ Jp や 革 NG 公 7 日 
^ お へ JNNWG 浪 服 玉 きっ" や G 衣 頸 p 
SO し IIK 貼 会 醒 課 つ 台 日 へ 2A 和 へ 
| ( 還 表 串 唱 ) 遇 86 回 過 冶 し 問 郁 口 く 
ロー 選 攻 | や hh て 8 で 8) っ)? 
回 過半 ゴ 本 し っ ち お 38 いつ へ Am AN ( 概 
蘭 貴 求 ) 公事 re し っ ン 公 38? 

の - エ せ て 時 。 周り 枝 腹 つ 上 ? 
ト IJG 還 HH へ AA へ 回 し 窟 四 Q で 刀 っ JI 
meNunsSG せ に へ 中 必 や 選 J 約 三 記 
避 揚 te” | 86 和 の) せ 半 ご 対 京 倒 
結い し っ 8 っ J 還 いっ)? 

ト へ 下心 や ペー や 民 小 本 NG 
赴 還 GrJJ7 舞 山 表 は K ロ か イミ 
RRBsh@ っ J” 民 MKHY ミ ヤー 公 薄 油 
セ NeG し ” ふ ー ツ リハ 6 回 帳 繊 換 ぬ し 
っ つて” SG 中 玩 人 GS ペー 
へ 6 回避 半 全 回 eye し 画 編 田 せ 恒 
より 会 < で NG 還 " 中 爾 昌 :G 宗 
洋 Ge"「 ト ふ や ミ ww 紙 くし っ ぃ @G 
ゴ っ | KM て IIh で て く ー リ 8 人 K て 
さ K 公 丸 H6N0 つ | 護 "中 本 全 騰 マ く 
Ne -ー 必 そく 0 つ ト て 全 周 っ 某 織 7 

選 エ 山 受 上 の 〇 を 且 ー 〇 の 〇 ( 除 且 ヒ 
Or) Gt いい SG” 応 で ち 6 環 則 東 共 
避 天 守 つや せ に へ 中 IDh や ANK ト ニー( マ 
コ の ) 届 人 し じ っ Ss っ? 咽 介 日 へ AA 


ON 
orr 
ラグ が 武器 た 


Red : ALS 
Gray : ALS 


| ライ バル と 作り 込み が 違う 」 アン チ 


Engine Speed 
Turbo Speed 


= 
に 】 = 
で ドニ O 
〇 の エコ 
〇 O の 
避 本 O 
の ① ロ 
2 〇 に 
Q ゼ Q 
で 
〇 ら 〇 の 
『 ロ . 

に 


し ゃ 的 で 嘩 きっ へ に K ト くく 因 会 Q87 肥 
r 〇 ヽ 有 - 〇 〇 ご マコ の む 葉 収 息 ロ 賑 
居 環 てく hne く され 旨 得 し 議 で "KK 


ロト て くさ 届 令 配 OO) て マコ の くさ 


D 全 本 っ し 振 MK 葉 販 勿 唱 折 r ぐ " ト J6 
叫 ′ 吾 箇 想 坦 む ./Q で し 8 日 
ペーKー ド モー ミー て G 寺 し ぶ や“ 


NGHKY ミ ヤー し レ ふ ー ツ へ 6 回 峰 情 
ン 忠 O 出 墨 氷 エロ で ト へ 下心 
表 明 個 公 Q 剖 和民 レ 和 妹 咽 4mK け 日 
ャ IIG 革 じ 舞 ざ pe“ 

[ 基 表 庫 wG ト へ 中 I ト や せ 癌 に 
いし レス っ noe tn で てく へ と へ の うっ 心 十 
っ 押 会 つ レ っ 3 較 っ セ ? 型 岬 せ 
Q っ 男 し SS 全 で 0 G し | 吾 KQ 両 心 
ト J ュ J 旭 いし うっ JO JJ ウレ つる 心 | 

ん で hGTJ ュ J ュ Je や 6 K ロ ジミ 約 
ョ で し た 舞 計 つの) 尽 Q ぐ 人 G ペ 敵 交 


王 C し 舞 ぶ phNO7 で 写 和 全 7 


映 G 地 豆 や 羽 ロ へ 必 く 心 色 玩 Ne5 直 
hh や 意志 で さっ うっ Jp 嘱 QS き うつ 
す 収 視 G ち や くし レ G て へ 仏 H ふ 一 信人 
家人 w 李 とお 員 /QS っ? jp いる つり 
人 o7Xe で (eS 

[| こ へ くり っ 心 男 8” 毅 失 公介 


MG で 会 お そい ふさ 公 3Se 遇 4m け 7 


玄 し 毅 e レ つゆ 心 会 0 NN で し 明 議 
け SSN0” mn し で ン レー Q こ や で うう ン 


も で 16 さかさ 析 公 坦 て G お / 


320G お て ふさ や で で っ J 他 似 つ し 毅 を や 
レ っ ti@ 坦 明 和 9 本 っ 7 ペー へ 因 
回 なむ JSC て ペー へ ハ 公 青 掛 っ っ 
公 ) 失 店 つ 妨 坦 棚 。 部 /QG き 妃 6 り 求 
会 出 WW レ じゃ っ っ っ っ Rs 嗣 る つつ 」 

と へ と へ の っ 心 語 李 せ ペー ハハ 
回 出 Yo や he 出 由 唱 せ 幅 や 生 ” っ 
る 敵 で で 只 忘 じ 舞 ペ つじ 上 己 幅 豆 押 YO 


ゃ し っ ne@G も し St? 人 S ポ で 財 拓 し 毅 *s 
し レ つ HenaJH AA へ 全て さい 選 二 つつ レ 
つっ 無 典 革 双 つ つつ 科 会 じ つ 
H6n? 時 遇 ペー へ 喝 タ 回 風 * ら や KO 
G 雪 閣 6 っ っ 只 訪 6 毅 陸 "NG 提 
my 蛋 時 mN@J” 丸和 け 求 ぶ つじ し 三 否 
けい SG 全 で し レ つ HG っ 7 電 
時 編 3 会 ” 可 他 唱 毅 を も 中 時 さや 求 
ぶ 庄 細 N@ 足 時 ぐ 民 公表 蝶 せ 耶 っ 
っ 心 守 箇 SN@" WW つ し "NG 公選 
し さ / の 時 2iN そ て て 委 ユ リト で 固 じ 悪 
羽 け 閉 O ょ JJ) 会 じ 0 刀 で お" 


胃 戦 田 十 味 り 四 悦 本 ぶ 粒 


[前 甘 加 っ 公 古 県 想 泊 | し 玖 NG ょ JJ 
け R で させ る っ 全て 叶 会 QO の 時 けり 公 
ぶし Go ハーK へ G 台 瀬 避 握 斗 り 尉 半 
GR 石 如 中 4m 所 斗 き 2 の ひ 和 を で に 史 
。 ユー ハリ つつ レス っ ン 公 全 醒 交 G 州 
83C038? 届 壮 せい を で し ぶ つつ レ 
け 喜 史 人 下っ で 8 っ 7 
ふ ー ギ ネモ G 赴 時 *p 人 SN で ゴー 
ハロ つ ポ ン レ ゃ 可 時 会 中 me レ %0 必 つや で 
NN で や pS で ” 喘 く K 下 シン 屋 NTJ ュ っ) 
中 旨 下 シン つ レス て JJ 表 晶 東 型 ン 
nrJ 唱 貞 中 倒 凍 い レ っ W 必 つつ? 
忠直 と と へ AHN ペ ホー ゼー 民 の 未 0 
し っ msG し ^ NG 状 軸 DOG 毅 府 
w 舞 と 合っ 中 棄 し 」 

号 由 や つる 会 で ひ 刀 会 ヘー ハ ご 中 
週 つ し ら で で で 案 選 し じ く ( 舞 ペ ) 下 
ン つ 8 で 豆 表 東 烈 シ と つ Q さ うっ 心 膨 
悦 据 刀 NQ っ J セ KN っ)” 2 いつ し ph 
っ 中 キハ く ー う ) っ 心 帳 押 公 昭 っ 丸 公 で 


り 


ーー い 軸 作 に ( 
く 
か が 


ー 寺 8 刀 さ ご 曰 JM っ っ っ JJ 
代 全 で 時 ロ 咽 工 族 糧 咽 全 の 88 裳 0 


O 


グラ フ 区 旧 


OFF 


時 アン チラ クシ ステ ム ON/OFF タ ー ビ ン 回 転 数 比較 
ALS 


レ し の NN で は SS で レ っ neG も し" の 叶 下 
し G 過 R 世 者 つや 3 せ 由 っ いや っ の) っ 
Q” 志 円 つ 選 層 半 に 員 証 一 ・ の ゆーQ 
SG6 垣 違 JIM っ 剖 NG 民 会 妃 相 和 8 
選 。NK ふ ヘー ロ ド 公選 二 つ 
で ぶし ゃ や マン で 時 の 時 人 色 と へ 
ト 私 N 倒 玩 ひ 刀 の っ 7 

赤 帳 田 全 十 味 や で 3 貞 く WU 柚 幸 会 据 
つ ン SN0G^ 2JG ペ ー ド ー ロ 3) で レ 
3p 四 2 つ 3J9 

[ご 曰 避 公 te シロ 尼 全 公表 で to 
た むし ゃ S で や で? 映 ロ Hp で で 6 
会” 丸 Jme36 へ へ 入 ー 和 か ロロ 
NG 本 館 G 昌 NE 二 レ せ 明 で や で " 


っ High 


Low 一 


Turbo Speed 


ル ん た / ル 4 


38/ 叶 配 Q 再 SO 貞 に 叶 必 8 
愉 給 wp 地 責 や 6 証 因り 役 6 つ 7( く 
^ て JJNHA 必 選 坊 電 本 N0) ぐ く ハ ン 民 
ミー て 6 詳 証 せ 仙 r や ウレ っ] 

震 詳 は SNe 届 落 也 会 他 っ 尋 S "や 
K て へ 選 せ や SN0 ペー 私 ミー 
へ せ し ゃ on08 則 シン つ 刀 う 7 NG 名 7 
0 ご 字 さ 6 洋二 は SNe5 DK て へ 態 け 
忌 む し 枚 看 つ ” 和室 必 N@ そ ミ 人 日 
昌和 JK て へ へ 愉 S30 お 8 唱 財 里 陰 
se) っ” 世 証 Q 弄 中 さい レ ペ 避 @ 
HH へ AA せ ^ 靖 *%G リ ー い し She 態 !O 
宮 む レー 理 困 選 所 (へ G 全 理 藤 窟 会 Q 
瑞 思 8 選 っ 収 豆 し 中 誠人 陀 財 wAE 
ょ senJ っ 7 軸 欄 居 唄 は SNe ON 公 畔 
へ や つ ロ ン ン で NG 衝 S 玉 環 下 
し し 毅 陸 田 芽室 no (JR ドド 
hhIG@) JJ 会 しゃ ON6? 貴 納 守 や し 0 
2J38NG 員 no 思 38? 

[へ へ 羽 ー く と ゼ 坦 挨 古 培 * や べく で 
S 全 <Q6 括 っ し つ ゃ "ーー て 6 並 某 球 
RSNehJaJ) 仏 っ で じじ” 唱 回 ′ 時 論 せ 
交 財 ” 委 や 人 rN レ っ Ne つ ^ 藤 忘 了 @ 
HKRjp  TmG 閉 し 民 や 投 r レ っ i? 
計 吉 SS 答 に 個 現 R 取 ち K0 名 詳 証 
ゃ つ っ 6 しゃ 全農 シン つ 玉 う の っ 心 
昭 っ せき 6 身 JJ 中 つじ しゃ 」 


中 ソソ ツ さ い レ っ ツン H ャ ll 


H や ヘー ベー ドー ミン MI 本 
G 堅 6 さや 下 引 を IN て て 0 コト で 
G 怠 虹 全 Q。 性 や く で 場 刺 7 末寺 次 
本 で で し R 公 で さい や っ 会 日 補 ヘー 
K ィ 内 ン きい レ っ ン 選 下 し 軸 咽 hp 
利 we し っ 0 9 

HH ヤギ ヘーKー ド モー さと 3 の 叶 凡 
し oK と や 心 勾 紀要 本 ve) っ で? 1 路 


外し me36” 日 ヤル 日 交 只 シン KG っ J 扇 Qt6n い DS で し うっ” で 革 証 で 外 滞 
所 款 忠 庄 芝 8 軸 回 峰 了 直さ では S で " 中 舞っ コンロ 訂 壮 政 ン きい レ 
員 ン セ で 層 全 回 岬 也 さ こけ SNeT つ 公 づつ 7 っ AH ペー へ へ で 枢 幼 会 
IIK 由 公 醒 下 つ や の F の の C 革 HHAA 政 ン と 8 で の っ 心 も で ” 皿 生 刺 0GGn 
へ G 吐 4m' 『JG や ユー 公 江 生 つ や で や 史 愉 色 人 シン っ シロ DS で 刀 う J 
し ゃ 0@ で で し SS う (RT// 和 内 能 ) ? MO 如 民 会 っ っ 全 和 やつ で あや で | 

[SAJwS38" oo つの の ェ -o EK ( 量 判 桂 MKjp 机 37 へ N れ ミ 負 枚 朋 @ 記 


E を 求 悪 SS06 記 亜 雪 蝶 会) 4mC レス っ ぃ 6 % け 天 つ AH スー ハ AN 昼 庄 し 
3 J つ Web (キレ) 嘱 ン も で (区 G 下 立 人 4mQtt い DS レ 上 り っ 
の 訪 Ne 回 喜 款 や ) 公 \@ つ ” 遇 ン で 7 スー へ へ AO 可 G 六 堂 令 
る る 3 二 会 で あ や セ ” し ゃ | 吉昭 回 壮 り 臣 電 つや っ nM ル っ 民 や し ゃ oN.9 
5 QpG3nuntsezQ 生 4HHEG 過 YO IIK 中 Sm し 岬 回 選 宮 上 O 和 7 
中 っ で 穫 む 230 oo の DO 〇 〇 の こ 6E 色 到 ン 届 回 出 吉 とじ こ トー 史 攻 や か て 
SO の 刀 で he5 Non っ つい G や p 赴 で し っ 嗣 札 つ 『J う や 柱 掲 つ 選 ? 補 時 会 Q せ 7 
| 地 回 由 3peeto の 召 想 課 唱 尽 で 悪 :w 


民 居 全て NO 6 の ひつ 玉 さく で GS うっ し レ っ ni@? [NuhJ し SS 掴 し せ S っ 」 


4 
Re いつ pn 胡 明 思っ 鐵 / 皇 RW ヘ ー ド ベン ル し 衣 ン し 
を 


へ り へ や ロ HK ( 較 居 全く ロト イミ 2) や 3 マン 回 敗 し 机 ン 民 下 7 
S 素 っ 咽 間 所 8he 衣 唱 癌 填 ke 悪 [ 胡 野 天 っ 公記 し っ シュ” 過 ヘ ハード 
求 ) 宰 :Qm 因 っ や SNe? て wa っ 理 Ne 民 会 置 べ 判 固い C の っ 7 
AH ペー ハ 町 へ ら 押 軒 や の 革 還 NTJ る つ 地 回 出 喜 唱 赴 つ 怠 慌 全 っ 
G 台 放 補 配 握 斗 り 避 壮 昌 お で 87 っ SG し ゃ うっ 愉 NDS さ つや 5 
選 半 6 半 6 押 く m っ 会 装 公 で 妃 の っ で ロー ホー 回 峰 会 交 *0eG 悪 
iQ HH ヤ ヘー に KG 出 揚 貸 志 AZ/ 8 公 ぐ つう 心 隊 っ や 夫 で あつ 刀 」 
HH ペー へ mANG 届 互選 提 さ し 選 S で? へ ハ ふ ーー 眉間 民 や 咽 鵜 や 
虹 E [mt 全 貴 沿 路 福 忠 人 S0 妹 吐 8「 日 幸 っ ? rJ で や AA ロペ ー へ mA 枢 守 租 
3 * 会)JG 中 6 陣 4m8)J 心 っ 心 枢 底 RG 周り 下 て JIJNG 倒 聞 シン 
N ら り 四則 つ し ……J っ nnD 訴 つ 。 へ 心 赤 箕 東路 環 定 *e@TJ) し [て 叶 
1 上 し っ 8G し ゃ 公 。 想 思 せ 班 会 さ G 譜 生 。 パ で さや の 時 @ 恨 色 。 素 屋 豆 芝 居 頭 G 
衣 F S2JsP4⑪ 信 レ の 口論 秒 し AH ロー ハ 抽 せ そ や ン S で し 入 Ne っ で 7 ト 
パー へ レセ ? やつ し で 公 坦 擬 4n 3 直紀 二 で 県 委 二 43" 
K 
ド Pa 
細 7 
記 ! 
[ % ] 素 と 視 ゞ 。 
' 3 
4. 


32 


3J 


一 覧 ごま ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


エキ ゾー スト マニ ホー ルド 


。 仙 /2C7/92| 


ポン ピン グロ ス [ bar ] 


"出口 "の 長 さと 形 は 進化 し 続け る 


エキ ゾー スト マニ ホー ルド の 長 さ を 検討 し た 事例 。 
同じ 4-1 集合 な が ら 、 長 さ 違 いで 中 速 回 転 域 で の 
出力 向上 を 狙っ た も の が 、 右 下 ふ た つの グラ フ 。 
プラ イマ リー 管 を 長く し た 仕様 は 、 排 気 脈動 の 同 
調 点 が 低 回 転化 し て 排気 を 引き 出す 掃 気 効果 が 高 
まり 、 人 筒 内 残留 ガス の 低 灘 に つなが る (も っ と も 
違う 個所 で は 、 約 0.3% )、 と いう シミ ュ レ ー シ 


ョ ン 結 末 が 得 ら れ た 。 残留 ガス 低減 に よる 点火 進 
角 に より 、 出 力 が 向上 する 。 下 ふた つの グラ フ は 
ポン ピン グロ ス 低 減 に 着目 し た 検討 事例 だ 。4-1 
か ら 4-2-1 集合 に 変更 し た の に 加え 、 径 の 拡大 を 
組み 合わ せる こと で 、 ポ ン ピ ン グロ ス と 上 服 動 同 調 
回 転 数 が 高 回 転化 。 ト ルク カー ブ が 高 回 転 側 に シ 
フト し た こと を 実機 で 確認 し た 。 


末 ボン ピン グロ ス シミ ュ レ ーション 結果 
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SUPER GT は 積ん で か ら が 勝負 。 


ウェ イト ハン ディ 制 が 導入 され て お り 連 勝 が 難し い は ず の SUPER GT で 、 連 勝 す る 
と その 後 の レ ー ス で は ハン ディ ウェ イト に 苦し むこ と に な る 。 思う よう に 止ま ら な い 、 
進ま な い マ シン を だ まし だ まし 、 タ イヤ を ケア し て あせ ら ず 慌て ず 1 周 1 周 コ ンス タン ト 
に ラッ プ を 刻む ……。 苦しく て も 1 点 で も 多く 持ち 帰る こと が チャ ン ピ オ ン に つなが る 。 
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テテ の < 近 選 ロ 福 出 つ 尋 入 本 ベ ・ 有 と 
ー ホ へ ? 

[In っ 2DJmG 閑 4K 全 宮 で 丸 )J 選 総 さ 
1J 田 23 い | っ J 移 と Sinne レ コテ ロ c ト 
IN か て トド ポー く 6 提 くけ SS 全 0 丸 " 
マ そ 〇 の OJJG Th ペー へ へ 生 ー ト 
へ SS 表 四島 つら レン で ペ ネー ドー ニー 
テト ホー リロ 稔 凌 つじ っ Ne」 JJ Kー ム 
ドー 団 公 交 愉 生 つ 丸 半 恥 和 1 昌 は 0 
っ し 伯 や 虹 で ? 


4 


硝 太 


Text : autOSDOrt web 


|2020 年 末 で は な く 
いま 加わ る 必要 が あっ た 」 


ー マ LQ や ゼー 中 SU QNOQ 
に の O 財 ハーK へ で で さく て 上 ト 代 ふ 〇 
n 会 ハ ユーK ロ 維 守 MG@ ょ JJ 選 庫 選 つ 
RT FTJ で は パ で) 人 邊 せこ ホー スロ 
で 中 で で ATJ っ JJ SN6? 

8 時 中 く て 上 トト ふ ・ ペ ー へ へ 愉 つ 
じ 諸 上 寺 つ S)JG ホ ー ス "上 時 ロ く て 
Ih ト ANOC DAH 症 史 概 馬 "の 時 8 4 
人 許 く <ー ミ ニート ドー// HIh 映 由 晶 け p 
K 共 トー 者 蟹 つ お ね ロー ス ・M TK 
os 柚 つ ローマ し Lo 維 包 和 ho っ J7 
ホー ベス 必 へ せ ハ dBJT 8 ” NG 
ヒビ 選 RIIT ユ ユーロ 人 SNeL ONA ト へ 
喘 由 前 し 8” 理 民 間 展 公 中 そ へ UK ド ハ 
け 只 っ し っ ne" 

こそ て 下 NO ゼ ” の o 忠 ーー の 
てこ ー ヘ ペー ハレ し 選 S で で NN さき ヘー に K ハ 


いこ 


上 


同 チ ー ム か ら は 2017 年 


牧野 任 祐 が FIA F3 ヨ ー ロ ピア ン 選 手 権 に 参戦 し た ほか 、 角 田 裕 毅 も 昨年 
出場 する な ど 、 日 本 人 ドライバー に も 緑 が あ る 


の マカ オ GP( 


ま 
いい / Gi 


4 
/ 計 


ュ ニー 一 
ーー ニーーーー 一 


人 mr 加 


Nay 


ハイ テッ ク の チー ム 代 表 を 務め る オー クス 。 


ー 


ae ーー 


| 主 


中 に て し Li トリ ローsh6? 孔 世 し 
ゼン マミ ー ら 6 獣 幅 時 っ 公 "ドー ト 
へ こく ー や も ho? 

ホー ペド ポー トー で ぐつ く ー・ ド ー ふ 
K ゼ "ロー マ LGSK 民 まで て て ぐ 球 
GS や で いる ST ロス ハー て 旨 務 や 5 

[ く ゞ Ii ト SOa wm 層 つつ 日 ヘ て ユ 
ー や や レン で STm ミ ペー へ (7/ 和 AH さい 、 
ロー マ LM の 〇 ル 〇 ) 和 初 半 つ っ ? 
宙 で せ 崇 世 GL の けけ 旭 うじ 弄 午 史 里 
閉 つ し 公 Q” 定 BLQC く GKI ト Rh ト 
^hW 結 琶 つじ っ で ] 

[SQ 時 8 の て へ G ふ て キ 公 理 く YO 
で Ne86 全 セレ AKITNI ト ー て や っ 
ン O 会 SN@G” 名 時 G 共 で さけ ロ ル QN 
く 総 終 N@ つ で や ) うろ 6 TJG ハ ユー 
K ロ 界 結 セ Ne 渦 肛 倒 更 い 旭 5 JGt 避 
Ss 表 家 (へ ユ ー ド K ロ ) 言 GNe っ 心 
「J っ )6” や 回 語 ロ 個 回 本 Ke) うっ 心 
ト J ュ JJ” つ 公 つつ) 所 で 下 中 そこ へ 途 会 
皮 2? 課 SFJG ホ ー ズ MT や O し っ hG 
つ ^ Oo 中 ニー バー ハ し SS で で い AO 嘱 
祥 G さ ー ド 可 つつ 束 避 つ し っ NG」 
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Photo : 


最終 ラッ プ に 再 逆転 
クン ター 


Text : autOSDOrt web 


ォ ー ミ ュ ラ ヒビ は 1 月 18 日 、 第 3 戦 サ ン テ 
ィ ア ゴ E-Prix を 開催 。 マ キシ ミリ アン ・ グ 
ンタ ー (BMW i アン ドレ ッ テ ィ ・ モ ー タ ー ス ポ 
ー ツ ) が 、 最 終 周 まで 続い た アン トニ オ ・ フ ェ リ 
ックス ・ ダ ・ コ スタ (DS テ チ ー タ ー) と の バト 
ル を 制 し 、 見 事 シ リー ズ 初 優勝 を 成し遂げ た 。 
この 日 の 予選 で 2 番 グ リッ ド を 獲得 し た グン タ 
ー は 、 ス ター ト 直 後 の 1 コー ナー で パス カル ・ ウ 
ェ ー レ イン (マヒ ンド ラ ・ レ ー シ ン グ ) に か わ さ 
れ 、 3 番手 に ポジ ショ ンダ ウン 。 ホ ー ル ショ ッ ト 
は ポー ル シ ッ ター の ミッ チ ・ エ バン ス が 獲得 し た 。 
レー ス 序 盤 か ら 中 盤 に か け て は 、 中 団 を 争う ドラ 
イ バ ー た ち が タ ー ン 10 で アク ン デ ント を 起こ す 
な ど 、 激 し い 戦い を 繰り 広げ た が 、 エ バン ス 、 ウ 
ェ ー レ イン 、 グ ンタ ー の トッ プ 3 は アタ ッ ク モ ー 
ド を 使用 し な が ら も 、 1 秒 前 後 の ギ ャ ッ プ を 維持 
し 順調 に レー ス を 進め て いく 。 
レー ス が 折り 返し を 迎え る と 、 グ ンタ ー は アタ 


が シリ ー ズ スズ 初 勝利 


POTUUTUHEELUULLEILUULUUULULLLLLLUULLLULULLLLULULLLLLUELLULLLULLLLUULSELLLULLLLLLULLLMSEELULLELULULLLLLLMLLLLLLLLMLLELLLLL 


古賀 敬介 (Keisuke Koga) / FIA F3 / FormulaE / NISMO 


ッ ク モ ー ド を 使用 し て タ 
ー ン 9 で エバ ンス を 攻略 。』 
トッ プ に 躍り 出る 。 グ ン 

ー は その 後 も トッ プ を 
快走 する も 、 驚 異 的 な ペ 
ー ス で 順位 を 上 げ て きた 
ダ ・ コ スタ に 追い つか れる と 、37 周 目 の タ ー ン 
10 で 先行 を 許し て し まう 。 それで も 諦め ず に ダ 
・ コ スタ を 追い 、 最 終 ラ ッ プ の ター ン 8 で ダ ・ コ 
スタ の アウ ト 側 へ と 並び か ける と 、 続 く タ ー ン 9 
へ の 進入 で ブレ ー キ を ロッ ク さ せな が ら も 、 ダ ・ 
コス タ を アウ ト か ら 抜 いて トッ プ を 礁 司 。 そ の ま 
ま ト ッ プ で チェ ッ カ ー を 受け た 。BMW は 第 2 戦 
ディ ルイ ー ヤ E-Prix か ら 2 連 勝 。2 位 に ダ ・ コ ス 
タ 。 ニッ タ ・ デ * フ ブフ リース (メルセデス ・ ペ ン ツ 


TIHE 虹 


拓 の 7) 


上 : 今季 BMW に 加入 し た グン ター が 今季 3 戦 目 で シリ ー ズ 初 優勝 
を マー ク 。 レ ー ス 後に は |「 夢 が か な っ た | と 喜び を 語っ た 。 下 : デ 
ィ ル イー ヤ で の 開幕 2 連戦 で 入賞 を 果たし た ニッ サン の オリ バー・ 
ロー ラン ド だ が 、 今 大 会 は 予選 で クラ ッシュ する と 決勝 で は 接触 で 
フロ ン NM 人 9 選 。 NIR 
ae ik 


Ir ansRir し 


Q) が 3 位 で チェ ッ カ ー を 受け た が 
違反 
ンス が 繰 リ 上 が っ 7 


技術 規定 
に よる 5 秒 ペ ナル ティ を 受け た た め 、 エ バ 


釣 MM4E 


近年 で は ニス モ ・ フ ェ ス ティ バル で デモ ラン や 解説 を 務め 
て いた 夏子 氏 。2018 年 に 参加 し た 際 に も ファ ン と 交流 す 
る な ど 健 在 な 姿 を 見 せ て いた 。 


ニッ サン レー ス 活 動 の 人 づく り に 頁 献 


元 レ ー シ ン グラ イダ ー ノ レー シン グ ド ラ イ バ ー 


砂子 義一 


Text : autOSDoOrt web 


本 の モー ター スポ ー ツ 衝 明 期 を 支え 
た ライ ダー ドラ イ バ ー の 砂子 義一 


氏 が 1 月 3 日 に 亡くな っ た 。87 歳 だ っ た 。 
同氏 は 1932 年 9 月 23 日 生ま れ 。 ヤ マハ の 
ワー クス ライ ダー と し て 二輪 レー ス の 世界 


選手 権 に 参戦 。63 年 に プリ ンス 自動 車 と 
契約 し て 四 輪 に 転向 する と 、66 年 の 第 3 
回 日 本 GP で は 戦後 日 本 初 の プロ ト タ イ プ 
レー シン グ カ ー 「 プ リン ス R380 A-I』 を 
ドラ イブ し 、2 位 以下 に 3 周 差 を つけ て 優 
勝 を 飾る な ど 活 躍 し た 。 

計 報 を 受け 、 ニ ッ サ ン ・ モ ー タ ー ス ポー 
ツ ・ イ ンタ ー ナ ショ ナル 株 式 会 社 の 公式 
HP に は 、 片 桐 隆夫 代表 取締 役 社長 の コメ 


ント が 掲載 され た 。 

[砂子 さん は 、 日 本 の モー ター スポ ー ツ 移 
明 期 に プリ ンス 自動 車 、 日 産 自動 車 の ワー 
ググ 2 ドア クシ (いん クン (や 
R380 等 で 大 活躍 され 、 日 産 の モー ター ス 
ポー ツ 活 動 の 人 づく り に 多大 な る 真 献 を し 
QUGGS し だ > MP ニョ リッ クン ク こ 
ステ ィ バ ル に も 参加 し て いた だ き 、 ヒ スト 
リッ ク カ ー の 走行 や 場内 解説 な ど を 通じ て 
日 産 の モー ター スポ ー ツ の 魅力 を 発信 し て 
いた だ き 、 魅 力 的 な お 人 柄 も あり 多く の フ 
ァ ン に 慕 わ れ て きま し た 。 ご 家族 の 皆様 に 
謗 ん で お 悔やみ 申し 上 げ ま す と と も に 、 同 
氏 の ご 冥福 を 心から お 祈り 申し 上 げ ま す 」 


吉 a5 洲 マリ 黄 市 販 車 イン フレ 


YY で ーー 


ーー ュ 
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9 まだ 


Pr で 


か ここ っ 


3 ニャ マニ 


に っ 
oN 


< と 
SR 


鞭 し い の か が 


アウ ディ は らし さ を 和 失わ な か っ た が 


岡村 神 弥 (Shinya Okamura) 


展開 する も っ と も 過激 な モデ ル 『RS」 


激 で も 、 常 ( 
DTM マシ ン の ベー ス で ある RS 5 は その 例外 で ある よう だ 


こ 過 


公道 で の 快適 性 の 両立 は 


サー キッ ト で の 速 さと 
アウ ディ で も 


Text & Photo : 


災 ウ スイ 


いかが ( 


hih て 民 GS 公 し jp 
勅 穫 貼 條 SORT ペー 
マ ” NGK ネ ポート て 緊 人 の 思 全 7 
8 記 給 " で でき ト Fi ト TK ポー%: 
症 史 団 親 NeK と へ ハエ さ 中條 さじ し S 
ト む i ト で ロロ ベー ミー ドー 交 ぐせ お 
ャ て ペ ハ ー 選 棚 さ ご 約 さ し っ teG 公 下 趣 
205 NG ミ ー ハ ゼー の 〇 ざす 革 G 尼 の QA 
し ト で ihT6 ( 除 HG< さ ) ト く へ 
て 6 モト で ロミ 〇 龍 こ So の の の @ 
泊 HHeNeto 収 虹 ペ ー 半 坦 紀 つ に ー 
ミー 選 hTN じ し” 共 さ 人 へ 日 会 赴 寺 つ 玉 " 
NG 半 朋 っ J)SNer の すさ ぜ Q 〇 の ご で 必 
DJf ト DUH ロ ー?5 尽 ジ マト こく こ ハ て の oo 
IO の @ で GQ・ に SO ハハ ヘー モ 天 旦 
ぐ S”_ NG 幸 mih ミ うつ じ ら 革 削 
咽 の 〇 や” rroo 臣 G さ の の 8G 


寺 さ ・QN ン >>0o 抽 
員 NSIMIS 導 
会 GiQ 呈 
の すり 遇 * で hG 
4J” Q だ 叩 上 の 〇 
316rooG の ・ 
QN テ ピン 篤 貼 eQ 
で で 

WS や く で て く 
ーH へ AA へ eS 
Sm 絞 SG き いい て ー ロ へ ド K ト 人 色 玖 
丸和 公 で RT つ 会 つ " 衝 は こく て ミー 
y 麹 人 和 っ 8 で し SS ンー ふさ ルト 
ャ ベ て NG や 6 全 " トト て 6 大 器 
CO し っ SS" ポー ヤキ トイ て し 6 鞭 *O 
忠臣 は くべ で 。 ペー ハー お 切 款 環 公 下 'N 
Q で し で 7 

N つ MM し < ト 回 G の の 〇 や ^ 貝 G の ぐす 
個 染 G 由 トミ 5 日 AZA へ や 本 皿 醒 郊 G 
Q・ の > の O ハ て ハ 信 一 会 近 入選 
レム っ n@? 個 民 トト で の で つ ン 地 に し 
公 い ペー ハー リロ ポレ し レ SN67 

X 不 中 マセ ド て 中 思想 SG8” > 
てこ へ ふけ る 記 で G ふ ー 素 移 蘭 つ 計 くし 
っ t@ ト J ュ JJ J で や 中 時 G く ミヤ や 「 ト に 
を 串 受 受 へ 克つ 財 展 "区 暫く へ 
G 喜 宮 WS で NN で で ペー 式 選 賜 装う 
3 生 代 会 店 紀和 を 革 吾 他人 恨 震 で で や" 
葉 MKRK 班 記 東 隔 選 YO や で 丸 昌 虹 7 
NN で S だ で で し に HH へ NA ペ ミー 3 ト J 
Jp で 壮 到 二 8 人 S へ ミドル 史 四 
人 SS レ HA 和 AA 交 屋 0 しゃ つ 3840 ン や 
3E 生 トト へ 全 回 で 明 む No" 

いで ご) っ 6 闘 守 > 諾 1 で や 
回 応 HNA へ 6B 心 会 志 訂 し” ト ト や 
ヾ 据 け peSQ387 個 忌 IOMK 六 十 ハ ー 
へ A ヘ モミ ヘマ エ ハ ペー モロ つや 8 心 公 の 


5.0K27778 


ら . 0Kg770g 


議 
因 
5 
補 
で つ 
の 


0 の 
* 綻 で きる 。 な お 、 価 格 は お よそ 1300 万 円 (税込 ) か ら 。 


林 ! 


豆 箇 Jp 直紀 jp 上 電 hhKeANOO" 

SS 下り 人 半 則 で HANG 底 の ハ 
ユーK し や らい 〇 ミー ミュ っ)S で し っ nt 
G 公 - エル くさ ト KS で 87 ト J で 


る 表 刺 喘 埋 G ふ ハミ ー 巡 弄 志 つ し 8 で " 


ふ マ キミ 羽 選 で ロー ミ 選 室 SNeSg 
人 isNe” CO" 以 ヘ く ー6 裳 能 R 
3$ 軸 シン つ S 全 ぐ Q ロー ホー し GS ロー ミ 
写 避 守 証 必 IGT) 会 し wt@G も し ^ 帳 
で ぐ 層 @ 交 会 補 二 じ ゃ on" 

嘱 夫 GFF の の りや 組 AKI ト く 名 
3 編 PO で レス っ い G 公 。 骨 こ つ 民 6 上 罰 3 
導 つ っ " 世 亜 科せ く KN へ や 表 つ 
に 近 個 会 酸 マ ” 装 愉 は AH て へ や で 
Ne ト JJ 公 選 っ" K ネ ー ハ ロー リロ 還 2 
pn@ 「 ャ ホ 7/ ト 心 | 避 瑞 正和 NeJN 
で 8 応 6teG 福 会” 4 ト 務 せ 全 信 さ く ー 
て リ JRSN0” トト DI ト TGI ト そ K さ ーK ド 
SS 骨 で 遂 ) せ 0 マン 半 いで 中 立 人 8? 


N ト hi ト で ap で 0 レ つ し 5 ホー 分 て 


享 R 笠 起 品 8 すき らら @GHAA 
へ っ Joo 型 マビ 6 時 下 4m で や し 正則) 臣 
弄 必 Ne? 陣 軒 4m 補 Ip 計 で で >oo 葉 
ro で や で 〇 匠 会 N0” 本 商 
3 骨 吐 マ "AnN さ KT 店 弄 並 8 
EH/QYOGS う マビ ヒレ 6 下 O 箇 つ Ono“ 

< ト 回 せ 斉 暴 周 部 共 じ "ロビ テト 選 
いし So ヘー る 球 全て し 全く 
ー ハ くっ no て トト く へ 征 こ 衝 
JSON ら 光 咽 し スエ 6 素人 ト で 起 
けり け 中 で Ne ヘー と GU 心 人 色素 引 へ へ 
さや Nun87 | 選 し 。 @ 言 エー 
ミ マ 一 K 倒 叫 っ 6 し" モハ ーーGK 
シーK く や を ミース 公 入 マイ て 公 7 
出せ 4 槍 紀 会 和 SN6" 

2JQeQs 嗣 和光 て 字 会 で) 語 全 で で 
2Q NGS2JYQQ しゃ SS ン ” 還 べ 足せ 
TA 系 IT ト て っ JSNe 所 の す 史 8 屋 や 信 
つ 員 っ 5 と トー て さて へ ハ ぶ 画 得 全 7 


の ハーfKKG 貴 考 じ 電 " ト Di ト で 


エン ジン は 最大 トル ク 600Nm を 発生 する た め 、 街 中 で は スト レ 
と な く 聞 


ロー ド に 咽 也 は て で hG っ DNSN@ つ 公 Q つ や 細 ン 信 : つ Ne で を で ト こ へ 


S っ 6 で で て 1J 還 3 


レザ ー を 使用 し 、 上質 な が ら も レー シー な 雰囲気 を 持つ RS 5 の 内 装 。 も ちろ ん 、 


オプ ショ ン 装 備 で より 派手 な 見 た 目 に も で きる 。 フ ラッ ト ボ トム と な っ た ステ 


アリ ング の 裏側 に は 、 大 型 の パドル シフ ト も 装備 され る 。 車 重 は 約 1800kg と 


重量 級 だ が 、 
ス を 感じ る 
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スー パーGT GT500 ク ラス マシ ン と テク 

共有 する DTM。 ア ウデ ィ は クー ペ の RS 5 を シリ ー ズ ( 
られ た 今年 は 最高 速 の 差 は 縮まり そう だ 。 
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ウイ リア ムズ が “2 世 ド ライ バー" を リザ ー ブ に 抜 所 


と に か が く 、 見 て みよ う ? 


か つて は 世界 王者 を 起用 し て 黄金 時 代 を 築い た が 


近年 は 財政 難 に あえ ぎ 、 資金 力 の ある ドラ イ バ ー を 迎え て いる ウイ リア ムズ 
2020 年 の リザ ー ブ ド ライ バー の 選択 も その 流れ を 流 む も の と な っ た 


だ そう 遠く な い 昔 ……' い や 、1992 年 の 
こと だ か ら 、 か な り 過 去 の 話 と 言っ て い 
い だ ろ う 。 同年 の ウイ リア ムズ の リザ ー ブ ド ラ 
イ バ ー は デイ モン ・ ヒ ル だ っ た 。 し か し 、 正 直 
に 言え ば デイ モン が 4 年 後に 世界 王者 に な る と 
は 、 当 時 は 私 を 含め 誰 も 予想 し て いな か っ た 。 
何しろ あの 時 代 の ウイ リア ムズ は 、 ナ イジ ェ 
ル ・ マ ン セ ル や アラ ン ・ プ ロス ト 、 そ し て 少し 
後に は アイ ルト ン ・ セ ナ と いっ た 超一流 ドラ イ 
バー を 擁し た チー ム だ っ た 。 ま わり の レベ ル が 
高 す すず た の で ある 。 そ し て 、 そ れ か ら お よそ 
30 年 を 経て 、 ウ イリ アム ズ は ロイ ・ ニ ッ サ ニ 
ー を リザ ー ブ ド ライ バー に 抜 握 し た 。 
ニッ サニー の ここ まで の 経歴 は 、 決 し て 輝 か 
し いも の で は な い 。2018 年 に は カン ポス か ら 
F2 に 参戦 し た が 、 ラ ン キ ング 22 位 に 終わ っ た 。 
第 9 戦 ベ ルギー で の レー ス 1 で 10 位 と な り 1 
ポイ ント を 獲得 し た の が 、 唯 一 の 実績 で ある 。 
ちな み に 、 ロ イ の 父 シ ャ フッ ク も レー シン グ 
ドラ イ バ ー で あっ た 。2005 年 の ハン ガリ ー 
GP で 、 第 3 ドライ バー と し て ポー ル ・ ス トッ 
ダー ト の ミナ ルディ を 駆り フリ ー 走 行 に 出走 を 
果たし た 。 その 日 は 奇しくも ニッ サニー 父 の 
42 回 目 の 誕生 日 で も あっ た が 、 彼 は それ まで 
まっ た く F1 マン ン の 運転 経験 が な か っ た 。 こ 
の セッ ンション 最速 は マク ラー レン の 第 3 ドラ イ 
バー、 ア レク サン ダー・ ブ ルツ で 、 1 分 21 秒 
411 を マー ク し た 。 ミ ナル ディ の レー ス ドライ 
バー、 ロ バー ト ・ ド ー ン ボス は 大 きく 遅れ て 1 
分 27 生 011 。 し か し 、 ニ ッ サ ニキ 3 た は それ よ 
り は る か に 遅い 1 分 34 秒 319。 じつに ブル ツ 
の 13 秒 落ち で ある 。 
コー ス 上 で 何 度 も 邪魔 され た ニッ ク ・ ハ イド 
フェ ルド は 「 彼 は 危険 過ぎ る ほど に 遅い | と 証 
言 し て いる 。 ニ ッ サ ニー 父 は 最終 的 に ター ン 4 
で スピ ン を 喫し 、 唯 一 の F1 体験 は わずか 8 周 
で 終わ っ た 。 彼 は その 場 で ステ アリ ング を 外す 
こと も で きず 、 コ ッ ク ピ ッ ト に 座っ た まま クレ 
ー ン で 引き 上 げ ら れ て いっ た の だ っ た 。 余談 だ 
が 、 ジ ャ ー ナ リス ト の 間 で は 当時 「 ニ ッ サ ニー 


ス 


父 は 、 イ スラ エル の 情報 機関 「 モ サド 」 の 上 級 


職員 だ |] と いう 噂 が 流れ た 。 そ の た め 、 彼 に は 
スタ ー リ ング ・ モ ス な ら ぬ | スタ ー リ ング ・ モ 
サド | と いう ニッ ク ネ ー ム が 奉 ら れ た も の だ 。 

そし て 息子 の ロイ は 昨年 の アブ ダビ テス ト で 
初め て ウイ リア ムズ を ドラ イブ し 、 こ の ほど 正 
式 に リザ ー ブ ド ライ バー 契約 を 結ん だ 。 今季 5 
回 の FP1 に 出走 し 、 同 時 に F2 に も 参戦 する 。 

ウイ リア ムズ が 依然 と し て 金欠 状態 に ある の 
は 事実 だ し 、 ニ ッ サ ニー に は イス ラ エ ル の 大 富 
杏 の 後ろ 填 が ある 。 さ ら に 、 将 来 的 に は イス ラ 
エル GP 誘 致 の 動き も ある 。 そ の あたり を 見 握 
えて の デ ッ サ ニ ー 投 択 と WW うこ と だ 。 

F1 の シー ト は た っ た 20 し か な く 、 そ の 座 を 
めぐ っ て 世界 中 の 若き 才能 が し の ぎ を 削っ て い 
る 。 そ ん な な か 、 彼 の よう に 明らか に 技能 の 劣 
る ドラ イ バ ー が 、 安 々 と F1 に 乗れ て し まう 状 
況 は 、 あ まり に 理不尽 と いう か 、 奇 妙 に 思え る 。 
た と えば 、 テ ニス の 世界 で は いく ら お 人 金 を 積ん 
で も ラフ ァ エ ル ・ ナ ダル と 対戦 は で き な い 。 あ 
る い は 、 ゴ ルフ の 全米 オー プン を 連 罰 し た ブル 
ックス ・ ケ プ カ と 一 緒 に コー ス を 回 る こと も 許 
され な い 。 し か し 、 モ ー タ ー ス ポー ツ で は 依然 
と し て 、 そ れ が か な り の 程度 で 可能 だ 。 


た だ し 、 私 自身 は ニッ サニー と 会 っ た こと が 
な く 、 彼 の 走り も 目 に し た こと が な い 。 に も か 
か わら ず 、 こ ん な 書き 方 を する の は 、 公 平 性 を 
欠く 行為 だ ろう か 。 だ が 、 私 の 知る F1 関係 者 
は 誰 ひ と り と し て 、 ニ ッ サ ニー へ の 期待 を 口 に 
し て い 蘭 い 。 

雇い 主 で ある クレ ア ・ ウ イリ アム ス 代 表 の 
コメ ント も 以下 の よう に や や 微妙 な も の だ 。 
[ロイ の 態度 に は 非常 に 感銘 を 受け まし た が 、 
今後 は 順当 な プロ セス を 経る 必要 が ある で し ょ 
う 。 彼 が 今季 の F2 で どん な 走り を 見 せる か 、 
FP1 と シミ ュ レ ー タ 作業 で し っ か り 役 割 を こ な 
し て くれ る か 。 そ れ ら を し っ か り 見 据え て か ら 
で な けれ ば 、21 年 以降 の 話 は で きま せん ] 

いつ も は 人 金 づ る を 無 条 件 に 称 賛 する クレ ア で 
さえ 、 ニ ッ サ ニー を 熱狂 的 に 支持 し て いる よう 
に は 見 えな い 。 と は いえ 、 今 季 の 彼 が も の すご 
い 上 昇 カ ー ブ を 描き な が ら 進 化 を 続け 、F1 ド 
ライ バー に ふさ わし い 技 量 を 身 に つけ る こと が 
絶対 な いと は 、 誰 も 断言 で き な い 。 

は た し て 、 ニ ッ サ ニー は 史上 初 の イス ラ エ ル 
人 F1 ドラ イ バ ー に な れる の か 。 あ まり 期待 は 
で き な い が 、 ま あ 見 て みよ う で は な いか 。 
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NASCAR に 訪れ た 伝統 の 殻 を 脱ぎ 捨て る と き 


北米 で 長い 歴史 を 誇り 、 現在 も 昔ながら の スタ イル を 保っ て きた NASCAR 
マン シン も 技術 的 に 相当 古い も の だ っ た が 、 2021 年 シー ズン か ら は 近代 化 さ れ た 新 世代 マン ン が 導入 され る 


Translation : 新井 宣之 (Nobuyuki Arai) 
Photo : NASOCAR 


NASCAR と その ファ ン は 、 い つの 時 代 も 彼 
ら の や り 方 で シン リーズ を 成長 させ て きた 。 そ の 
変化 は 常に 緩やか で 、 技 術 面 で は と くに ゆっ く 
つの (ジス パシ ラム ルレ ンーtPIB9 年 まぐ 抹 
用 され な か っ た し 、 エ ンジ ン が キャ ブレ ター 仕 
様 で な く な っ た の は 8 年 前 だ 。 マ ン ン 自体 は 何 
と 60 年 も 前 に デザ イン され た も の が ベー ス で 、 
ギヤ ボッ クス は いま だ に H パ ター ン だ 。2007 
年 に "カー・ オ ブ ・ ト ゥ モロー” と 呼ば れる ニ 
ュー マン ン が 導入 され 、 外 観 は 大 きく 変わ っ た 
も の の 、 中 身 は 依然 と し て 昔ながら の “カー・ 
オク に 1 エス タラ テニ だ た / 

そん な NASCAR が 21 年 に 向け て 大 変革 に 取 
り 組ん で いる 。 ス トッ ク カ ー ら し い 伝統 の テ 
の 2/ ョ ンー の 2 だ さり 2 の / 。 
"Next Gen car "と 呼ば れる 次 世代 モデ ル の プ 
ロト タイ プ が 走り 出し た の は わずか 数 カ月 前 の 
こと だ が 、NASCAR 史 上 最大 の 技術 革命 と も 
言え る この マン ン に すでに 注目 が 集まっ て いる 。 
見 た 目 や 走り 、 ド ライ ビン グ が 変化 する の は も 
ちろ ん だ が 、 マ シン の 製作 過程 や シャ ンー の 販 
売 方 法 に 至る まで 大 幅 な 改良 が 施さ れる と いう 。 

プロ ト タ イ プ は 強豪 リチャード ・ チ ルド レス 

・ レ ー シ ン グ が NASCAR と 合同 で 開発 を 担当 
し て お り 、 シ リー ズ に 参戦 する 3 メー カー の 関 
与 な く ボ ディ ワー ク の 作業 が 進め られ て いる 。 
NASCAR が 「 マ シン の 外観 を “『 ス トック ( 倉 
庫 に ある まま ) "ルッ ク に 戻す こと が 開発 の カギ ] 
と 強調 し て いる こと か ら 、 市 販 車 と 非常 に 似 た 
の 420UE20 つ 7 に き 

技術 的 な 点 を 見 て みる と 、358 キ ュー ビッ ク 
イン チ (5.9 2 ヵ ) の ガソリン エン ジン こそ 変更 
は な い が 、 マ ニュ ファ クチ ャ ラー の 要望 に より 
ちょ っ と し た ハイ ブリ ッ ド 技術 が ロー ドコ ー ス 
仕様 マシン ン に 導入 され る と いう 。 ギ ヤ ボ ックス 
は 昔ながら の 4 速 H パ ター ン か ら 、6 速 シー ケ 
ン シ ャ ルン フト に 変更 。 同 時 に 、 コ イル ダン パ 
ー シ ス テム を 兼ね 備え た 独立 懸架 式 サ スペ ン シ 


ョ ン が リヤ に 導入 され る 。 ブ レー キ も 拡大 され 
る ほか 、 ホ イー ル も 18 イ ンチ 化 さ れ 、 見 た 目 
に も 人 迫力 が 増し そう だ 。 

また 、 空 力 に 対す る 考え 方 も 刷新 され た 。 空 
気 を ラジ エタ ー の 出口 か ら フ ー ド ダク ト に 送り 
込む こと で ダウ ン フ ォ ー ス の 増大 を 狙う 。 マ シ 
ン 後部 に は 大 幅 に 縮小 され た スポ イラ ー と 張り 
出し た ディ フュ ー ザ ー が 装着 され る 。 

次 世代 マン ン の 開発 ・ テ スト は 順調 に 進ん で 
NN の 語 星 年 0 月 合 り の 5 昌 ン ドニ スス 
ジョ (クル シン ョ リ ク ジウ リク 2 人 古 2 3 
12 朋 (は ン ョ ニ (上 四 の シン ルク エニ ノッ クス 
で 走行 。 ま た 、 今 年 に 入っ て か ら は ホー ム ス テ 
ッ ド で エリ ッ ク ・ ジ ョ ー ン ズ が 2 日 間 の テス ト 
の を 消化 GUY る 5 

回 訪 寺 は 新車 選 つい IO ぐ り いま | 
と 語る 。「 ま だ 初期 段階 で ぜ 、、 い いろいろ な スポ イ 
ラー や アン ダー ボディ 形状 を 試し て いる 。 何 が 
機能 し 、 ど ん な 修正 が 必要 な の か 見 極め て いる 
と ころ だ 。 ブ レー キ は か な り 大 きく な り 、 制 動 


人 2 
ジョ ン ・ オ レオ ビク ツ 

John Oreovicz 

イン ディ アナ ポリ ス 在 住 の ベテラン 記者 。 インディ 
カー は 20 年 以上 に 渡り 取材 し 続け て いる ほか 、 
NASCAR や ドラ ッ グ レー ス も カバ ー す る 。 


力 が すご < く 良く な っ た し 、 ス テア リン グ の 感触 
も 結構 違っ て いる 。 こ の マシ ン は オー バー ステ 
ア に な っ た ら ド ライ バー が ステ アリ ング で 修正 
する 必要 が ある 。 ド ライ バー の 力量 が より 試さ 
れる ね 。 パ ッ シ ン グ の 機会 が 増え 、 レ ー ス も よ 
り 良 く な る ん じゃ な いか な 」。 
[現在 より も メカ ニカ ル グ リ ッ プ は 間違い な く 
KO CK ES ジニー ジン 2 ルーン 
同様 に 新車 を 熱烈 に 支持 。「 ギ ヤシ フト は 楽し 
か っ た よ 。 ロ ー ド コー ス で は 非常 に エキ サイ テ 
人 シン 20 の 7 の 2 レシ ンカ と ル は で 
有 能 な の か が 分 か る は ず だ | と 興奮 気味 だ 。 
この 数 年 、NASCAR で は ロー ドコ ー ス の 人 
気 が 高 まっ て お り 、 こ れ は ファ ン の 好み が 変化 
し て いく 兆候 と も 見 られ る 。 も し 、 こ の 傾向 が 
今後 も 続い て いく よう な ら 、21 年 の カッ プシ 
リー ズ に 導入 され る Next Gen car の 登場 は 、 
アメ リカ で も っ と も 伝統 的 な 形式 で 行なわ れ て 
いる モー ター スポ ー ツ が よう や く 始 め た 近代 化 
の 講和 2 る る う 。 


複数 回 に わた っ て テス ト が 行なわ れる な ど 、2021 年 の 導入 に 向け て 開発 が 進め られ て いる Next Gen car。 北米 レー ス 界 の 重鎮 ロジ ャ 
ー・ ペ ンス キー も 今回 の 改革 に つい て 「 我 々 に は 変化 が 必要 | と 育 定 的 に 話し て いる 。 


ei あな に を 才 る 明和 湯 ) の キョ ンー グー スズ 、 汗 WM 


生日 本 MS 会 議 


VOl. 247/ 


(wm ) バー チャ ル は リア ル の 下 な の か 


Text : 大 串 信 (Makoto Ogushi) 


フェ ラー リ や マク ラー レン な ど F1 チー ム が 
e スポ ー ツ と の 関わ り を 深め て いる 。 狙い は バ 
ー チ ャ ルレ ー ス の 世界 か ら 有 能 な 才能 を 発掘 し 
て リア ル の F1 ドラ イ バ ー を 育て る こと に ある 
よう だ が 、 一 方 で こう し た 動き に 疑問 を 呈す る 
声 も 聞こ える よう に な っ て きた 。 

家庭 用 ゲー ム 機 で の レー スゲ ー ム か ら リ アル 
レー ス に 進出 し 、 結 果 を 残し て いる 選手 は す で 
に 何人 も いる 。 た と えば ルー カス ・ オ ルド ネス 
や ヤン ・ マ ー デ ン ボ ロー が 代表 格 だ 。 で も バー 
チャ ル か ら リ アル へ の 流れ に 首 を 傾げ ける 人 々 は 
異口同音 に 「 オ ルド ネス も マー デン ボロ ー も 、 
も と も と リア ル の レー ス 経 験 が あっ た か ら こ そ 
バー チャ ルレ ー ス で の 結果 を 残し 、 名 前 を あげ 
て リア ルレ ー ス で 成功 する こと が で きた の で あ 
っ て 、 リ アル の 経験 の な い 単 な る e スポ ー ツ 選 
手 が G が か か る リア ルレ ー ス で 成功 する の は 難 


O (上 9 
チ / パ 者 ツ 記 ! 


Lap 
あお 立 せ 台 写真 で 味 わ テ ( ) 
"時代 "の り 4 


Text : auto sport Photo : SAN-EI 


則 加 2| 本 


Davtona 


デイ トナ 24 時 間 レ ー ス 


さま ざま な 事情 に より ニス モ が 出場 を 見 送っ た 前 
年 の し ・ マ ン で は 、 マ ツ ダ が 日 本 車 と し て 初 の 総 
合 優勝 を 成し遂げ て いた 。 半 年 後 、 ニ スモ で C カ 
ー プ ロジ ェクト に 関わ る 人 た ち は 、 言 いよ う の な 
い 寂 究 感 を 抱え な が ら 太 平 洋 を 渡っ て R91CP で 
デイ トナ 24 時 間 レ ー ス に 挑む と 、 移 慎 を 晴らす 
か の よう な 圧勝 劇 を 演じ る 。 3 番 グ リッ ドス ター 
ト の 長谷 見 が すぐ に 首位 へ と お どり 出る と 、 以 降 
は 実質 的 な トッ プ を ほぼ 譲る こと な く 独 走 で 日 本 
人 ドラ イ バ ー・ 日 本 チー ム ・ 日 本 車 の デイ トナ 初 
優勝 を 達成 。 小林 可 夢 偉 が 4 人 目 の 日 本 人 ウイ ナ 
ー と な っ た の は 、 そ の 27 年 後 の こ と だ 。 


ZN の 衝 の 24 の に の KS 3 
ルレ ー ス を 上 に 、 バ ー チ ャ ルレ ー ス を 下 に 置き 
SBIN20500 り が 5 

で は 、 こ ん な 例 は どう だ ろう 。 昨年 末 、 鈴 鹿 
サー キッ ト へ JAF-F4 プ スー パーFJ 日 本 一 決定 
戦 を 取材 に 出かけ た 。 その と き 併 催さ れ た 
VITA に よる 鈴鹿 クラ ブ マ ン レ ー ス で ぶっ ちぎ 
り の ポー ル ・ ト ウゥ ・ ウ イン を 遂げ た の が 眞田 拓 
海 だ 。 去 年 の 秋 、 東 京 バ ー チ ャ ル サ ー キ ッ ト 
(TVC) の イン スト ラク ター を 務め て いる 砂子 
塾長 が 「 お も し ろ い ヤツ が いる 」 と 、 彼 を 紹介 
し <2 れ 0 の た も 5 た らち 

砂子 に よれ ば 、 眞 田 は シミ ュ レ ー タ ー で トレ 
ーー 2 の 42000 の EEC か て だ の 0 に ん 2 CC 
は な か っ た の だ そう だ 。 砂子 の 指導 を 受け て シ 
ミュ レー ター の トレ ー ニ ング を 重ね る うち 、 リ 
アル の レー ス に 出場 する 決意 を 固め 、VITA で 


長谷 見 昌弘 / 星 野 一 義 / 鈴 木 利 男 プ ご A. オ ロフ ソン 
[ NISMO ] 


初め て リア ルレ ー ス に 出走 、 デ ビュ ー・ ウ イン を 
飾っ た 。 その 勝利 が マグ レ で な か っ た こと は 、 年 
末 の 鈴鹿 で 見 せ た 完 勝 が 証明 し た と 思う 。 
砂子 は 言う 。 

[「( ス ポー ツ ド ライ ビン グ は ) まず G を 腰 で 感じ 
ろ と 言う ん だ けど 、 ぽ ぼく は それ は 間違い だ と 思っ 
て いる 。 一 番 大 事 な の は 目 か ら の 情報 。 次 が 手 か 
ら の ステ アリ ング 情報 。 3 番目 が お 尻 と 三半規管 
か ら の 情報 。 つ まり 有 目 と 手 で 運転 で きる よう に な 
れ ば , お 尻 の 情報 は プラ ス ア ルフ ァ の 情報 で し か 
な いん で す 。 み ん な | 所 座 バ ー チ ャ ル で し ょ 』 と 
言い ます が 、 バ ー チ ャ ル で 速く 走れ な い ヤ ツ は 実 
車 で も 速く 走れ ませ ん ] 

眞田 の 言葉 で も 印象 に 茎 っ て いる も の が ある 。 
[サーキット ラン は 本 能 や 反射 に 頼ら ず 、 基 本 は 
自分 の 記憶 再現 を し な が ら フ ィ ー ド バッ ク す る 作 
業 な ん で す ] 

いか が か 。 何 が 正しい の か 答え は この 先 出 る の 
だ ろう 。 で も 、 た だ や みく も に バー チャ ル は 不 完 
生 な 2 の 2 の で ッ 品 時 久 の egalea 交 ング 限 
ライ バー は 別 の 存在 だ と 思い 込ん で 軽視 し て いた 
ら 、 時 代 に 取り 残さ れ そ うな 気 が す る 。 そ も そ も 
リア ル と バー チャ ル の 区 別 自体 、 意 味 を 持た な い 
時 代 が や っ て くる の か も し れ な い 。 す で に 眞田 に 
興味 を 持っ て いる リア ルレ ー ス 関係 者 が いる こと 
を ば ぽく は 知っ て いる 。 


( 
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前 号 に 間に合わ な か っ た こと 、 今 号 に 載せ きれ な か っ た こと 、 次 号 まで の 予定 まとめ 
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アウ ディ スポ ー ツ が 2020 
年 シー ズン の 開幕 戦 バ サー スト 12 時 間 
で メル ボル ン ・ パ フォ ー マ ン ス セ ンタ ー 
と 提携 する チー ム の 合計 9 名 の ドラ イ バ 
ー の うち 、8 名 が ワー クス ドラ イ バ ー に 
な る こと を 明らか に 

還 加 /( 引 議 ヒュ ンダ イ ・ モ ー タ ー ス 
ポー ツ が 2020 年 に 投入 する ヒュ ンダ イ 
i20 ク ー ペ WRC を 公開 


1/14 rtue 


還 に (提議 ヒュ ンダ イ ・ モ ー タ ー ス 
ポー ツ 、2020 年 シー ズン の WRC 2 に 
ワ ョ クス 参戦 し 2 台 の ヒョン グイ I20 
R5 を 投入 する と 発表 


1/15 rwed1 

F1 サウ ジア ラビ ア と F1 の オ 
ー ナ ー で ある リバ ティ ・ メ ディ ア が 、 グ 
ラン プリ 開催 に つい て 話し 合い を 行なっ 
て お り 、 大 型 契約 を 締結 間近 で ある と の 
報道 。 早 けれ ば 2021 年 か ら 開催 か ? 

1 ウイ リア ムズ 、2020 年 シ 
ー ズ ン に 向け て イス ラ エ ル 人 ドラ イ バ ー 
の ロイ ・ ニ ッ サ ニー を テス トド ライ バー 
と し て 迎え た こと を 明らか に 
スー パー 耐久 機構 が 2020 
年 シー ズン の 開催 スケ ジュ ー ル を 変更 す 
る と 発表 。 当 初 、11 月 14ー15 日 の 開催 
と され て いた 第 6 戦 岡 山 が 10 月 31~11 
月 訓 目 用 No 目 香 選 
還 記 /:( 咽 議 2019 年 シー ズン の WRC 


を トヨ タ 陣 営 で 戦っ た クリ ス ・ ミ ー ク が 、 


現在 も チー ム と 話し 合い を 続け て いる こ 
と を 明か し 、 今 後 テ スト な ど に 関わ っ て 
いく 可能 性 に つい て 言及 


1/16 rtun 


OTHER 謙 性 ドラ イ バ ー 限 定 の フ 

ー ミ ュ ラ レー ス 『W シ リー ズ 」 の 
2020 年 シー ズン 開催 スケ ジュ ー ル が 変 
更 さ れ 、 新 た に アメ リカ 、 メ キン シン コ で イ 
ベン ト が 開催 され る こと と な っ た 。 こ の 
2 大 会 は いずれ も F1 の サポ ー ト レー ス 
と し て 実施 へ 

OTHER 9 月 20 日 に 日 本 初 の 公道 
レー ス と し て 開催 され る 「A1 市街地 グ 
ラン プリ 江津 大 会 「GOTSU 2020」」 
の アン バ サ ダ ー に 関口 雄飛 が 就任 


1/17 rg] 


F1 フェ ラー リ に 所 属す る シ 
ャ ルル ・ ル クレ ー ル の 弟 、 ア ー サ ー・ ル 
クレ ー ル が フェ ラー リ ・ ド ライ バー・ ア 
カ デ ミ ー に 加入 

1 1 ウロン 
フェ ラー リ の チー ム 代 表 を 務め る マッ テ 
ィ ア ・ ビ ノッ ト が 育成 プロ グラ ム に 女性 
ドラ イ バ ー を 迎え た いと の 意向 を 示し た 
こと に 反発 。 性別 で は な く 実 力 で ドラ イ 
バー を 選ぶ べき で ある と 主張 
GT4 マ ー ケ ッ ト 向 け に 販 
売 が 開始 され る と アナ ウン ス さ れ た GR 
スー プラ GT4 が 早けれ ば 2020 年 シー ズ 
ン 後半 に も IMSA が 主催 する ミシュ ラン 
G/ で 月 是 NOI レ シン の 5 の Sa 邊 コ 
ー す る 可能 性 が 浮上 し て いる と の 報道 。 
IMSA で レク サス RC F GT3 を 走ら せる 
エイ ム ・ バ ッ サ ー・ サ リバ ン の 手 に より 
実戦 投入 か ? 
時 7IK 位 ダカール ラリ ー フィ ニッ 


※ こ の ペー ジ の 情報 は 1 月 26 日 (日 ) 時 点 の も の で す 


シュ ステ ー ジ 3 で トッ プ に 立っ て 以来 
ポジ ショ ン を 守り 続け て いた カル ロス ・ 
0 シン (0 是 ンク 生 レック og 
ー ク ス ・ バ ギー) が 自身 3 度目 の 総合 優 
勝 を 飾る 


| オー トス ポー ツ 」 No.1523 発売 


1/18 rset] 


1 F1 、2012 年 か ら マ ー ケ 
ティ ング パー トナ ー を 務め て きた イン ド 
の 電気 通信 会 社 『 タ タ ・ コ ミュ ニケ ー シ 
ョ ンズ | と の 契約 を 終了 

F1 ウイ リア ムズ の チー ム 
代表 を 務め る クレ ア ・ ウ イリ アム ズ 、 開 
発 ド ライ パー と し て チー ム に 加入 し た ダ 
二 結 3 の NOWee の Un の 表 24U ま 
G⑥ 旧 さき /6 ン ミ ョ レ ョ ン ョ ヨン シン 但 当 の ドラ 
イ バ ー の な か で も ベス ト な 存在 の ひと り 
70 呈 2 に 

FE KDE ポン 2 
BMW 1| ア ンド レッ ティ ・ モ ー タ ー ス ポ 
ー ツ の マキ シミ リア ン ・ グ ンタ ー が ン リ 
ー ズ 参戦 初 優勝 を 飾っ た 。 2 位 に DS テ 
た = ラー ンー ルク クラ 
タコ ョ スタ 3 人 屋 パ ナッ ョ ッ ソック" ン シ ル 
ガー・ レ ー シ ン グ の ミッ チ ・ エ バン ス 


1/19 rsun 


F1 フェ ラー リ の チー ム 代 表 
を 務め る マッ ティ ア ・ ビ ノッ ト 、 将 来 的 
に は e ス ポー ツ が フェ ラー リ ・ ド ライ バ 
ー・ ア カ デ ミ ー で 才能 を 発掘 する 場 に な 
る だ ろう と の 見 方 を 示す 


1/20 [ ron ] 

ド 1 マク ラー レン 、F1 か ら 離 
脱 後 も ブラ ンド アン バ サ ダ ー と し て 契約 
引 続 MOO だ ウー ルカ ンド アル 回 シク と 
の 契約 関係 を 更新 し な いと 発表 

F1 F1 の チー フ テ ク ニカ ルオ 
フィ サー を 務め る パッ ト ・ シ モン ズ 、 ラ 
イ バ ル PU サプライ ヤー が メル セ デ ス と 
の 差 を 縮め る の に 時 間 が か か っ た こと に 
入 い た と コメ ント 

F2 2020 年 シー デン か ら ハ イ 
テッ ク GP が シリ ー ズ に 参戦 する こと を 
2 の MIS っ ジー くに ラル に 
9 の 当ら 0 
SRO モー ター スポ ー ツ グ 
ルー プ 、GT ワ ー ル ド チ ャ レン ジ ( 旧 ブ 
ラン パン GT シリ ー ズ ) の タイ トル スポ 
ン サ ー と し て アマ ゾン ・ ウ ェ ブ サー ビス 
(AWS) を 迎え た と 発表 。 こ れ に と も な 
い 、 シ リー ズ 名 称 が 「GT ワ ー ル ド チ ャ 
レン ジ ・ パ ワー ド ・ バ イ ・AWSj」 に 
由記 WRC プロ モー ター が 
2020 年 シー ズン の 開催 スケ ジュ ー ル の 
変更 を 発表 。 第 4 戦 に 組み 込ま れ て いた 
ラリ ー・ チ リ の 中 止 が 正式 に 発表 され 、 
代替 イベ ント も 行なわ れ な いこ と か ら 、 
今季 は 全 13 戦 で 争わ れる こと に 


1/21 ue] 


F1 2019 年 の 世界 全体 の F1 
視聴 者 数 が 19 億 2200 万 人 に 達し た こと 
が 明らか に 
KCMG、2020 年 シー ズ 
ン 開 幕 戦 の バサー スト 12 時間 に 2 台 の 
ニッ サン GT-RH ニ スモ GT3 で 参戦 する と 
発表 。 ド ライ バー に は 千代 勝正 と 松田 次 
生 、 さ ら に ジョ アオ ・ パ オ 自 ・ デ ・ オ リ 
ペイ ラ を 起用 する と 7 カウ ンス し た 


1/22 wedi 


EF1 メル セ デ ス の チー ム 代 表 
を 務め る トト ・ ウ ォ ル フ と 、 レ ー シ ン グ 
・ ポ イン ト か ら F1 に 参戦 する ラン ス ・ 
スト ロー ル の 父 で あり 、 前 身 の フ ォ ー ス 
・ イ ン デ ィ ア を 買収 し た 起業 家 集 団 を 率 


いる ロー レン ス ・ ス トロ ー ル が 協力 し て 、 


メル セ デ ス F1 チー ム を 買収 し よう と し 
て いる と の 報道 

F1 オー スト ラリ ア 森 林 火 災 
の 被災 者 支援 に 向け た 資金 集め の た め 、 
2 2 200O05 0 ニーク 
ン を 開催 する こと を 発表 。 同 国 出 身 ド ラ 
イ バ ー で ある ダニ エル ・ リ カル ド の シュ 
ー ズ な ど が 出品 へ 

FE1 計 シ ンク ポロ クト 
主要 スポ ン サ ー で ある 水 処理 シス テム メ 
ー カ ー、BWT の 本 拠 地 オー スト リア ・ 
モン ゼー で 2 月 17 日 に 2020 年 体制 発表 
会 を 実施 し 、2020 年 型 マ シン を お 披露 
目 す る こと を 明らか に 

[【cmge 思 識 シリ ー ズ を 運営 する SRO 
曲 二 クー スポ ボーン ろ 0 ろ 0 ミシン ー ス : 
り ド ライ バー に 関す る スポ ー テ ィング レ 
ギュ レー ショ ン を 変更 する と 発表 。 プ ロ 
- アマ の ドラ イ バ ー ズ チャ ン ピ オ ン シ ッ 
プ が 創設 され た ほか 、 各 ラウ ンド で メー 
カー ポイ ント を 獲得 で きる プロ ドラ イ バ 
ー の 最大 数 は 削減 され る こと に 
琴 昌 (て 世 菩 閉幕 戦 モ ン テ カ ル ロ シェ 
イク ダウ ン で セバス チャ ン ・ オ ジ エ ( ト 
当 衝 UKUWNG が NR ソ プア ク (で くん 
マー ク 


1/23 thu 


EF1 ルク の エン ン ン と 担当 
クニ カル ディ レク ター を 務め る レミ ・ タ 
ファ ン 、 ル ノー の パワ ー ユ ニッ ト の パフ 
2 語 2 ジ 22idHOIAU レ 25a2K が 回 回 
た と 主張 

F1 レッ ドブ ル 、 燃 料 や 潤滑 
油 の サプライ ヤー で ある エク ソン モー ビ 
ル と の 契約 を 、2020 年 か ら 複 数 年 に わ 
た り 延 長 し た こと を 発表 
剛 | に: 替 較 開幕 戦 デ イト ナ 24 時 間 予 
選 マツ ダチ ー ム ・ ヨ ー ス ト の 77 号 車 マ 
ツ ダ RT24-P (オリ バー・ ジ ャ ービス 
02 に ンク ング 生 旧 4 シル の 
2 年 連続 と な る ポー ルポ ジ シ ョ ン を 獲得 
セパ ン で 毎年 恒例 の 毎年 
恒例 と な っ て いる ミシュ ラン 主催 の スー 
パーGT ウ イン ター テス ト が スタ ー ト 。 
2020 年 シー ズン 第 5 戦 を 見 据え た ナイ 
ト セ ッ シ ョ ン も 実施 
還 昌 (中 議 開幕 戦 モ ン テ カ ル ロ デイ 
1 SS1 2 が 行なわ れ 、 テ ィ エ リー・ 
ヌー ビル (ヒュ ンダ イ i20 ク ー ペ WRCO) 
が 総合 トッ プ に 。 2 番手 に オジ エ 、3 番 
手 に オ ィ イット ・ タ ナッ ク (ヒュ ンダ イ 
i20 ク ー ペ WRC) 


1/24 【fp] 

E1 フェ ラー リ が 2020 年 型 マ 
シン の 開発 に つま づい た と の 報道 

FE1 アル ファ ロメ オ 、2020O 年 
型 マ ン ン を 2 月 19 日 に 発表 する と 明 ら 
か に 
琴 記 / ゴ e 夢 議 ACO と IMSA が デイ トナ 
・ イ ンタ ー ナ シン ョ ナル ・ ス ピー ドウ ェ イ 
で カン ファ レン ス を 実施 。WEC と ウェ 
ザー テッ ク ・ ス ポー ツ カ ー 選 手 権 に お け 
る 最高 峰 カ テ ゴ リ ー の 統合 プラ ッ ト フ ォ 
ー ム を 採用 する こと で 、 共 通 の 未来 に 向 
けた 合意 に 達し た と 発表 


2019 年 に DTM に 参入 し 、 
5200N ン oo 衣 シン 0 アルン ニン 
DTM を 走ら せ て いた R モ ー タ ー ス ポー 
ツ が 、2019 年 限り で シリ ー ズ か ら 描 退 
する と 発表 

還 /(c 引 較 開幕 戦 モ ン テ カ ル ロ デイ 
2 SS3ー8 が 行なわ れ 、 オ ジ エ が 総合 
トッ プ に 浮上 。 2 番手 に エル フィ ン ・ エ 
バン ス (トヨ タ ・ ヤ リス WRC)、 3 番手 
に ヌー ビル 


1/25 sat1 


F1 ルノー の レギ ュ ラ ー ド ラ 
イ バ ー と し て 2020 年 シー ズン に 上 臨む エ 
ステ バン ・ オ コン 、 過 去 に トラ ブル の あ 
27 こ マ ツ グ クス ・ ク ア ェ ルス タッ ペン と ( 各 沼 
ー ス 外 で は 尊敬 し あっ て いる と 主張 
画 | に 電 間 開幕 戦 デ イト ナ 24 時 間 ス 
2 デ ド 
還 還 (< 細 議 開幕 戦 モ ン テ カ ル ロ デイ 
3 SS912 が 行なわ れ 、 エ バン ス が 総 
合 ト ッ プ に 浮上 。2 番 手 に オジ エ 、3 番 
手 に ヌー ビル 


1/26 sun] 


画 |7 に に: 二 較 開幕 戦 デ イト ナ 24 時 間 フ 
で 三 ウ ンコ ョ ョ ヨ 王 カト ノル タク キャ テラ 
ッ ク DPi-V.R の 10 号車 キャ デラ ッ ク 
DPi-V.R (ラン ガー・ バ ン ・ デ ル ・ ザ ン 
デ / ライ アン ・ ブ リス ヨー 小林 可 夢 偉 
スコ ッ ト ・ デ ィ ク ソン ) が 2 年 連続 で 
総合 優勝 

功 記 /(* 六 議 開幕 戦 モ ン テ カ ル ロ デイ 
Sil326 が 00 われ 2 主 紀 ル が 
逆転 優勝 。2 位 に オジ エ 、3 位 に エバ ン 


1/31 rm 


| オー トス ポー ツ 」 No.1524 発売 


2/2 san1 
[【cike 軒 剛 開幕 戦 バ サー スト 12 時 間 


2/13 thu 
還 昌 (中 議 第 2 戦 ス ウェ ー デ ン 


2/14 rm] 
回) 所 議 第 2 戦 ス ウェ ー デ ン 
| オー トス ポー ツ 」 No.1525 発売 


OFF SHOT 


2 カ月 ほど と いう 短い オフ を 経て 、WRC 
の 2020 年 シー ズン が 早く も 開幕 し まし 
た 。 サ ー キ ッ ト レ ー ス と ラリ ー で 異な る 
点 は 数 え 切 れ な い ほ ど あ る の で す が 、 観 
る 側 と し て は その 距離 の 近 さ が 挙げ られ 
ます 。 ト ヨタ 陣営 は モン テカ ル ロ の 現場 
で 「『FAN ZONE」 の サイ ン を 掲げ 、 お 
客 さ ん の 呼び 込み を 行なっ て いま し た 。 
今季 最終 戦 の ラリ ー ジ ャ パン を 見 に 行 


きた いけ ど 、 体 力 的 に ちょ っ と 不安 | と 
90220ERS 語 DAYー2IUSd つ YU の 
だ け で も 結構 楽し めちゃ うか も ? 
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FROM PIT CREW 


信 話 題 の 映画 「 フ ォ ー ド vs フェ ラー リ ] 
を 観 た 。 モ ー タ ー ス ポー ツ を 題材 と し た 
作品 は これ まで に も あり 、 そ の 多く が ド 
ライ バー を 主人 公 と し た も の だ っ た 。 そ 

本 作品 は や や 趣き が 異な り 自 動車 
メー カー の 立場 レーシ ング カー を 造る 
技術 者 の 思い な ども 基 み に 描か れ て いる 
と ころ が 興味 を そそ っ た 。 ま た 、 鑑 賞 前 
は タイ トル どおり 壮大 な 企業 戦争 が テー 
マ な の か と 想像 し て いた が 、 実 際 は この 
スポ ー ツ に 対し て | 敬意 を 持つ 人 |] と 「 そ 
う で な い 人 | の 戦い で も あっ た 。 こ うし 
た 戦い の 構図 は 時 代 を 超え て 現在 F1 を 戦 
っ て いる ホン ダ 内 部 、 ル ・ マ ン や WRC 
を 戦う トヨ タ 内 部 、 さ ら に 言え ば スー パ 
ーGT の 舞台 裏 で も 繰り 広げ られ て いる も 
の と 断言 で きる 。 そ うし た 視点 で 観る と 
非常 に 奥 が 深い 作品 だ と 思う 。 (田中 ) 


@ACO/WEC と IMSA の 規則 統合 に よっ 
て 、( 何 度目 か の ) スポ ー ツ カー 華 の 時 代 
が 来る こと を 期待 し た い 。 い くつ か の メ 
ー カ ー は 、 こ の LMDh レ ギュ レー ショ ン 
で の 新規 参入 を 計画 し て お り 、 規 則 詳 細 
が 発表 され る 3 月 の セブ リン グ 前 後 ま で 
に は 、 具 体 的 な アナ ウン ス も あり そう だ 。 
マツ ダ の ル ・ マ ン 復 帰 と いう 夢 が 描け る 
の も (マツ タダ 車 オ ー ナ ー と し て は ) 大 き 
い 。 た だ 、 同 時 に 「 ひ と つの プラ ッ ト フ 
ォ ー ム (規則 ) の 耐用 年 数 の 短 さ 」 も 昨 
今 は 気 に な る と ころ 。 時 代 が 急速 に 変化 
し て いる 証 な の だ ろう か 。 ハ イ パ ー カ ー 
規則 と の 性 能 調 整 な ども 難し い だ ろ う が 、 
持続 性 も 確保 し つつ 、 魅 力 あ る カテ ゴリ 
ー と な る こと を 願っ て いる 。 (な か の ) 


代 タ ナッ ク の クラ ッシュ を 見 て 、 現 行 WR 
カー の 安全 性 の 高 さ を 再 認識 し まし た 。 
た だ 、22 年 以降 に 激しい クラ ッシュ で ち 


ゃ ん と ハイ ブリ ッ ド シス テム の バッ テリ 
ーー 周辺 は 守ら れる の か 、 も し その 辺 が 破 
損し て バッ テリ ー 火 災 が 起き た と き 、 迅 
速 に 対応 で きる の か な ん て こと も 考 
えた り 。 ラ リー で は クラ ッシュ が 発生 す 
る の は 当たり 前 な の で 万 全 の 対策 を 施す 
の で し ょ う が 、 ほ ん の ちょ っ と 不安 に な 
っ た 週末 で し た 。 (きゃ りー) 


@ 昨 年 末 、DTM と の 特別 交流 戦 に 関す る 
取材 の な か で よく 聞か れ た の が “メカ ニ 
カル グリ ッ プ ” と いう ワー ド で し た 。 そ 
ん な な か 、GT 最 終戦 の 現場 で ある エン ジ 
ニア さん が |“ メカニカル グリ ッ プ " が 何 
か を ちゃ ん と 説明 で きる 人 は あま り い な 
いと 思い ます よ 」| と 、 話 を し て くれ まし 
た 。 トッ プ カ テ ゴリ ー の 第 一 線 で 活躍 し 
て いる 人 が 言う の だ か ら 、 と っ て も 奥 が 
深い 内 容 で す が 、 そ の 疑問 オー トス ポー 
ツ が 解消 し て みせ まし ょ う 。 と いう わけ 
で 3 月 か ら 4 号 連 続 で "メカ ニカ ル グ リ 
ッ プ と は な ん ぞ や " 企画 を 絶賛 製作 中 で 
す 。 こ ちら オー トス ポー ツ web と の 連動 
企画 と な っ て お り ま す の で 、 そ ちら も ぜ 
ひ お 楽し み に 。 (yukg) 


借 2020 年 WRC ラリ ー モ ン テ カ ル ロ が 
始ま っ た 。 リ エゾ ン を 含ん だ 総 走行 距離 
は 、 お よそ 1500 キロ メー トル 。 こ れ だ 
け の 長い 距離 を 走行 する ドラ イ バ ー・ コ 
ドラ イ バ ー の 身体 能力 に は 本 当 に ぴ びっく 
り し た 。 今回 の ラリ ー を 観 て 改め て 感じ 
た の が 、 ス タッ ド タ イ ヤ を 履い た ドラ イ 
ビン グ 。 フ ィ ギ ュ ア スケ ー ト 選手 の よう 
に 、 流 れる よう な コー ナリ ング を する 姿 
は 、 観 て いる 人 を 虜 に させ て くれ る 。 2 
月 に 開催 する ラリ ー ス ウェ ー デ ン が と て 
も 楽し み に な っ て きた 。 (ヒラ ケン ) 


お 詫び と 訂正 

auto sport No.1523 79 ペ ー ジ の 2020 年 カク レンダー プレゼ ント に お いて 、C-6 
NGK の 提供 が 「 株 式 会 社 NGK] と あり ます が 、 正 し く は | 日 本 特殊 陶業 株 式 
会 社 ] で す 。 日 本 特殊 陶業 株 式 会 社 様 、 関 係 者 お よび 読者 の 皆様 に ご 迷惑 を お 
か けし まし た こと を お 詫び する と と も に 、 訂 正 さ せ て いた だ きま す 。 今後 は よ 
り 一 層 正 し い 報 道 の 徹底 を 心がけ て まい り ま す 。 ご 愛読 の ほど よろ し く お 願 い 
申し 上 げ ま すず す 。 


映画 | フォ ー ド vs フェ ラー リ ]| 公開 記念 ダブ ル 特 典 
7 特別 付録 フォ トブ ッ ク [「THE REAL」 


ル ・ マ ン 24 時 問 の 真実 時 生生 
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[ 3 号 連続 将 別 企画 ] オフ シー ズン スペ シャ ル 


2014 -2019 スー パーGT 6 年 の 歩み 


INTRODUCTION 。 、 
"パワ ー ア ッ プ "だ け じ ゃ な い 


HONIDA NSX-GT HR-414E ン ノン HR-417E 


ro14-2016 前 \] 思 が か せ を パワ ー で 跳ね 返す 。 
[2o1e 移 半 -2019] 旧 5 1 さり ホホ ンダ は や っ て いた 。 


“過渡 こそ 強 さ 
ト 2 
LEXUS RCF/LC500 RI4AG 1 2 ん っ 5 
間 間 ゃ ^ < 
NISSSAN GT-R NISMO GT500 NR20A ラク グ は : 肖 せ 。 


情報 が レー ス を も っ と 楽し くす る 


サイ ン ツ 3 度目 の ダカール 制 和 覇 ! 
億 の クル マ で ラリ ー が で きる か が ! ぁ 


58 2 
WTR & 小林 可 夢 偉 が 2 連勝 ! 
Round 1 Monte-Carlo 
60 オジ エ 2 位 、 エバ ンス 3 位 の 誤算 
4 2020 spec. WRCar Technical Check 
70 勝田 足元 、 モ ン テ で つか ん だ 「 進 化 と 自信 」 
FEATURE 
5s4 [2021 年 F1 ス トー ブリ ー グ ] 8096 の 空席 率 
2020 TOYOTA GAZOO Racing WRT [|)TIVer InterVvlew 
7?2 セバス チャ ン ・ オ ジ 工 - トッ プ し か 要ら な い 。 
zz エル フィ ン ・ エ バン ス - 戦え る マシ ン を 手 に 入れ た 。 
7 カッ レ ・ ロ バン ペラ - 勝負 は シー ズン 後半 ! 
IRREGULAR 
// 【 不 定期 連載 ] 5 流 ビリ 幸 市 販 車 イン プレ 
ベー スマ シン 一 刀 両 断 ! 一 一 - AUDI RS 5 
ss。 2019 FIA GRAN TURISMO CHAMPIONSHIPS 
な い の は "リアル" の コー ス だ け 
REGULAR 
46 F1 DEEP NETWORK 
47 from Worldwide Pressroom 
48 全日 本 MS 会 議 ノ あの 日 の ボディ ウム 
49 auto sport before & after 
81 [連載 ] クル マ と レー ス を 感じ る コラ ム ピッ ト ・ イ ン 一 一 いし いし ん じ 
82 PRESENT FOR READERS 


50 


。 叶 の 下 可 お 下 閣 3 堂 


ーー (つつ チ ナチ 7 ビル スル 
ご し / の と 王 つ の だ 


だ 補 7 
ーー を 机 


公式 ガイ ドブ ッ ク 


レル ゼ - ジ ソジン の ソ 


に 1 


GT500 Driver じ hampion 
WAKOU'S 4ER LC50DU 
Kazuya Ushima & Kenta Yamashita 


宛 服 OO 有 EE 


『 ゃ ト 2 5 で っ = 
し SXX= な 

を 7 5 

GT500 ワ ー ク スマ ン ン 開発 総括 [2017-2019] 

GT500 & GT300 19 シ ー ズ ン 多 角 和 検証 | 出 E44 台 パー フェ ク クト テ メー タ & リ ケ 2 


auto spOrt 臨 時 増刊 


2019- .2020 ス ー パ ーGT 
公式 ガイ ドブ ッ ク 総 集 編 


好評 発売 中 ! 1200 円 + 科 


WAKO'S 4CR LC500 撮り 下ろ し ギャ ラリ ー GT500 ド ライ バー30 人 の 「 隠 れ た グッ ジョ ブ 」 
[対談 ] 大 嶋 和 也 X 山下 健太 | ウラ カン "Evo 解剖 
ワー クス マシ ン 開 発 総括 2017 こ て 2019 | [戦績 レビ ュー] 全 44 台 完全 デー タ File 
GT500 / GT300 シー ズン 多角 検証 2020 年 の GT は こう 変わ る etc. 


A1 サ イズ 特大 ポス ター 
お 求め 方 法 
お 買い 求め は 、 お 近く の 書店 また は 下記 まで 支払 い 方 法 ・ 送 料 に つい て っ AE 
田 パ ソコ ン か ら ご 注文 金額 が 1000 円 以上 の 場合 は 、 送料 無料 
httpS://WWW.Sun-4.COITY 。。 画 ク レジ ッ ト カー ド 払い の 場合 株 式 会 社 三栄 販売 部 
田 お 電話 で 手数 料 : 無 料 ン 送料 : 一 回 200 円 〒160-8461 

京 -27- 

03-5357-8802 画 代金 引換 払い の 場合 nA 


受注 セン ター (平日 10.00~17:30) 手数 料 :300 円 ノ 送 料 : 一 回 200 円 TEL:03-6897-4611 (平日 10:0017:30) 


を お 1 


に 楽し む お 


ラ な の ら 開 始 大 か がら 4 号 連続 


開始 の 号 か ら 4 号 連続 で 。 
1 剛 目 まで 定価 620ー ミ ロビ 


5 冊 目 か ら 620 円 / 同 


23 冊 購読 し た 場合 の 参考 価格 :310 円 X4 冊 十 620 円 x19 冊 三 13,020 円 
※ 特 別 定価 時 は その 価格 に 準ずる た め 金 額 が 異な る 可能 性 が あり ます 。 


スマ ホ ・PC で 


CO 0120 - 222- 223 [24 時 間 365 晶 受付 ] 


お 電話 の 際 は 、 あら か じ め ク レジ ッ ト カ ー ド と メー ル ア ド レス を ご 用 意 く だ さい 。 


念 抵 の 雑誌 の 定期 購読 の ご 契約 は Fujisan.co.jp と な り ま す 。 
@⑯ お 申込 み は Fujisan.co.jp の 利用 規約 に 準じ ます 。 


| 問い 合わ せ 先 | 富士 出 マ ガ ジ ン サー ビス cs@fujisan.co-jp 


ジン UtO SDOF 


今 だ け 』23 冊 セッ ド が 


2.000 円 OFF 


2020 年 auto SDOrt [23 國 セッ ト ] 
2,000 円 お 得 ! 
通常 セ ラド 価格 18.800 円 衣 特別 価格 目 目 10 


2020 年 112 月 に 刊行 が 予定 され て いる 23 冊 の AUTO SPORT 本 誌 が まとめ られ た 電子 書籍 の セッ ト 販 売 で す 。 
未 発売 の 号 は 配信 開始 時 に 自動 的 に 追加 され ます 。 


XZ ホ EGG ボ オー トス ポー ツブ ックス 上 秩 素 


https://www.-as-books.jp 


@ オー トス ポー ツブ ックス の ご 利用 に は 無料 の 会 員 登 録 が 必要 で す 。 
@ すべ て の 端末 で 動作 保証 は いた し か ね ます 。 

事前 に [無料] 雑誌 コー ナー か ら 0 円 (FREE MAGAZINE) の 電子 書籍 を お 試し し くだ さい 。 
@ ご 注文 完了 後 の 返 金 は 受け 付け て お り ま せん 。 


オー トス ポー ツブ ックス question@as-books.jp 


SURVIWU 


来年 に 向け た シー ト 和 争い は 
る も う は じ る っ て いる 


の Mg/22//4/ 


る 


意 


間 、、、 
まき | 
N se 


いい 遇 
| 2 0 2 1 年 


今 シ ー プ ン の 開幕 前 に も 関わ ら ず 

2021 年 の シー ト に まつ わる 話 が 聞こ えて きた 

世界 最高 峰 の レー ス は シー ト 争 いも 世界 最速 の よう だ 
Text : ルイ ス ・ バ スコ ン セ ロス (Luis Vasconcelos) 
Translation : 水 書 健司 (Kenji Mizugaki) 


Photo : 桜井 淳雄 (Atsuo Sakurai) プ ダ レン ・ ヒ ー ス (Darren Heath) 
ブラ ッ ド ミー ル ・ リ ス (Vladimir RyS) 
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四 ーー テー 世 喰 環 恒 
SN で 加 GS っ 末 思 けり 准 0? 起 
革 必 へ キモ ミミ ・ ミ さい ふさ ー ミ や NHIh 


ー つ っ J の 吐 守 6 し 6 銘 貴 で つ 。 ド 
いふ K・h ロ ロミ K 和 ふ 穫 て へ JP 叶 臣 
マ ” )Jm 寺 本 で さか ミロ 窒 
還 セ Ne 邸 十 幅 け や ホ そ ハ つ で 7 鐘 丸 や 
へ ハ ・ ぐ さく 公 の 結 写 や さ ー へ へ 心 
た ハー し INh そ 人 か 必 AGTJ っ J 公 求 H6 0 
レ 旭 で ーーHKI ト こく こ へ ・ ド IT へ や ミ ヘ ペー 
2JQ 叶 訓 S 坦 べし SN@" で で Q 
OQO 弓 ハーK 和 へ ハ 全 せつ 6n@ 握 GS 選 
し ^ もし けり け QOQー 紀 G ヘ ーーG 届 
IoGG 会 膨 せ 6 で JJ は SN0G 一 
838^ 隔 青 隊 っ ょ JJ ロー スミ や ji ト に K 
SG ハーー ゼ WW で (で し っ Ss うっ" 
革 O 辿 思ふ て ミ 刀 敵 喧 つべ 具 ミ で エド K 
・ く 7 ペー ハ っ ) く ミト ・ 共 人 代 KG 
久 時 宰相 6 っ で pp4 財 っ で うう 


ーー テテ - つ 
SD し で 所 害 刀 な 邸 公 場 3 で 
レ っ っ GS 838 起 . ひ る 選 さ 


6 北 只 せ 聞 と 還 で く < ミイ て ハ G 
mGr さい ペー ミ 公 hh ee 


加 
ラ 
| 


癌 6 WWR つ Bmv 
Lー リ ロ ュ J2JH6N03J 必 時 や 7 スミ や トド に 
上 語 全書 16 想 代 記 時 宮 引け Ne" 
他 普 GDIJIQ。 さや f ト K 全 NOー 
さ 世 ペ 洋 で っ JH 合唱 四 衣 つ じ ぬ GSFJ 
っ Jet っ J” 69620G 果 会 押し SS っ 
只 さ ご ” 血 代 全 ぐ ホース 愉 郊 で つの っ ) せ 
還っ NO つ 信 つつ "QNOQー 性 
SQ さ 和 ペー へ AmA っ J 本 判 民 記 人 癌 
60@ 震 上 補 GL ヒーロ” スペ や ト に く 会 民 
CAmI/720 だ も こい と くど SD で く 直 朗 </74 ニ だ 
へ 本 My 電 し 午 っ ne ren w つ 
My” 選 せ ホー ス 財 っ "や 唱 用 い どじ 
ン で No べ 晃 の つつ し て て ・ 心 玉 ミ hG 
SHHHw 細 ン 全 くし っ ro" 
Jp3QtQS。 ペ さ PKK や く /7/ ミ て 
へ 性 将 セ 枝 則 下っ 丸 ” 日 せ ・ 
I ト 心 ふ 計り ふ ぶ で ベー 弧 時 で 由 
鷺 思 @S” むさ 人 色 捉 20 四 る 
憶 全 下っ うり 穴 つ し っ SS っ つぐ せつ 公民 
人 ^ 問 トロ エマ K・ ヤ キー ロ ジ で te 
LO の 有 6 瞭 丸 人 で ユー ペー ュ J) セ NGJ う J 
きる ホース 公 区 表 つ し 8 で" や ドミ さ ト 
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3 人 JG6 れ ホー スロ 飼 N@ ける で 
in” NunSSN03)” く // ペ て ハ スミ 
ゃ Dih ト KG 男 じ 江 表 や く 本 較 せ 。 相 燥 
回 し G< 剛 9 は SN05 INHINーー 直 
摘 ぐ 叩 公 信 ン で " く / ミ て ハ 細 央 
G 蒲 棋 つけ ロン っ うっ JAJAQ 補 会 弄 けり ネ 
さや i ト くっ ) 邸 是 じゃ te て ThCih そ て 
ー ば っ きっ JJ 公 <Q NG 幼 氏 中 
ヘー6 注 操 け せき 全 つ る きっ nn 2 っ 
で や | 連 ぐ Q け 8 寺 で 4m い 式 6 環 
4633 ツン” 4 ヘー 人 KK へ 宣 半 GO 8 
SN 川 に を くさ < まこ いい (ka に ぶよ 


ふく 公 昌 Ne6N ホ ー く で 得 曲 


| 民 尼 穫 ぶ KG 守 記せ "くん ミー て 
へ っ や 表 隆 品 和 37 SO 柚 崇 回せ 「 層 
ご meG 0 ン | 攻 志 SG し SN@" スミ 
Pf ト KJ つつ し ば こさ ミー へ 公 っ te 忠 
さ ^ NG 映 展 6 表 和 KG や 心 S 民 絆 
SS こ NSRTNTIN て マー 世 ょ J3J 朴 で 
Ne” つ 公 つ 〇 | 加 楓 拓 里 H 視 会 QOQ 
の 革 け 還 SE 画 て Oste-J)) 必 ド さ ト 
3J で 公 QG の 世 し 涯 丸 人 ホー ベ ユ 


ー ペ ペー 中 いで SS で SG 生 ) 
ふく 全 蛇 来 G ト へ く 一 へ 刀 で OnOTJ 
JO 紀生 つじ し や Ne は” 旨 NO 
ン < ト 由 公 貴 G そ に K け SNe? っ 
へ Gp” ホー 公 財 ぐ 回 @ く ドー 
レル へ いく K 据 中 し w%S 公 で GS 喰 4 QO 
Q 吐 8 沢 一 2 込 ・Ih や さ 旨 放 る 
臣 つ " くん ミー ハス て し 2JFJ し 負 
で 6 会 移 介 人 S つ の 〇 の セ tG 了 引 入会 耳 
っ 会 Q385 や つ し "IS や さ 色 較 螺 眉 
選 層 で 8" WWG 半 つつ 384 ぐ Q ン 選 全 スミ 
PifhK リ 崩 Ne@tJ) ロ で に <nSEGm 
<mQOQQ 吐 BT へ 公 Rh 郭 人 も で 
し 臣 柚 ! く ん ミイ て ハ 6 吉 唱 皿 人 つ 
っ 公 2J 心 会 会 詞 
KAK ロ 醒 接 絡 人 SQ4HRE 峰 っ" 
JJ で し ベーG く N ド ポー ドル へ に K 品 時 
つ 志 むむ で SQS うっ) っ 心 ” 経っ 
nh さや キー 公 公 会 レン io? 

| RINHINー こ GR ペー し ゃ 7 
や くく 中 へ ・ ぐ 私 ト さ 公 6 で て 四 
の 閉環 ロ 閉 や で レス っ t@? 苦 財 る 
る さい さ ー ミ @ 選 購 時 つ 県 思 せ 7 
nH 一 つ 全 補 門 G 抽 財 JJQOQ ぐ ざ 吐 
し G 邸 足場 く 和 JJG 柚 交会 ^ 
ン 中 全 で し っ い e ロ 天 っ きっ ? <FMTG く 
トペ 会 さい ユー ミ 史 十 回 Ne 公 。 る 


マコ Jp 表 上 池 くい ドー ドル へ に く K 史 | 代 や や" 


尋 S 邸 定 全 トト ー で hG 会 や つつ で 
っ 公 NG 環 く mp 吐 虹 ら 失 器 
端 む Q で 生 ボ で 條 させ や 虹 針 下 ー 
さ 全 mw 且つ し っ きっ うり 稚 わ " 
税 盾 で 了 拓 玉里 軒 和 Ne 会 や つ で SS っ " 
や つ し "て や トミ 公 hHINー 選 慌 hG 
っ J セ で” QOQー 弓 G さ いさ ー ミ G 
ミー て ホー ゼ の べべ 正直 ぐ SS 会 全 必 喘 
3 で IGTJ ュ J1J ま SN⑥” 


は な 新 


OSNO3ANOOS 名 7 


9O 


最 優 


ム も 彼ら を 


人 れる の は どちら か 。 


ュー 


を 手 ( 


チー ム と 長期 の 契約 更新 を 発表 。 チ ー 
称号 


ュー 


世界 王者 "の 


ュー 


ルト ン を 下 し 、 先 【 


こ 
で 
へ 


見 えて いる 。 ハ 


昨年 、 い くつ も の 名 バト ル を 見 せ た フ ェ ル スタ ッ ペ ン と ルク レー ル は 、 和 年 未 年 始 ! 


先 と し た 体制 を 敷い て くる の は 目 【 


nHIー@ 抽 市 時 ーー 時 壮 型 30 直 
人 <Q 共 代 以 K ュ J 1 日 ミ ・ つ ドミ ンー 
本 * コ wWK つ し 08? 親 忌 吾 キ ・ 中 
YTY へ G 出 悪 己 きつ し で 丸 公 
喉 選 きく n ト ミロ ジ で te 生 In く ーー ュ ) 
つ し 7 ホー ー 孤 諾 SNe@ べ 庄 
け 16 で で 36 INHIN 一 つや さい ペー ミュ っ ) 
臣 つ べく ミド ト 話 nfKR 電 0SS 公 < ぐ * 
ローK 二 ホー ベ ペ ャ て コ 環 全 つ し 写 
間 剛 )) つ R さ つき う て マー 誠 諾 
つ し ねっ he” 8。 芋 ハー に K ハ へ 尊 壮 せ 
oO ズ で ぐ 正宮 軍人 回 QG さ ベイ て リロ 編 で 
8” セル 改選 ー ベ へ ぐ 詞 誠 つ レベ" 中 
汽 f6 つ っ 坦 麗 唄 や レス っ N@ さ ロ に K・ 
お や て 和 へ か 7 要り け せ た 代入 に K 移 R ミ 
ご で 提 っ っ の トー く ハト ー 衝 会 麗 
さ ^ テロ ロス 世 りや 交 JRG NH ミ 
K ふ や ぐう りや 表地 括り し っ 7 拉 
結 必 は K ヘ ー ト トト っ ) 氏 雇 村 Ne 中 キハ 
く K 愉 綱 4Q 層 Ne は 6 条 IN へ と ・ へ つ 
K ュ J6 話 由 選 是 つじ” mm 世 で 世 螺 陳 理 
地 人 SNe 脳 公介 Ke" 

共和 AK や 7 必 ド さ h 全 岩 肛 是 め ド 
トト ー つ レン で SN@G っ Cp 赴 C 
いや さや お で ンジ | 人 トト 選 や ス ペ や f ト KU は QA 
革 氏 計 有 避 0 せ 8 和 309 つ 刀 会 し 
や つの 忠信 O 下 し JHINー 全 中 
束 N 盾 選 咽 (人 つ " さい ペー ミネ っ うり) 表 帆 
民 っ 忠 設 eSQ” 選 公 疫 母 避 来 箇 
ht@ 引 幸せ 根本 ロ 玖 NeP さそ とっ) 
も て へ か 唱 下 つつ レ ば 。 NHINー 公 叶 
信 け 久 十 ロ 癖 シン のせ 所 ロン "さい 
ペー ミロ) で し MM 誠人 レ %oNe 本 ベー ム ハ 
ー リ 8 で の NeTJAJ「 Nw つ レス ペペ や リト K 
公 Q 幅 則 豆 審 RS 頂 rSt0 っ の る 8 で 
GS 本 田 全 Q^ 回 で づき 生 wKG 表 
喧 *w 四 琶 っ J 中 4Q で NG 会? 


INYTY へ ぐ 中 兄 り |「 映 や 当代 」 


さか て Tn ささ GQN4HmG ヘ ーー て” 層 
SQOQー 攻 6 州 会 押 N60 レ っ SS っ 色 7 
IJ で は いう し 6 中 回 せ 療 つっ " くささ 
ーー・ ド ミロ 会 30 く SS 守男 Ne 公 7 
中 忘 に 起 JJlD い つ 全 うっ G35 明 りや 
ふ 昌 一 さ ミ ・ ふ ふり U ト て 所 テハ ホー ペロ 
MMmYo や NO いや さ きる っ つや 届 衝 。 斑 誌 
品 け teSQ” 料 GNH ミ K ふ 公 
と て へ G ホ トー ベ ペペ ャ ンー 中 直さ いむ お へ 
一 ・ ト ミロ ロー ミ ・R ベ ユー 
る や つつ 人 る っ や っ ? つ 倒 つ ^ ドミ ロロ 
G 抽 ms 旨 け や p 要 呈し 0 和 。 尼 会 弄 
し ゃ p に 昭 織 せっ 6 し ST で し 
引 う っ じ し 貴 回 必 NeSQ” 課さ ミ ハ 
G 富 時 け 押 ち ve? 4 ト 岬 所 GK 引 己 
旨 品 態 補 公 宗二 oe SQ 

て NO ホー ペペ 率 し じ に” 必 マー 
0 で し や で うっ) や 調 R 呈 ホー スベ ゼ ^ 
ミュ ー ( 連 ぐ 会 エー レ 6 也 訪 和 蝶 二 Ne 
っ Js で 38 倒 ) ルレ い IIー ベ へ ShQn? 
ミー” RT へ ハ 公 ホー ベー ペー リロ 
S つ ON6 ト JJS 届 本 つじ し まや で て 3” 選 
っ J 路 補 如 SS 評 填 場 n っ JH し 巡 で " 
NG 天 4m)6^ QOQー 叶 ペ 叶 や 叶 還 
QO の ORK ロ HHー ロ 玉 じ レミ ンー 
嘩 っ 堪 Ne 光 朋 玉 や ン ShN@ や ミー 任 
に で 抽 財 8" 人 結い K 中 て ハ ・ 
ハー っ ) 皿 出 慎 G る 刀 で 人 LN 維 
括 セ Ne 貴 侯 "に ミュ ー 痕 妃 会 甘 岡 世 具 
G 由 腕 地 民 幅 村 NeSQ” 堅 会 蛇 淫 G 
KT へ NG ホー ペペ ャ て リロ 瑞 3 で NOrJ っ ) 
JpNRRD 癒さ hG? 

レル いい ー さ へ うつ し ゃ ^ っ 役 で や 換 
ツジ 入 人 林 民 剛 G ま おそ へ 人 へ つく KA し 
*ON0@ 3 で 中 補 配 キー ト hGkJJ 避 箇 | 
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SURVIWU 
し か し 、 レ 


安定 し た リザ ルト を 残し て いた 。 


ッ ド ブル & ア ルフ ァ タ ウリ の ドラ イ バ ー 決 定 権 は マル コ 博 士 の 手 の な か に ある 。 予想 外 の 選択 が され る 可能 性 も 多い に ある だ ろう 。 


レッ ドブ ル の “も う 1 台 ′ へ いま 一 番 近 い の は アル ボン か 。 昨年 の 成績 か ら も 分 か る と お り 、 


ー 


月 
に 注目 が 集まる ルノー は 21 


年 以降 に 関し て 、 ま だ 一 切 の 発表 も し て お ら ず 、 さ ら ( 


王 


ドラ イ バ ー よ り チ ー ム の 存続 


け じ ぁ ない 。21 年 は ドラ イ バ ー る や 変革 の 年 に な る 


 )】 
っ 


Ne 


却 も 検討 し て いる と いう も ある 。 果 た し て 


21 年 以降 も グリ ッ ド 上 に ルノー の 姿 は ある の だ ろう か 。 


し 


三 三 
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規則 7 


チー ム の 


けけ et0 3 役 309 832^ ルレ NInh 一 さ ハ し G 由 亜 直 せ 4 ト HH レル し ホー ・ り へ て さや 6 図 で 扇 *G 下 エモ 
3 トレ 


K. マ グ ヌ ッ セ ン 


)。 っ 
IE , 
 S 條 回 IlHNF い 中 モト ーー スペ ャ て つつ し し は Q に 活 i:nnRH Inー ユ KU は ph6 人 3 や つて 科 っ 
き リ フラ い K 起 遇 け きる で や SS マ KK G 窓 IN ベー ロー て ・ へ AH いそ エト く 代り 下 つ し ば 軍 4S ト J 
は まく レー ホー さ し ふ ャ て ミ 串 っ は 容 QG せ ミ ヘ セル へ ュ っ J77 い ・ ヘ ロー ドル トミ ー37 つり 拓 会 刀 る JCG 東 装 し 弄 革 セ ho 
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ペー ジン 記紀 尽 財務 G に 時 会 の 回 に 
公 思 や つ レ し ハー ロロ へ ロ 総 絆 3 
9 財 会 Q 回 7 上 MS を シン 
や 公 で で や 


| p PEN 


し prJGIh ユ ー し レポ 思 表 唱 | 壁 較 
mw し 840Q き っ で 穫 | っ mGGK ふ 


ゞ ミト 回 Jp 幅 っ 刀 愉 日 8” ドー 


中 へ NG ホトエ て K 上 トー し っ SS さる 
K ふ てく 選 家 SS? の の こ 直 相 け 
ィ て 必 ャ し 上 師 を 蝶 志 MKB セ hG 泡 脳 
SS きっ? mn っ で 8 つく 心 全 る ふさ う の の 
SR 刀 シ ンー ベト ヤー へ 
“トマ AG の の Qv じ ポ ゼ 守 JSP し” Q 物 
。 WELGwS" QmmdW 章 mG 「 眠 9o 


9 坦 む ^ 鑑 m の 遇 WUEio 衣 つい 
= Yo - 


訪 uuuouweee 率 C QRG ゼ 7 
っ ミィ SH さ N ヾ へ ・ 日 < 
へ く @ 路 加 さ HG K コ ー 会 和 やつ で 
っ "HISAKG ペ ー は 
EYENOPWNKN 病 革 度 三 
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民 で 7 疑 中 R 全 SNNG っ JO で Ne NN 
ー と ・N で HK ふし 中 水夫 うり) | 昌 層 
し 頂 C GS 会 ペー ドル 私 心 嘱 時 
負 で 還っ エコ に K ロ 骨 で で 時 侯 け 弄っ 
ト J3) や 愉 全 0 し うっ で? つ 全 つ ^ 尽 審 6 
性 調 じ し" ド 昌 交 守 r ぐ レ G の 圭 堪 くく 
いや ES 導 計 ト に ELEINESI さ も ュ 
SNSYCJJUiutIS ま て 

0 全品 由 設 補間 御 SG 公 「 不作 
H せ 区 衣 唱 峰 つ 7 伴 醒 選 で KI ト 
ー 和 し Q 性 G く て K て ふく 選 記 鷺 ” 
下 GKI ト ー 和 AH へ K 史 舞 0 押 半 
G 結 秋 つ Q? NTJH6 し つい 公 で 
JJ ドー 人 A へ 選 J で し 放 っ 坦 む 玉 G 8 還 
問 っ る ン 円 つ 公 で 刀 JteN6 7 尽 人 S レ 
G ル へ へ し SNe り HANw エ ーー ヘー を 
且 上 〇 了 還 こさ" て ho 電車 で し うっ 志 
で か て ・ 心 や の の さじ し 鏡 下 弄 
NNINnA 利殖 回 G く へ か し 交 仙 <Q で 
し 地 民 束 求 っ 。 こ 3p 計 系 洋 し 攻 和 を 
3 着 選 で" いふ ミド ゼ 本 思 つ "て 町 入 


全 ニ ーー 


リザ ルト の 途中 経過 を 


見 た り し て も 、 オ ジ エ の モン テ 7 連勝 は 堅い と 思わ れい た 。 


信 
ト く 
ン 


川 IE 世 DG 世 


Monte-Carlo < 。。 


そう し た コメ ント を 聞い た り 、 


中 | 


3 日 目 は 路面 が 凍結 し て いる 区 間 で 慎重 に な りす ぎ た と いう オジ 


エエ 半 語 湯 だ 


Day 4 (se Jan) 


下 や や 入れ D ふ や 86 全 GT In て ー 
ご 過 本 IIIENDURyS むく ぐ 2) 2 岬 ハ で ご 
テロ ー い っ で G く てく INK 選 豆 因 け 拒 公 


”。 つ 公 つ " ふき ト 全 人 で で " N 
h つ 丸 守 縮 じ G ふ ハミ ーG 訪 
中 回 りき やつ 半 い SG 公 や つて 
こと AS た ENSSS 
い ト で へ や G 交 っ 会 77K 選 店 季 賠 )J 
つ で で 契 紀和 幸せ 坦 N@7 人 AH” mn いっ 
い 丸 拉 決 SSN@H つ トロ Se マン 語 束 対 
さっ 6 で” 町 是 G 地 で し 結っ 堪 
レ し っ QGS7 

つ 全 つつ " 普 財 6 て No て I い マー 
GS 信じ 書い ミレ 史 骨 で 癌 rSSS 公 で 
や K 一 り ミ 公 士 醒 本 公 Q 区 名 風 つ N" 
ぐ K て ふさ 時 庫 つ " 雇 n の 遇 由 人 


誠 


『 ル で スズ ス 
ンク 


Day 3 (ss Jan.) 


20.02 20.68 20.59 16.87 20.73 16.87 20.73 18.41 13.36 18.41 13.36 
1304'9/2 1320'8/ 1 11'52"0/ 1 13 14"1 / 2 10'29"6/ 2 1242"0/2 9"35'4 / 2 1221'5/ 3 1130'"3/ 3 9"54'4 / 3 1126'5/ 2 9'39"0/ 2 


が 
ツ い 彼 バ い 


、 な 


74/2 
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Lew | sw | sw | sw | ss | ws | ss | sw | w 


+6'5 +1"4 


+6'2 
は 、 オ ジ エ が 2 番手 より 速かっ た 場合 は | - 」、 後 れ を と っ た 場合 は |+] と し て いま す 。 


タイ ム 差 の 表 


+1"0 +0"8 +7'6 
-0"02 


-0'26 


1326"1 11 52"6 1313"1 10'28"8 12 34"4 9'34"6 12"12"0 11 24'1 9'47"9 11'251 9'39"0 


時 


20.59 
Evans 
13'00"7 
+4"2 
+0'20 


M の 7 の 及 


表 オ ジ エ の 今年 の モン テ で の SS べ 
スト は 3 本 。 パ ワー ステ ー ジ フ 
ィ ニ ッシュ 後 の イ ンタ ビュ ー を 受 
ける オジ エ 。 パ ワー ステ ー ジ の ス 
ター ト 前 の 時 点 で は エバ ンス か ら 
1.5 秒 差 の 3 番手 だ っ た が 、 同 ス 
テー ジ で 1 秒 7 逆 転 し 、2 位 と な 
っ た 。 話 ヌ ー ビ ル が モン テ 初 優勝 。 
隣 の オジ エ は 、 新 し い ク ル マ で や 
れる こと は や っ た と いう 表情 か 。 

[も う 少 し 時 間 が 経て ば 、 一 緒 に 素 
晴らし い 結果 を つか むこ と が で き 
る は ず | と コメ ント (トヨ タ の リ 
リー ス よ り )。 是 ヒ ュ ン ダイ に 移 
籍 し た タナ ッ ク が 2 日 目 の SS4 で 
高速 城 か ら コ ー ス オフ し 、 マ シン 
は 回 転 し な が ら 大 破 し た 。 幸 い 、 ク 
ルー は 無事 で 、 タ ナッ ク も 25 日 に 
は サー ビス パー ク に 戻っ て 顔 を 見 
せ て いた 。 (as) 


ese/@/ 


自制 的 な 戦い 方 が 
隙 と な っ た の か …… 
クル マ の 出来 に は 満足 


(2 の 797/// 


の 返 | し ク 一 分 ス 知 隅 か イ も の え 関 ス が に う エ が 果 さ で 条 く ま ム 
固 つ っ トリル た の の な 々 も ン ヌ バ な し に 土 に バ ら を を スタ そ P 叩 り で 
いた に タマ し ギ 微 る まし グ | ラ か て は ふ 曜 見 ン と も 受 浴 トイ ベ べ い ク 走 
決 オ な イ に か ヤ 妙 領 で れ の ビン つも 満た 午 え ス W け ま ッ ト っ て ルリ 
意 ジ っ ト 対 に ツ な 域 理 な 完 ル ス た ダダ 足り 後 た の RH 入 せ ブ プル て 凹 マ 
が エ た ル す 勝 プ 差 を 解い 成 に は と シン し と か " ほ C れ な し と 嘉 ま の え 
感 "と 争 る て に が 多 し " 度 導 良い パ て も ら オ う 2 て が た 同 び せ ル た 
じ そ 思い 理 な な くく て 同 転 かう | お ヤ 失 ジ が 勝 い ら オ 様 を | ヌ 
ら の うに 解 か っ ポ 残 いじ 違 を つ “の りり リ 速 エ 目 た も ジ モ 表 最 フ Il 
れ 眼 一 向 が つた デ す る ク い 許 た そ 減 ス し と 失 を “" “エン 現 後 を ビ ピ 
た に と けさ た の イオ ヌル に し の れ 衰 セ の た エ 望 つ 2 極 は テレ し は バル 
? は ラ て ら の だ ウジ | マ 理 た だ くく カッパ よ バ 感 か 番 め わ の た ルン は 

王 リ は に は ろ ム エビ に 貼 の が ら 程 テフラ う ラン は め 手 て ず 連 ? 1 バ ^` 

座 | い 深 残 う 1 と ル 乗 が は " い 度 イオ ォ オ に ス 大 な に 冷 か 勝 フ ン 興 

春 を いま 念 " ` エ と りあ セ そ クレ し ン | 見 は きか 着 静 に が の と 春 

本 振 ス つ だ 2 バ パ 続 る ツ れ ル か グマ えと いつ っ つけ に 悔 で 上 激 の 

へ り タ た が 段 ン 未 け の テ で マ 変 に ン る も よ た な 結 し ご に し あ 


2020 WRC Rd.1 
Monte - Carlo results (tope6) 


SS: 16 (304.28 km) Total Distance: 1.505.64 km 


33 E. Evans / S. Martin TOYOTA YARIS WRC 3:11'11"9 M 
4 E. Lappi / J. Ferm FORD FIESTA WRC 3:14'06"6 
| > keroeweoexeee | sees| ws 


Day 


[ 
SS トッ プ ま た は 2 番手 の ドラ イ バ ー 
SS タイ ム 差 (A-B) 


Day 1 (ss Jan. 


1 


17.47 


同 ド ライ バー の SS タイ ム (B) 
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抑 の と れ た 日 ら 
え ぎ だ た る “上 曜 ひ 
て 切 が 立 昨 日 と 
の つっ 場 年 2 つ 
優 た モ で と 本 す 
勝 ン 了 最 の 目 つ 
6 テ 終 違 で 順 
最 年 マセ いつ 位 
終 連 イイ ク は い を 
S 続 ス シ ` に ア 
S 勝 タ ヨ オ 首 ツ 
を 者 | ンジ 位 フ 
ト の の を エム へ 0 
ッ オ 追 戦 か と 最 
ブン 撃つ ら 躍 終 
タ エエ を た 追 り 日 
イ を し ご わ 測 の 


SS ご と の オジ エ と トッ プ ま た は 2 番手 と の タイ ム 差 


) 


Day 2 (s4 Jan.) 
25.49 20.02 
16'49"2 / 2 13'30'4 / 4 1146"7 / 2 


16 237 


1322"0 
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Text & Photo 


< て 
トー 
〇 
>ー 
( う 
ビ 
ら 
〇 
で 
回 


の Q 〇 ハーK ハ へ 情 レート マ 
N こ ー 心 そい N ト hS ポ | 替 つ で て 
ふ ? < ト 肉 出 G そ エコ K 且 上 エ 〇 は いっ 
P レ や” 8 民 GwN ミ ふ ャ て ミ 寺 喧 引 
ドロ 間 つ 凌 信 Ne シン 中 上 ト 太 さ ロロ 
< だ や レト TNI トー て 選 楊 つ し 和束 " 

S 全 し ゃ 糧 思 つ 選 っ も マハ て ゼ 日 ハ 
AA へ "HANAAN・ か ロ AH ふ て ・ 
ー ハ キー で 垢 工 里 寺 選 せ "| 笠 計 に S 
TPS っ Ss 和 会 Q。 M 衣 和幸 jD 大 人 あ つ 
7 HANS で し le 関 ピ 中 結 
GK と NBSO し っ G+J 還 っ | 
っ JmMm 叫 や 67 ZIn そ て ー:p/ 「[ 甘 
中 て べ 心 会 っ っ GS し ヘイ ロー ミネ つ 負 
な っ | (や く K 中 て ハ ・ 民 AH) 「H 
へ へ くせ 引 R]| (ミト で へ ・H く こい) 
Si.4 還 IIhIIIEEM 

8 まく と へ Am や p 察 刀 け 表 貼 
ロホ ー ハ へ 刀 層 時 ” 叫 人 で で し 
Io の ざ べ ー6 細 員 二 玖 飲 楓 つつ " 四 李 で 
旬 i ト マト ささ へ ハモ キミ SS20 や 穫 ト で 
へ 回 や 咽 環 全 図 Q で レ っ 616n 
ヒ 〇 と の ヒマ の て NO 〇 〇 GOー と 
60 且 エビ レト 日 人 ト で さ 心 ふ 一 
郊 人 SN て さ ・N ト 人選 ー8 [HK ト 
Lih こ で KS" 日 い K ト トロ 
っ し ぷに 豆 交 屯 EFJNS っ 会” 晶 郁 
けり レル ハハ ぶ 半 ご つ し っ ne つ ^ と NN 
レル へ KJjpK ト か つ し っ he| 次 全 さ せ 
ょ SONn3J? 

QO の ハーK 和 へ Gi トロ ーー 
ャ ニー4H 到 会 ホー ス 問 で 丸 ト J 公 7 
QOー の 革 選 援 JG 個 環 さく N ド ポー 
レ へ に い 玉 近 せ 繧 つっ 公 " 司 二 性 し 咽 
で 3 マー 公 Q6 革 因 介 旭 5 
訂 っ ? IN さい KK トー へ ・ ロ 選 
受 〇 ^ ドー と ・N で HK 必 受 〇 ^ 
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/g//9////2)/ 


ダウ ン フ ォ ー ス 重視 の エア ロマ シン 


証 中 間 ト ルク アッ プ を 果たし た 2020 年 型 エ ンジ ン 。 ス テー ジ の 標高 
が 2700m 以 上 に 達する 第 3 戦 メ キシ コ で その 真価 を 見 る こと が で き 
そう だ 。 還 5kg 以 上 の 軽量 化 で ハン ドリ ング 性 能 も アッ プ 。 た だ 、 こ ご 
れ だ け の 軽量 化 と な る と 、 抜 本 的 な 見 直し が 必要 の は ず 。 本誌 で は 引 
き 続き 、 そ の 内 容 を 洗っ て いく 。 ダン パー は BOS、 ブ レー キ は アル コ 
ン の シス テム を 採用 し て いる 。 峰 フ ェ ン ダー は 前 後 と も 押し の 強い デ 
ザイ ン 。 フ ロン ト フ ェ ン ダー 上 部 に は ウイ ング レッ ト を 装着 。 そ の 下 
の 部 分 に 負 圧 を 発生 させ 、 フ ェ ン ダー 内 の エア を 積極 的 に 引き 抜く の 
が 狙い だ ろう 。 還 スー パーGT GT500 の 車両 に 見 られ る よう な ディ フ 
ュー ザー を まとう 。 エ キ ゾ ー ス ト は セン ター に レイ アウ ト 。 還 リ ヤ ウ 
イン グ は 2019 年 に 形状 を 変更 。 エ アロ に つい て は 、「 ド ラッ グ を 
(多少 ) 犠牲 に し て も ダウ ン フ ォ ー ス を 優先 | する と いう コン セプト で 
開発 し て いる と 、 投 術 部 門 を 率い る トム ・ フ ァ ウ ラー。 
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SDeClfications 

Engine type In-line 4-cylinderturbo, directinjection 

Enqine Displacement 1600 cc 

Max. Power Over 380 PS 

Max. 「orque Over 425 Nm 

Bore / Stroke 83.8 mm / 72.5 mm 

Gearbox 6 speed hydraulic shift 

Front & Rear Suspension Macpherson 

Gravel 300 mm air and liquid cooled 

AAAM Tarmac 370 mm air and liquid cooled 

Length/ Width / Height 4085 mm [inc. aero device] / 1875 mm / adjustable 

Track Width adjustable 

Wheelbase 2511 mm 

Min. Weiqht 1190 kg 

Top Speed 201 kph [ratio specific] 

い | 進 0 と 感 り て リ の 出 に nn て ト の 似 シ カヤ っ が イ い 

い マ 化 2 同じ ス い | 車場 よ 8 T い を 好 て グッ ツリ て 異 ・ た 

こ ン “ 0 様 て W な " 両 す り - 0O る 変 み い ス レス いな ラオ 

る ス と 年 の いい で る 高 Y よ 更に る タ ・W た り ト イィ 

う ア い 仕 フ ま C の 記 開 勝 今 70 うす 応 と イロ R よ バッ 

-・ ツ う 様 和 す に で 幕 田 季 DU 売る じい ル パ バ パ 6 う セ ラド 
プ 言 の | 一 は 比べ 戦 貴 は ナ A ? な て う が ン を だ ッ は ・ 
が 葉 ヤ リ と リ り 寺 尽 モ 元 ヤ ヤ 、 ど ス " 近 ぺ べ 駆 が テ ド タ 
図 以 リン ア は 外 ン と は リ レ 史 で イ あ く ラ る イィ ラナ 
ら 上 スグ オク で の テ に スン クタ イツ ウツ と の オク シン イ ッ 
れ の W を ジ シ き W カ 2W ン G 和 れ 学 3 りり ク ド ク 
て 大 H 得 エ ョ ま R ル OHR プ G ぞ 類 ツ 人 エク 2 も ン と 
い 幅 C て や ン せ カロ 1C ロ れ の ド テ は 0 大 グ ヤ 
る な は い エ の ん | に 9 で 2R に レラ イド エ 和 年 き ス リ 
と パ 。 る バ 良 が に エ 年 8 ラ a イ イン ラバ 作 く 《 ク 
見 フ 正 ゾン さ 乗 ン 仕 戦 ム C 応 ア バグ イン 様 異 イマ 
て オォ 4 常 2 ス を ヤ っ ト 様 に 一 し ウ | も ビス の な ル テ 
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利 HNIS は CW へ ン ご 洒 忌 商 局 3 へ 
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Monte-Carlo つ eco 


明月 月 月 用 


ミ 出 し て いな い " 
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目立つ 変更 は ディ フュ ー ザ ー く らい 


夢 信 頼 性 と パフ ォ ー マ ンス の アッ プ が 図ら れ た 今季 の エン ジン 。 し か 
し 、 開 幕 戦は 従来 型 の スペ ッ ク で 戦っ た 。 嗣 ダ ン パ ー は PKM 製 、 ブ レ 
ー キ は ブレ ン ボ 製 を 使用 する 。 ト ヨタ や M ス ポー ツ ・ フ ォ ー ド に 比べ 
る と 、 フ ロン ト ダ ン パ ー は 起き 気味 。 路面 追従 性 を 重視 し て いる よう 
だ 。2020 年 仕様 で は リヤ の ディ フュ ー ザ ー を 一 新 し た が 、 ロ ウブ 
に よる と 、[ マ シン の フィ ー リ ング は 19 年 仕様 と あま り 変 わっ て いな 
い | らし い 。 婁 排気 系 の レイ アウ ト 変 更 も エン ジン の アッ プ デ ー ト の 
一 部 と 言え る だ ろう 。 開幕 戦 で は 従来 どおり 、 エ キ ゾ ー ス ト は 右 出 し 
だ っ た 。 思 2019 年 に リヤ ウイ ング の 形状 を 一 新 。 同 時 期 に サイ ドミ 
ラー ステ ー の 形状 を 変更 する な ど 、 段 階 的 に エク ステ リア の 改良 を 実 
施し て き て いる 。 話 チ ー ム 代表 の アダ モ 。 か つて 、 イ タリ ア の コン ス 
トラ クタ ー [JAS モ ー タ ー ス ポー ツ 」 で テク ニカ ルディ レク ター を 務 
め た こと が あり 、 ホ ンダ ・ シ ビッ ク WTCC の 開発 を 経験 し て いる 。 


SDGeClfications 


Engine type Hyundai Motorsportturbocharged engine with directinjection 

Enqine Displacement 1600 cc 

Max. Power 380 hp at 6500 rpm 

Max. 「orque 450 Nmat 5500 rpm 

Bore / Stroke 83 mm/ 73.8 mm 

Gearbox Sedguential gearbox, six forward gears andonereverse with paddle shift 


Front & Rear Suspension MacPherson struts with adjustable dampers 


Brakinq System Ventilated disc brakes [370 mm on tarmac: 300 mm on gravell Air-cooled 4- piston calipers 

Length / Width 4100 mm/ 1875 mm 

Track Width 1665 mm 

Wheelbase 2570 mm 

Min. Weiqht 1190 kg 

Max. Weight 1350 kg with driver and co-driver 
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Text & Photo : 廣 本 泉 (Izumi Hiromoto) 
Photo : M-SPORT 


戦闘 力 不 足 と トラ ブル の ダブ ル バ パンチ: 


スポ ー ツ は テー ム ・ ス ニ ネ ン の チ 
ー ム メイ ト と し て 、 昨 季 は トト ヨタ 

で 走っ て いた エサ ペッ カ ・ ラ ッ ピ を 起用 。 
フィ ン ラ ンド 人 コン ビ の 体制 と な っ た 。 
ドラ イ バ ー は 今後 の 飛躍 が 期待 され て い 
る 若手 で ある こと は 間違い な い の だ が 、 
肝心 の マシ ン が 心もとない 。 

モン テカ ル ロ に は フォ ー ド ・ フ ィ エ ス 
タ WRC の 2019 年 仕様 を その まま 投入 。 
目立っ た アッ プ デ ー ト を 実施 し て いな か 
っ た 。 チ ー ム 代表 の リチャード ・ ミ ルナ 
一 民 、I い いま の と ころ 、 サ スペ シラ う ョ ン 
の セッ ト ア ッ プ ぐら いし か 行なっ て いな 
い 。 ヨ ー ロ ッ パ の 連戦 に 入る タイ ミン グ 
で 、 エ ンジ ン の アッ プ デ ー ト を 施し た い 
と 二 え んで いる | と いう 。 

それ で も 、 マ シン の 印象 に つい て ドラ 
イ バ ー は 、「 コ ント ロー ル は し や すく な 
っ て いる 」 (スニ ネン )、「2019 年 と 同様 、 
初め て の チー ム 、 初 め て の マシ ン で シー 
ズン を 過ごす こと に な っ た けど 、 最 初 の 
テス ト の 段階 か ら フ ィ エ スタ WRC の フ 
ィ ー リ ング は と て も 良かっ た 。 シャ ー ン 


Sr 


バラ ンス が いい の で 、 コ ント ロー ル 性 は 
高い ] (ラッ ピ ) と 好評 価 を 与え て いた 。 
た だ 、 モ ン テ で は オー バー ヒー ト に 基 
し ん だ ば か 。、 ス ニ ネ ン が ミッ ショ ント タラ 
ブル に 見 交わ れる な ど 、 予 想 外 の ハ プ ニ 
ング が 続出 。 ト ヨタ 、 ヒ ュ ン ダイ が 芽 実 
な 進化 を 続け て いる だ け に 、 マ シン の パ 
フォ ー マ ン ス 不 足 は 否め な い 。 エ ンジ ン 
の アッ プ デ ー ト を 急 が な けれ ば 、 昨 季 以 
上 の 厳しい 戦い を 強い られ る こと に な り 
で つう だ 。 


胃 エ ンジ ン 開 発 は M ス ポー ツ 社 内 で 行なっ て いる 。 ア ッ プ デー 
ト は 第 5 戦 ポ ルト ガル 以降 の 予定 だ が 、 先 延ばし に な っ た りす 
る と さら な る 苦戦 は 必至 。 員 フ ロン ト サ ス ペン ショ ン 。 ダ ン パ 
ー を 寝かし 、 ス トロ ー ク を 稼ぐ 方 向 性 は この チー ム の 伝統 。 
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SDeClfications 
Engine 


Max. Power 
Max. Iorque 
Bore / Stroke 
Transmission 
Front & Rear 
Suspension 


Braking System 


Length/ Width 
Wheelbase 
Min. Weight 
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Four cylinders, Ford Ecoboost-powered 
1600 ccdirectinjection 


380 bhp 

450 Nm 

83.0 mm/ 73.9 mm 

Six-SDeed sequential gearbox with hydraulic shift 


MacPherson struts with ZF externalreservoir 
dampers, adjustable in bump and rebound 


Brembo ventilated discs 

[gravel: front and rear 300 mm, asphalt: 370 mm / 355 mmj 
with Brembo four-piston monoblock calipers 

4130 mm/ 1875 mm 

2493 mm 


1190 kg 
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絹 日 

2010 年 ラリ ー・ ポ ルト ガル で WRC 初 優勝 証 年 まで シト 
ロエン の 昌 語 多 ス ライ バー と し て 在籍 し て い 門 起 計 13 年 が 
の WRC 参戦 が 決ま っ て いた フォ ルク スワ ー ゲ ア パ 12 年 に 移 
籍 し 、12 年 は ポロ R WRC の 開発 に 専念 。13.16 年 VW で 4 
年 連続 WRC 王者 に 。17-18 年 は M ス ポー ツ 』』 フ ォ ー ド で も 
タイ トル を 獲得 し 、 WRC ドライ バー ズ チ ャ ン ピ オ ン 人 獲得 回 
数 を 6 回 に 伸ばし た 。 19 年 は 古巣 の シト ロエン に 移籍 する も 、 
苦戦 を 強い られ 、 シ リー ズ 3 位 に 。 19 年 末 に トヨ タ へ の 移籍 
を 発表 し た 。 2020 年 開幕 戦 終了 時 点 で 、 WRC 通算 出場 150 
回 、 同 通算 47 勝 。1983 年 フラ ンス 生ま れ 。 
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2 年 ぶり の ドラ イ 


向け て まず まず の スタ ー ト を 切っ た 。 (as) 


し て いた 。 今年 の モン テ は 予想 外 の 2 位 と な っ た が 、 
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攻 WRC か ら は ポジ テイ ブフ ィ ー リ ング を つか み 、 ド ライ ブ が 楽し い ク ル マ だ と 、 


の レー 上 & 右 ) 昨年 12 月 の テス ト で は 1 回 目 (2 日 間 ) の と きか ら 、 ヤ リ 
バー ズ タ イ トル 奪還 ( 


ママ 
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し 
も と も と メデ ィ ア や ファ ン へ の 対応 も フラ ンク で て いね いな オジ エ 。 先日 の 東京 オー ト サ ロ ン 2020 で は ファ ン と の 交 
流 も 積極 的 に 行ない 、 可 能 な 限り 、 フ ァ ン か ら の サイ ン の リク エス ト に 応え て いた 。 (as) 
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ye 区 5 つ 
ee ュー ン ベ 
を < っ の いっ っ る * 
ー ミー 


ーー な ぜ 、 長 年 在籍 し た M ス ポー ツ を 離れ 、 ト 
ヨタ と 2 年 契約 を 結ん だ の で すか ? 

エル フィ ン ・ エ バン ス (以下 、EE) : ドラ イ 
バー な ら 誰 も が ベス ト な 体制 で 温 い た いと 思う 

も の だ 。 ト ヨタ は WRC 復帰 初 年 度 か ら 素 晴 ら 
5 ポー マン ス を 玩 揮 し て きた し 、 と くに 
昨年 の 速 さ は 印象 的 だ っ た 。WRC に 対す る コ 
ミッ トメ ント も 明確 な の で 、 僕 も その 一 員 に な 
り た いと 、 以 前 か ら 思 っ て いた ん だ 。 自分 は ジ 
ュ ニ ア の 時 代 か ら キャ リア の 大 部 分 を M ス ポー 
ツ で 過ごし 、 本 当 に 素晴らし い 経 験 を 積ん で き 
た 。 だ けど 、 時 に 変化 は 必要 だ し 、 成 長 の いい 
きっ か け に も な る 。M ス ポー ツ で の 思い 出 は 永 
遠 だ し 、 感 謝 も し て いる けど 、 過 去 は 振り 返ら 
ず 、 前 に 向かっ て 進み た い 。 

ーー チー ム の 穴 囲 気 や 、 ヤ リス WRC の フィ ー 
222S082GYDS 95 か 2 

EE : フィ ン ラ ンド の ファ クト リー で も 東京 の 

参戦 体制 発表 会 で も 温か い 歓 迎 を 受け 、 チ ー ム 
= 中 < で ある の のど を エン ジョ イレ じ そ いる 
年 4 日間 テス ト を 行ない 、 さ ま ざ ま な 路面 や コ 


ン デ ィ シ ョ ン で セッ ト ア ッ プ を 試す こと が で き 


7070 太 


NosQN 


ON り た WS/ 


の 7/ 


NG 
pam2SOIC 


| 


た 。 こ れ ま で 乗っ て いた フォ ー ド ・ フ ィ エ スタ 
WRC と は 違う けど 、 ク ル マ の フィ ー リ ング は 
最初 か ら 良 く 、 と て も ポジ ティ ブ な テス ト に な 
っ た 。 最初 か らい い 仕 上 が り だ っ た の で 、 自 分 
に 合う よう に 微 調整 を 進め る だ け で よかっ た 。 
まだ 完全 に 理解 し きれ て いな い 部 分 も ある し 、 
性 能 を フル に 引き 出せ て いる と も 思わ な い 。 現 
時 点 で は 、 大 が か りな 改良 の 必要 は な いと 感じ 
て いる けど 、 数 戦 を 終え て クル マ が 完全 に 自分 
の も の に な っ た と き に は 、 改善 点 が 見 つか る か 
も し れ な いね 。 

ー 一 昨年 まで 乗っ て いた フィ エス タ WRC と は 
何 が 違い まし た か ? 

EE : 一 番 の 大 き な 違 い は クル マ の 反応 の 良さ だ 。 
目 分 が 望む よう に 曲がっ て くれ る か ら 気 持ち が . 
いい 。 エ ンジ ン も 非常 に 力強い と 感じ た が 、 ラ 
イ バ ル と 同 条件 で タイ ム を 比べ る こと は (モン 


テカ ル ロ ま で は ) で き な い か ら 、 ど れ く らい 性 。 
個人 的 


能 差 が ある の か 、 正 確 に は 分 か ら な い 。 
に どの クル マ に も 勝つ 力 は ある と 思う 


ーー セパ スチ ャ ジン: 款 ジ エ と 再び 同じ チー っ 2e 


戦う こと に な り ま 2 


、 94 
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EE : M ス ポー ツ 時 代 か ら セブ と は いい 関係 だ 
規 じ 。 力 を 合わ せ て クル マ を 開発 し て いた か 
52 も 仙 事 は レ や すい 。 クル マ の セッ ティ 
ング は 完全 に は 同じ で は な いけ ど 、 方 向 性 は か 
な り 近 い 。 ト ヨタ で も 以前 と 同じ よう に いい 仕 
事 を で きる と 思う し 、 チ ー ム に 利益 を も た ら せ 
る は ず だ 。 僕ら の ヤリ ス に 対す る 初期 評価 や フ 
ィ ー ド バッ ク は と て も 似 て いて 、 経 験 が 少な い 
と は いえ 、 カ ッ レ (ロバ ン ペ ラ ) も 同様 だ っ た 。 
際 導 の 詞 が で 全員 が 同じ 方 向 の フィ ー リ ン 
グ を 感じ られ る と いう の は 、 マ シン を 開発 し て 
いく うえ で と て も 有利 だ と 思う 
ーー あな た の 隊 還 テム と て も 
クレ バー で 、 対 応力 の 高 さ も 感じ ます 。 
EE : で きる だ け 効 率 的 な ドラ イ ビ ン グ を 実践 
する よう に 常々 努力 し て いる 。 外 か ら 見 て エキ 
サイ ティ ング な 運転 は 、 多 く の 場 合 で タイ ム に 
と くに 最新 の WR カ 
高い クル マ で は 、 そ の 傾 
性 能 を 引き 出す 
今後 さら に 削 
(東京 オー ト サ ロ ン で 収録 ) 
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王寺 國際 時 彰 陳 AS5s い ん 前 に 、 ヤ リス 
WRC を ドラ イブ する 機会 が あり まし た ね ? 
カッ レ ・ ロ バン ペラ (以下 、KR ) : 初め て ヤ 
リス WRC を 運転 し た の は 16 歳 の と きだ けど 、 
チー ム の 一 員 と し て の テス ト は 昨年 12 月 が 最初 。 
フレ ンチ アル プス で の ら 2 日間 は 、 タ ー マ ッ ク と 
凍結 路 が 混 さ る 典型 的 な モン テカ ル ロ の ステ ー 
ジ だ っ た 。 フ ィ ン ラ ンド で も ヌス ヌ ノ ンー テス ド を 1 
日 行なっ た けど 、 道 に 雪が 多 す ぎ て 、 タ イヤ の 
グリ ッ プ が まっ た く な いよ うな 難し い 路 面 だ っ 
た 。 そ れ で も クル マ は 運転 し や すく 、 セ ッ ト ア 
ッ プ を いろ いろ と 変え て いく な か で 自分 に 合っ 
た も の を 見 つけ る こと が で きた 。 

ーー テス ト で の ヤリ ス WRC の 印象 は ? 

KR : 最初 に 思っ た の は 、 想 像 以上 に 理解 し や 
すく 、 運 転 し や すい クル マ だ と いう こと 。 予想 
し て いた より も 簡単 に ドラ イブ する こと が で き 
た 。 も ちろ ん 、 こ れ ま で 乗 5NG さ だ 566 
R5 と 比べ る と 、 ダ ウン フォ ー ス が 大 きく 、 ス 
ピー ド も 格段 に 高い か ら 、 ク ル マ の 性 能 を 完全 
に 引き 出せ て いる と は 思わ な い 。 あと 、R5 に 
は な い セ ンタ ー デ フ が ある か ら 、 そ れ も ハ ンド 


リン グ に 大 きく 影響 し て いる 。 パ ワー は R5 よ 
MM まる が に 天 き いけ ど 、 ダ ウン フォ ー ス と セ 
ンタ ー デ フ が ある お か け で 、 む し ろう 運転 が 簡単 
に 感じ られ る ん だ 。 

ーー あな た は 子供 の と き に 氷上 で ドリ フト する 
YouTube 映 像 で 一 躍 有 名 に な り ま し た が 、 初 
め て 運転 し た の は 何 歳 の と き で し た か ? 

KR : 普通 の クル マ は 6 歳 の と き で 、 ラ リー カ 
ー は 8 歳 の と き 。 雪が な いと き は 野原 で 、 冬 は 
凍っ た 湖 の 上 で ドラ イ ビ ン グ を 学ん だ 。 父 ( ハ 
リ ) は 以前 WRC ドラ イ バ ー だ っ た けど 、 た だ 
僕 に クル マ を 与え 、 ど の よう な 反応 を 示し 、 ど 
う 扱 う の か を 何 も 言 わ ず に 見 て いた 。 ド ライ ビ 
ング に 関し て は 誰か に 教わっ た わけ で は な く 、 
自然 と 身 に つい た ん だ 。 

ーー 趣味 は ドリ フト だ と 聞き まし た 。 

KR : そう 。 フ ィ ン ラ ンド で は 大 会 に も 出 て い 
略 M08 見 全員 (いる わけ で は な く 、 た た だ 楽 
し むために 走っ て いる 。 ドリ フト 大 会 を 観戦 す 
る た め 日 本 を 2 回 訪れ 、 福 島 の エビ ス サ ー キ ッ 
ト の 近く に は 自分 の トヨ タ ・ チ ェ イ サー を 置い 
て ある ん だ 。 い つか 日 本 の ドリ フト 大 会 に も 出 


」」 klgHOWWP 且 


2017 年 の GB で WRC 2 クラ ス に デビ ュー。18 年 は シュ コ ダ の ワー クス ドラ イ バ ー と し て 
WRC 2 に 参戦 (2 勝 )。19 年 は WRC 2 Pro で 5 勝 を あげ 、 シ リー ズ チ ャ ン ピ オ ン に 。 


2020 年 開幕 戦 終了 時 点 で 、WRC 通 算出 場 回 数 21 回 。2000 年 フィ ン ラ ンド 生ま れ 。. 


ヤリ ス は ドラ イブ し や すい 
シー ズン 後半 に 勝負 する 


0 ー 

うっ いま AS で 2 
昨年 は GB (写真 ) で 5 勝目 を あげ 、 シ リー ズ 王 者 に 。 以 前 に は 、 ト ヨタ が 興味 を 示し て 
いる と いう 噂 が 流れ た こと も ある ほど 、 ポ テン シャ ル を 高く 評価 され て いた 。 (as) 


あの 


RNN へ も 


Ii の 278 WO 軸 場 (いる RG 
うし た 時 間 は な い だ ろ う ね 。 
ーー ドリ フト と ラリ ー で は 、 求 め ら れる ドラ イ 
自 ラ ク が か な り 較 うと 思い ま 9. 
KR : いく つか 引き 出し が ある か ら 、 ド リフ ト 
か ら ラ リー に 切り 替え る の は 別に 難し く な い 。 
ラリ ー へ の 悪い 影響 は まっ た く な いよ 。 ラ リー 
で は 、 で きる だ け 効 率 的 な 走り を する よう に し 
iG い る けど と くに スタ イル は 決め くい が UN 
父 か ら も これ と いっ た 指導 を 受け て いな いし 、 
そもそも 彼 は 僕 の ドラ イ ビ ン グ コ ー チ で は な い 
か ら ね 。 た だ 、 ラ リー 中 は いろ いろ な 形 で 昌 示 ポ 
ー ト し て くれ て いる か ら 、 本 当 に 感謝 し て いる 。 
ーーWRH カ ー で 了 臨む 初 シー プン を 、 ど の よう に 
戦う 予定 で すか ? 
KR : シー ズン 序盤 は 、 ま ず ク ル マ を 学ぶ こと 
に 注力 する 。 そ し て 、 シ ー ズ ン 終 盤 は いく つか 
の ラリ ー で 速く 走り た いと 思っ て いる 。 も ちろ 
ん 、 地 元 の (第 8 戦 ) フィ ン ラ ンド は チャ ンス 
だ けど 、 個 人 的 に は (第 9 戦 ) ニュ ー ジ ー ラ ン 
ド が 楽し み で 仕方 な いん だ 。 

(東京 オー ト サ ロ ン で 了 収録) 
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ぁ 購読 要項 

下記 の URL また は QR コー ド よ り オ ー ト スポ ー ツ ブッ 
クス へ アク セス し て くだ さい 。 す で に 会 員 登録 を し て 
いる 方 は ログ イン 後 、 す ぐに 購読 が 可能 で す 。 初め て 
ご 利用 され る 方 は 新規 会 員 登録 (無料 ) を お 願い いた し 
ます 。 登録 手続 き 後 、 当 該 誌 の 購読 が 可能 と な り ま す 。 


M 


当時 の オー トス ポー ツ を 
無料 で 読め る チャ ンス ! 


全米 初 登場 1 位 を 記録 し 、 本 年 度 の アカ デ 


ヶ URL 


2 古 帳 CA TIHTmmwe) AE https://Www.as-bookS.jD/ 
画 串 用 まこ ド ves フェ アニ リ J な ・ の ーー 
た 1966 年 の ル ・ マ ン 24 時 則 レ ー ス を 、 当 1 = ko mA campaidn.DhD?no=1696 


時 の オー トス ポー ツ No.13 で 掲載 し て いま 較 


し た 。 映画 の 主役 で も あっ た ケン ・ マ イル 
ズ の 偉大 な 生涯 を 記し た オー トス ポー ツ 
No.19 と と も に 、 無 料 で 電子 版 が 読め る キ 


| と 購読 期限 
2020 年 2 月 末日 
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ャ ン ペ ー ン を 開催 中 で す ! 


オー トス ポー ツ 読 者 の みな さん へ 
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EBBRO 1/43 ス ケー ル モ デ ル ThreeBond 

日 産 自 動車 大 学校 GT-R 2013 #24 1 名 様 
月 一 ペー ス で 新 製品 が 登場 する EBBRO の 1/43 ス ケー ル モ デ ル か ら 
ThreeBond 日 産 自動 車 大 学校 GT-R 2013 #24 を 1 名 様 に 。 そ の 他 


の ライ ン ア ッ プ は エブロ の HP まで 。 
提供 : エム エム ビー 
URL : www.eDbbro.CO.jp 


2019 年 ウェ イン ・ テ イラ ー・ レ ー シ ン グ T シ ャ ツ 
昨年 、 デ イト ナ 24 時 間 で 小林 可 夢 偉 と フェ ルナ ンド 


1 名 様 。 


・ ア ロン ソ を 迎え 


人 入れ た 10 号 車 キ ャ デラ ッ ク が 総合 優勝 を 飾っ た 。 日 本 人 の デイ トナ 総 
合 優勝 は 92 年 の 長谷 見 昌弘 星野 一 義 プ 鈴木 利男 組 以来 4 人 目 。 今 年 も 
10 号 車 で 再び 参戦 し た 可 夢 偉 は 日 本 人 初 の 2 連 加 を 達成 。( サ イズ : M) 


レー シン グ ・ ポ イント ボー ル ペ ン 1 名 様 

2 月 17 日 に 今年 の 新車 お 披露 目 を する と 発表 し た スポ ー ツ ペ サ ・ レ ー 
シン グ ・ ポ イン ト F1 チ ー ム 。 今季 も セル ジオ ・ ペ レス と ラン ス ・ ス ト 
ロー ル の 2 名 で 戦う 。 プ レ ゼ ント の ボー ル ペ ン は 重厚 感 の ある デザ イ 
CE ラック) 同 回 が 92 ク ジン の に に た つて る: 


mes 本 3 。 ハガキ に 、 郵 便 番号 、 住 所 、 氏 名 、 年 齢 、 職 業 、 電 話 番号 を 明記 
し 、① 希 望 す る プレ ゼン ト の 番号 、② 今 号 で お も し ろか っ た 記事 と 
その 理由 、③ 今 号 で お も し ろく な か っ た 記事 と その 理由 、④ 好 き な 


( 金 ) に は 「 レ ー シ ン グチ ー ム へ の ヒア リ 
ング を も と に 開発 され た ] モデ ル が 発売 
され る 。 

フェ イス に マシ ン の メン テ ナ ン ス に 使 
用 する 工具 を イメ ー ジ し た 8 角形 の ベ ゼ 
ル が 共通 で 装備 され る な ど 、 外 見 か ら モ 
ー タ ー ス ポー ツ の 世界 観 を 醸し 出す 
「ECB-10」。 iPhone や Android 搭 載 ス マ 


バン ド ) て 
念 EDIFICE 公 式 HP : https://www. 
edifice-watches.Com/jp/ja/ 


1 


携帯 か ら も 応募 で きま す 
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※ 携 帯 か ら の 応募 締め 切り は 2020 年 2 月 13 日 ( 木 ) で す ! 


ま ざ ま な 二輪 / 四 輪 メ ー カ ー が 特別 協力 
と し て 参画 する 。 

メー カー の 枠 に と ら わ れ な いこ の イベ 
ント の 象徴 と も 言え る の が 、 本 山 哲 、 脇 
阪 寿一 、 道上 龍 の 3 名 に よる 走行 。 1990 
年 代 後半 か ら 現在 に いた る まで 、 日 本 の 
レー ス 界 を 強力 に 牽引 し て きた レジ ェ ン 


ドド ライ バー の 共演 は 昨年 も 見 られ た が 、 


今年 も 「 新 ・ 永 遠 の ライ バ ル 対決 ]」 と し 


圏 モ ー ス ポ フ ェ ス 2020 SUZUKA 

念 開催 日 : 3 月 7 日 ( 土 )、8 日 (日 ) 
信 開 催 場 所 : 鈴鹿 サー キッ ト 国 際 レ ー シ 
ング コー ス お よび 周辺 エリ ア 

久 主 な イベ ント : 新 ・ 永 速 の ライ バル 対 
決 プ トヨ タ ・ ヤ リス WRC デモ ラン ほか 
人 で 入場 料 : 特別 招待 券 持参 の 方 は 無料 
価 イ ベン ト 公 式 HP : https://Www. 


ー ト フォ ン の カレ ンダ ー ア プリ と 連動 し 、 る 上 馬 - て 継続 し て 実施 され る こと と な っ た 。 使 suzukacircuit.jp/msfan_s/ 

分 単位 の 時 間 管 理 を 実現 する 「 ス ケ ジ ュ 7 Nー 用 され る 車両 に つい て は 、 決 定 次 第 アナ 

ー ル タイ マー] や 、 現 地 の 時 刻 に あわ せ 。 を ww ンタ @ - ウン ス さ れる 。 

て 自動 で タイ ム ゾ ー ン の 補正 を する 機能 1 その 他 、 下 ヨタ ・ ヤ リス WRC や 、 今 

が 備わっ て いる 。 旅行 や 出張 で た び た び を で 旬 4。 ご 季 の スー パー フォ ー ミ ュ ラ に 参戦 する 全 A 


還 IE 携帯 か ら の 応募 は 、 下 記 ア ドレ ス に アク セス し て くだ さい 。 ケ ー タ イ ・ コ ー ド 対応 
保 特集 寺 き の うえ 、 下記 まで お 送り くだ さい 。 機種 を お 持ち の 方 は 有 図 か ら ア クセ ス で きま す 。 サ イト に アク セス し た 後 は 、 サ イト 
存 内 の 指示 に 従っ て くだ さい 。 応募 は ひと り 1 回 と な り ま す 。 住所 
等 は 正確 に 入力 し て くだ さい 。 正確 に 入力 し て いた だ か な いと 商 
版 2020 年 2 月 14 日 (当日 消印 有効 ) 品 の 発送 が で き な い 場合 が あり ます 。 
総 ? ※ 応 募 ハ ガキ 、 応 募 メ ー ル に よっ て お 預かり し た 各種 デー タ は メ 
括 ク ッ セ ー ジ の 誌面 へ の 掲載 、 プ レ ゼ ント 発送 、 弊 社 刊 行 物 の ご 案内 
c ン / 〒160-8461 東京 都 新宿 区 新宿 6.27-30 失っ 
ら ル (株 ) 三栄 オー トス ポー ツ 編 集 部 「1524 号 プレ ゼン ト 」 係 https://San-eishobo.jp/form/Dub/3/as1524 
0 マ の 
の 好 /\ 4 
三 S 
ク に ~ コ SS // 
ク な hd 電 SI(GN あ OR 
品 了 提 
ジ あ 
に 2 
な レレ モー ター スポ ー ツ の 息吹 を 感じ る メー カー の 垣根 を 越え た イベ ント 
た 「EDIFICE」 新 モデ ル が 3 月 登場 「 モ ー ス ポ フ ェ ス 」3 月 7 日 、8 日 開催 
へ 々 “Speed and Intelligence” を コン セ プ 田 CASIO EDIFICE ECB-10 メー カー の 垣根 を 越え た 歴史 的 な イベ り 1100 円 ) や 、 ラ ウン ジ な ど が 使用 で 
24 < ト と し た 高 機能 腕時計 「EDIFICE」。 倫 主 な 機能 :10 気 圧 防水 プス マー ト フォ ント と し て 2019 年 に “聖地 "鈴鹿 サー き 、 イ ベン ト を より 快適 に 楽し め る 各種 
ジス CASIO が 展開 する 同 シ リー ズ は 、 昨 年 も 。 ン 連動 ンス トッ プ ウ ォ ッ チ ほか キッ ト で 誕生 し た 『 モ ー ス ポ フ ェ ス 』。 今 チケ ッ ト も 展開 され て いる 。 詳 し い 情 幸 
くき 々 Honda Racing と の コラ ボレー ショ ン モ 坦 発 売 日 : 3 月 6 日 ( 金 ) 年 も 引き 続き トヨ タ と ホン ダ 、 そ し て モ は 、 別 途 記載 の イベ ント 公式 ホー ムペ ー 
| ジス デル を 発売 する な ど 、 モ ー タ ー ス ポー ツ 亀 価 格 : 税込 2 万 5300 円 (ECB- ビリ ティ ラン ド に よる 共催 と な る ほか 、 さ ジ で 確認 され た し 。 
炊 と の 関わ り が 深い 腕時計 だ が 、 3 月 6 日 10YPB-1A プシ ル バ ー ベ ゼル & 樹 脂 製 
氏 


| 党 弥 JI 員 提 山 清 田 居 | 藍 映 選 N 句 一 


ーー マエ 由 が 人 4 中 


海外 に 渡航 する な ど 、 世 界 各 地 を 転戦 す 
る レー シン グチ ー ム の よう に 多忙 な 日 々 
を 過ごす 人 に も 最適 な 時 計 だ 。 

価格 は 税込 2 万 5300 円 (シル バー ベ 
ゼル 十 樹脂 バン ド 仕 様 ) か ら 。 レ ー シ ー 
な 只 囲 気 を 感じ た い 方 は 要 チ ェ ッ ク だ 。 


(6450 


マシ ン が デモ ラン を 行なう な ど 、 今 年 も 
見 どこ ろ 満 載 な イベ ント と な り そ う だ 。 
な お 、 入 場 料 は イベ ント 公式 ホー ムペ 
ー ジ に 掲載 され て いる 「 特 別 招待 券 ] を 
持参 する こと で 無料 と な る ほか 、「 グ リッ 
ド &E ッ トウ ォ ー ク チケ ッ ト ](1 日 あ た 
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特別 定価 /30 円 | 本 体 664 円 | 


34th Le /Mans 24H RACE RESQLT 1i966.6.17-18 / Circuit de la Sarthe 13.461kmx24 時 間 (360 周 )=4845.96km-2.87km 予選 出走 55 台 ・ 決 勝 出 走 55 台 ・ 完 走 15 台 17 日 16:00 ス ター ト 曇り 一 時 雨 プ ドラ イ & ウ エッ ト 


Pos. |Class POS. No. | Driver A Driver B Chassis Engine Cyl. DiSs. Valve Induction Mount Tyre Weight IEntrant Distancel| Laps Speed| Qfy. Timel Grid 


。P/5000+ 

PHO 
P/5000+ 
P/2000 
P/2000 
P/2000 
S/2000 
GT/5000 
P/1300 

_ GT/5000_ 

。P/1300 

”P/1300 

ー P/1300_ 


2 BB. マ クラ ー レ ン NZ  。 C- エ イモ ン NZ  。 フォ ー ド MkT  。  。 。 フォ ー ド V8 6982 OHV 1x4C ホ ー リ ー mid 。GY 1211 ShelbyAmericaninc. 4843.09km 360 201.795kmh 3'326 4 
MM マイ ルズ UK や が 00 NZ 人 2 当 ド MkT Mew の SI 6 -。 V8 6982 OHV 1X4C ホ ー 前 織 NMeWn 222 Shelby A American Inc. MM 4843.0 07km 360 ーー 201. NMI 3'3177 。 2 
5  R. バ ッ ク ナ ム USA D. ハ ッ チ ャ ー ソ ン USA フォ ー ド Mk.L ) フォード V8 6982 OHV 1X4C ホ ー リ ー mid 。GY 1245 Holman&Moody Inc. _4681.57km 348 195.065kmh 3'34'6 9 
30  J. シ フェ ー ル CH C. デ イヴ ィ ズ GB ポル シェ 906LH ” ポル シェ F6 1991 SOHC ボッ シュ ini) mid DL 712 Porsche System Engineering 4562.13km 339 190.089km/h 3'51"0O 22 
PIA D 。 H リ ジン ゲ D ポル シェ 906LH ” ポル シェ F6 1991 SOHC ボッ シュ in mid 。 DL 712 Porsche System Engineering 4548.37km 338 189.515km/h 3'52"2 23 
32 U. シ ュ ッ ツ D  。P デ ・ ク ラー ク  ZA ポル シェ 906LH ポル シェ F6 1991 SOHC ボッ シュ in mid 。 DL 712 Porsche System Engineering 4534.93km 337 188.955km/h 402"5 31 
58  G. ク ラス D 。  R シ ュ トメ レン  D _ ポルシェ 906 ” ポル シェ F6 1991 SOHC 2x3C ウ ェ バ ー mid DL 688 Porsche System Engineering 4440.73km 330 185.030km/h 3'55'8 27 
29  P カ レッ ジー GB  R パ イク 0 に が フェ ラー リ 275GTB フェ ラー リ V12 3286 SOHC 6xDC ウ ェ バ ー front DL 1206 Maranello Concessionaires 。 4212.50km 313 175.521km/h 415'5 37 
2 日 グ ラン シル  F | 疹 人 08 | アル ピー ヌ A210 光ら L4 1292 DOHC 2xDC ウ ェ バ ー mid DL 683 Ste Automobile Alpine 4185.19km 311 174.383km/h 425'4 44 
。 57 P ノ ブレ  。  B  C デ ュ ボ ワ B フェ ラー リ 275GTB "。  。 フェ ラー リ  V12 3286 SOHC 6xDC ウ ェ バー front DL 1219 Ecurie Francorchamps 。 4171.62km 310 。 173818kmh 415'9 38 
ー 44 J シ ェ イ ニス 。。 F RF・: ラ ジェ ネス ト F アル ピー ヌ A210 。 ルノー  L4 1296 DOHC 2xDC ウ ェ バ パー mid DL 691 EcurieSavin-Calberson 。 4124.45km 307 171.852kmh 427'2 45 
MM 4 滑 G 0 MEMO 9 7 " 層 アル ピー 由記 2 の 0 昌明 凍 還 内 光 ツ 。 1L4 1296 MA DOHC _ 2 の NNN0 ツ グ 0 員 に に め Automobile Alpine MM 4124.4 42km 307 JI 21 INSMAM 。 4'25"2 43 
46 ME アン キ 。 。 F  J ヴ ァ ナ ティ イエ ーF ee ヌ A210 。。 。 ルノー  L4 1296 DOHC 2xDC ウ ェ バ ー mid DL 695 SteAutomobile Alpine 。 4107.39km 306 171.141kmh 421"9 41 
F F 
S 


I さ IoSISIEIGioloiaioiminiolmiー 


GT/2000 35 “ っ 。  F  J ケ ルク グエン  F ポル シェ 911S 。  。 。 。 ポル シェ F6 1991 SOHC 2x3C ウ ェ バ パー rear DL 1052 JFranc _3821.53km 284 159.230kmh 441'O 50 
2 2 ー テ キー る 2 DO PP 00 の 200 PC BU SOUPCOBN POPRYP2SBR POOSIWII PCOGES 
本 200NNII CGNIP2P の HORSE は ZNN の POR 2 の OPROPESOOE2OC HTTPDP CPPOSBSSTEHHERICH HPEPIR DEE ピン PCO27 
。 P/1300 。 49 P ホ プ カ ー ク MSN の 2 PSPSBE ステ ィ ン - ヒ ー レ ー・ ス プラ イト BMC 。 。  L4 1293 OHV 1xDC ウ ェ バー front DL 720 DonaldHealey Motors Ltd. 。 21 時間 目 237 ガス ケッ ト 449'2 52 
”S/5000_ 旨 還 軸 縛 お 泊 8 ビス カル ディ 0 | MA NN ・ ブ ル ボン パル ム F フェ ラー リ 275GTB_ フェ ラー リ MM 人 WAM 3286 SOHC 6xDC ウ ェ バ ー 。 font DL Pu 師 Hugus 。 20 時 間 目 218 MM "クラ ッ チ 411"3 80M0 
UISUR eo PPP oOOOPPOORBP2DCDO PIGRREYRBBSHSRRPUIRPDIBGBIBSES ROSETGIR CRO2RPGDOOO 
NIIPSPORNI PHP と OO 2 NR の PPPOHRS262 つ CORPP2DSOPPNTSICIRS RRBI2SPR 20 ee 
PB 
596 020 mh DD  709000WHPADC  BHPH2Dn ウッ クッ om 
OSS000ti 2 HE の tt 時 PIEUm SCH 昌 昭 づい 20 証 時 PH 03 22CHPHOOE KDDDI つ WPGURHGPSESIC5GVESEEHEIPOR TCRTEB2 お 2 フト 72 HB 
SWBED 本 ET と 6 の 細 エー テ デ DSE ーー 育 = テ 1 5 dBOio 2 BDP NSR FOO 字 2 ーー ーー 可 ore 
EC Es 時 Up 芝 の の INS 2 EE 50 上 ti27 GHC BDD の RG ES PC2ER MISCSBFS ーー Ns ーー ーー テー 
5 人間 90UES2UESSN 計 PPYI38 証 2525EU 有 78 連 CBOG 人 RPC の 
P/2000 。。 。 41 JP. ベ ルト ワー ズ F  。J セ ル ヴ ォ ギャ ヴァ ント マー トラ M620 。 " 。 BRM V8 1915 DOHC ルー カス ij DL 889 MatraSport 。 13 時 間 目 112 クス 3'54"9 26 
RS 2 リロ の の の OO 0 の 0 0 OS mo 
IPTEOP OO 
CUE RCOECORB PPP 時 PBPPSOEHIDU HPERSPU 2 PR PBP OK CPGRDEREITH 昌 ISSO 拉 PCE 唐人 20 計 時 の REZPOREP 
RUI BS CE の UPRCOORR PO 2 の 2 OO GO 
。 P/5000 。 18 M グ レゴ リー USA 日 ボン デュ ラン ト USA フェ ラー リ 365P2 フェ ラー リ V12 4390 SOHC 6xDC ウ ェ バ ー mid 。GY 1047 North AmericanRacingTeam 。 9 時 間 目 88 ミッション 345'0O 16 
昌和 GOO EPCPZR SODZZPEPG OPD 0 ウ ウ UP PUIS POURDWE 証 CSHRCDD EMI の の 
NIS20000 人 2200 F 。  G コ ッ ホ  。  D ポル シェ 906  。  。 。 。 ポル シェ F6 1991 SOHC 2x3C ウ ェ バ ー mid 。 DL 692 AugusteVeuillet 9 時 間 目 110 アクシデント 4037 33 
HIGHNN PR UPPCESPUES CUERPPOP 00 PR PO POOCN PURERPPRIBRSPORHRREP PICOUE 2 DOOR PO 
ーー ea NO UP 0 Be WO の OO WRONGOSSROPOROGD PO 0 ep 
PSNOH グン COO Eo REI HO PR OO 
。 P/5000+ 902002B _USA 。 J ボ ニ エ  。  S シャ パラ ル 2D シ ヴ ォ レー V8 5364 OHV 4xDC ウ ェ バー mid  FS 892 ChaparralCars 。 8 時 間 目 111 。 電気 系 続 3351 10 

P/2000 43 JP. ジョ ッ ソ ー  F _H ペ スカ ロー ロ  F マー トラ M620 。 。 BRM V8 1915 DOHC ルー カス hn) 。 DL 900 MataSport 。 8 時 間 目 38 NIINI20A207 

_。 P/1300 il 還 85 に 還 」 MON _ ASAGTRB613 ASA L6 。 1290 SOHC 3xDC ソ レッ クス GY 766 ASA 0 。 8 時 間 目 31 ミッ ショ ン 449"8 53 

。 P/5000+ _ 8 リウ ィ ト モア  。 GB F ガ ー ド ナー AUS フォ ー ド MkT フォ ー ド V8 。 6982 OHV 1x4C ホ ー リ ー GY 1214 Alan Mann RacingLt0. 6 時 間 目 31 クラ ッ チ 3'32"2 3 

。 P/1150 彰人 の |  |  0 の F CDSP66 。 プジョー L4 1130 SOHC 2xDC ウ ェ バ ー DL 。 685 SEC Automobiles CD 。 6 時 間 目 54 内 クジ ョ ント 較 275 16 

_P/1150 52 A ベ ルト ー F P ル ロン グ  F CDSP66 。 プジョー L4 1130 SOHC 2xDC ウ ェ バ ー DL 。 685 SEC Automobiles CD 。 6 時 間 目 19 クラ ッ チ 4'30'1 47 

P/1300 54 し | 。F. パ スク ィ エ 。 _ASA GT RB613 ASA L6 1292 SOHC 3xDC ソ レッ クス GY 769 NorthAmerican Racing Team 。 6 時 間 目 50 2 026 3 

。 P/5000+ 。 4 P ホ ー 2 。 AUS 。 M 0 の 。 フォー ド Mk.L 。 フォード  V8 6982 OHV 1X4C ホ ー リ ー mid 。FS 1245 Holman&MoodyInc. ” 5 時 間 目 12 。 。 。 デフ 335'2 11 
_ P/5000+ 。 11 S. ボ ポー ジー USA MM ナ テ ィ ー リ | 。 ピッ ツァ リー ニ A3C シ ヴ ォ レー V8 5359 OHV 4xDC ウ ェ バー front DL 1194 PrototipiBizzarrini " 5 時 間 目 38 ビット 線 カッ ト ・ 失 格 414'3 36 
。 P/5000 AS 6952ー ドー ' モ ル テ マ ー ル F セレ ニ 2 r ス パイ ダー セレ ニッ シマ V8 3472 DOHC 4XDC ウ ェ パ ー md 'GY 985 Scuderia San Marco 。 LES 0 ギア 260 4249 42 
un アト ウッ ド 。  GB 9 パイ パー GB ー テ デ - リ 365P2 ーーー ジ テー リ 。  V12 4390 SOHC 6xDC ウ ェ バ ー mid DL 1029 Maranelo OPT CUEMIEONISMME 冷却 ポン プ 3 60 ター 
IO 民 2000 ZS カ ゾ ー ニ 。。 |  N ヴ ァ ッ カレ ッ ラ | 。 フェ ラー リ ・ デ ィーノ 206S フェ ラー リ V6 1987 DOHC 3xDC ウ ェ バ ー mid 。GY 821 Scuderia SanMarco-NAHT 。 3 時 間 目 7 。 水 も れ 353'5 24 
PD ウツ 06 の 
人 220 間 昌 計 主計 拉 に ジ 27 が URI 記 ら UEZF ウ 3 記 / た だり 0(3 還 [HI2 半 CCPCCP 症 四半 還 S 湯 還 CTP 7 拉 CCCH 凍 ーッ シー 4627 
。 P/5000+ 。 10 A ヴィ ッ キ ー 剛昌 科 C 明 に バー 。 CH ピッ ツァ リー ニ P538 ス パイ ダー シ ヴ ォ レー V8 5359 OHV 4xDC ウ ェ バ ー mid DL 1019 Prototipi E Bizzarrini 。 3 時 間 目 NNE 52022NA200TM00 


lal-lsleisls---leln-lolnl-| 
(ey) 
い 


信 最 速 ラ ッ プ :D. ガ ー ニ ー (フォ ー ド ) 3'30"6 230.103km/h 食性 能 指数 賞 :」. シ フェ ー ル /C. デ イヴ ィ ス (ポル シェ ) 1.263 劉 熱 効率 賞 : 」. シ ェ イ ニス /R. ド ・ ラ ジェ ネス ト ( ア ルピー ヌ ・ ル ノー) 1.35 

信 ク ラス 分 け : グ ルー プ 6 プ ロト タイ プ (5000cc 以 上 /3001 て 5000cc/1601 一 2000cc/1151 て 1300cc/1001 て 1150cc) 、 グル ー プ 4 スポ ー ツ (3001<5000cc/1601 て 2000cc) 、 グル ー プ 3 GT(3001 て 5000cc/1601 一 2000cc) 

@ | Cyl.」 略 号 : [= 直列 、F= 水 平 対向 、V=V 型 「Induction」 略号 : 4C=4 バ レル ・ キ ャ ブ 、 DC= ダ ブル チョ ー ク ・ キ ャ ブ 、3C= ト リプ ル チ ョ ー ク ・ キ ャ ブ 、 ed 「Mount」 ME mid= ミ ド シ ッ プ 、 rear= リ ヤ エ ン ジン 、 front= フ ロン ト エ ンジ ン 「Tyre」 略号 : DL= ダ ン ロ ッ プ 、 FS= フ ァ イ ア スト ン 、GY= グ ッ ド イヤ ー 
「Nat.」 略号 : A= オ ー ス トリ ア 、AUS= オ ー ス トラ リア 、B= ベ ルギー、CH= ス イス 、D= 西 ドイ ツ 、 F= フ ラン ス 、GB= イ ギリ ス 、 | テイ タリ ア 、MEX= メ キシ コ 、NZ= ニ ュー ジ ー ラ ンド 、S= ス ウェ ー デ ン 、SF= フ ィ ン ラ ンド 、USA= ア メリ カ 合 衆 国 、 ZA= 南 アフ リカ 
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TH 部 邊 


AdSTIN HEALEY Sprite Prototype MATRA AM620 


1967 年 オー トス ポー ツ 2 月 号 掲 載 


「 ケ ン ・ マ イル ズ の 入 涯 』 


ーー 
。」 


本 YA 

| マテ "ヤー で 
0 Ne 
1 疾 | や 


し / 


66 年 6 月 の ル ん ・ マ ン 24 時 間 を 2 位 で 終え を た マイ ルズ は 、 2 カ 
月 後 の 8 月 に フォ ー ド の 新型 プロ ト タ イ プ 『GT-]』 の テス ト 
中 (て 事故 で 亡くな っ た 。 マ イル ズ の 生涯 を 当時 の オー トス ポー 
ツ 編 集 長 が 執筆 し た 記事 が 同誌 67 年 2 月 号 に 掲載 され た 。 


リッ フー サナ イド の 中 と 入 そ た 


ケン ・ マ イル デズ の 御 涯 


CD SP66 


| 2 お io 1| 
ャ 3 上 【 


ュ 
1 ーー 


ここ 2 


ASA RB613 


Le Mans 24Hours 
RACE SCENE クン: 多 ン 多 


ひと クセ ある 名 勝 役 


吾 絵 合 8 位 で ゴー ル し た Ferrari 275 GTB/C。 2 2 Porsche 906/6 は フォ ー ド KC 次ぐ 4 て 7 

位 を 独占 。MARCOS Mini は ミニ を ベー ス に し た マー コス 社 の ル ・ マ ン 参 戦車 (15 位 完走 )。 
困 地 元 フ ラン ス の Alpine A210 は 12 位 で ゴー ル 。 丹 英国 の 軽量 スポ ー ツ 、 ヒ ー レ ー の AUSTIN 

HEALEY Sprite Prototype。 峰 BRM 2?2 エ ンジ ン を 積ん だ MATRA M 620。 許 1.12 プ ジョ ー 
・ エ ンジ ン の 軽量 空力 マシ ン CD SP66。 還 ASA RB 613 は イタ リア の 1.32 マ シン 


Ferrari 275 GTB/C Porsche 906/6 Carrera6 


MARCOS Aini ALPINE A210 


auto sport 2020 年 2/14 号 No.1524 特別 付録 
1966 Le Mans 24H THE REAL 


Text: : 林 信 次 (Shinji Hayashi) 高安 丈 太郎 (Jotaro Takayasu) 
選 人 iQ 境目 AA 太紀 介 


6 Le Mams 2 伸 


THEREAL 


了 w フォ ー ド と フェ ラー リ の 世紀 の 一 騎 打 ち に 沸い た 6G 年 請 請 記 「 
ル ・ マ ン を 象徴 する シー ン 。 ロドリゲス ン ギ ン サ ー 組 の フ 還 請 還 細 還 軸 還 軸 目 
・ マ ー ク TI の サイ ド ・ バ イ ・ サ イド の バト ル 。 大 排気 量 コロ 日 っ 
出力 を 誇る フォ ー ド の 前 に フェ ラー リ は な す 術 が な く 惨 敗 


前 川 還 
] 誤 e+ っ 
EL 』 


ー 


性 カーNo.28 エ キッ プ ・ ナ ショ ナル ・ ベ ルギー の 
フェ ラー リ 250LM を アウ ト か ら 抜 く マ クラ ー レ ン 
エイ モン 組 の フォ ー ド ・ マ ー ク I。 速度 差 の 違 
う マ シン が 混 走 する ル ・ マ ン は 、 観 客 に と っ て は 
見 どこ ろ 満 載 の イベ ント だ が ドラ イ バ ー に と っ て 
は 最後 まで 気 の 抜 け な い 集中 力 勝負 の 戦い だ 。 


に バト 生 っ 2 人 


FmY の 9 MC 桂 が * ト の Ng ie ャ ーー が 1 9 


ーーーー ーーーーーーー ニ ーーーー 一 史 一 --- 


- 如 | 


こ ーー 


人 車検 場 の ジャ コバ ン 広 場 か ら 古い 街並み を 抜け 、 決 戦 会 場 の サル ト 

・ サ ー キ ッ ト に 向かう フォ ー ド GT40。 現在 は 沿道 に 詰め か か けた ファ 
ン の な か を オー プン カー に 乗っ た ドラ イ バ ー が パレ ー ド し て 賑やか な 
夫 囲 気 だ が 、 64 年 当時 は 人 影 も まばら で 静か だ っ た 模様 。 サー キッ ト 
に 着い た マン ン は グラ ンド スタ ンド を 埋め 尽く す 観 客 が 見 守る な か 、 粛 
々 と 定位 置 に マシ ン を 並べ ベス ター ト に 備え る 。 


1966 Le Mans 24Hours 


RACE SCENE 2 


再 レー ス が 17 時 間 を 過ぎ た ころ 、 コ ー ス サイ ド 
に 詰め か けた 観客 が 見 守る な か で スイ ス の チー ム 、 
スク ー デ リア ・ フ ィ リ ピ ネ ッ テ ィ の フォ ー ド GT40 
が クラ ッシュ し て マシ ン 後 部 を 大 破 、 戦 列 を 離れ 
た 。 ド ライ バー は アウ ト 側 の スト ロー バリ ア の 上 
に 逃れ て 事なき を 得 た 。 この 年 の ル し ・ マ ン は 55 人 台 
が 参戦 し 、 事 故 や トラ ブル で 40 台 が 完走 で きず に 
敗退 し て いる (巻末 リザ ルト 参照 ) 。 


人 


Yi 


MM 吊 ML ML kN 0 


の U K 1 の 5 Cat LV 
3 2 1 電 1 Ne R 2 季語 1 yo 
(> まん っ の < KS 深 所 " 東 ッ ト 3 in な wt AA > - 
に | Ne ウ 
は 半 い リ 二 ーー yes ー 0 詳 


。 3 SS 


900 Le Mams 2 人 


TH 部 邊 


スタ ー ト し て 24 時 間 後 の 午後 4 時 、 雨 の 中 、 水 し ぶ き を 上 

げ て ゴー ル す る 3 台 の フォ ー ド ・ マ ー ク IL。 ア メリ カ の 巨人 、 
フォ ー ド が 初 の ル ・ マ ン 優 勝 を 成し遂げ けた 有 瞬間 だ 。| 3 台 並 

ん で ゴー ル せ よ 」 と いう ピッ ト の 指示 で 首位 の マイ ルズ ( カ 

ー No.1) は 最終 ラッ プ で 速度 を 落と し 、 マ クラ ー レ ン ( カ 

ー No.2) と 並ん で ゴー ル し た 。 し か し 、 フ ォ ー ド が 目論ん 

だ 2 台 同 時 優勝 と は な ら ず 、 主 催 者 は マク ラー レン エイ モ 

ン 組 を 優勝 と 判定 し た 。 チ ェ ッ カー 時 点 で わずか に 2 号車 が 
先行 し て いる よう に 見 えた こと と 、 ス ター ト 位 置 が 2 号車 の 恋 記 
方 が 20m ほ ど 後 方 だ っ た こと (その ぶん 多く 走 思 た が 

その 根拠 と され た 。 主催 者 独自 の 判断 な の か 、 度 イル を 勝 問 

た せ た く な い フ ォ ー ド 内 部 か ら の 指示 だ っ 皿 の か が 、 具 相 は 定 

か で は な い 。 ひ と つ だ け 言 える こと は 縛 話 式 結果 (巻末 昌 基 
ルト 参照 ) で 1 位 と 2 位 の 走破 題 離 に |「20m 差 | が つけ ら 

れ て いた と いう 事実 だ 。 (写真 下 ) 表彰 台 で 手 を 振る ペラ リ 開 
ー・ フ ォ ー ド 2 世 を 挟ん で 優勝 し た ブル ー ス マク ラー レン ン 
( 左 ) と クリ っ 本 語 半 全 凍 才 上 この 歴史 的 ゴー ル は 当時 の 菩 
オー トス ポー ツ (6G 年 8 月 号 ) の 表紙 に も な っ た 。 
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(写真 左上 た) シン プル な カラ ー リ ン 
グ と シャ ー プ な フォ ルム が 魅力 の 
64 年 型 フ ォ ー ド GT の イラ スト 。 
(中 央 上 ) 64 年 4 月 1 日 に 発表 さ 
れ た フォ ー ド の ル ・ マ ン 挑 戦車 
『 フ ォ ー ド GTl。 (右上 ) 66 年 3 月 
に 完成 し た フォ ー ド 初 の 社内 製 マ 
シン JJU の の 1 ラス トド ト 人 邊 
この 年 の 競技 規則 付則 J 項 に 合 
致し て いる こと を 意味 する 。 軽量 
か つ 高 剛性 の アル ミ ハ ニ カム モノ 
コッ ク や 水平 ルー フラ イン 、2 速 
オー トマ チッ クミ ッ シ ョ ン が 特徴 
の マシ ン 。66 年 ル ・ マ ン ・ テ スト 
デイ で 走っ た 後 、8 月 の リバ パー サ 
人 NRIoeAAIKIC の ラッ ルッ ン UN マン 
イル スズ が 命 を 落と し た 。( 作 業 & メ 
カカ 写真) 66 年 ル し ・ マ ン 決勝 に 向け 
て ガレ ー ジ で マシ ン を 整備 する フ 
ォ ー ド 軍団 。 こ の 年 は シェ ルビ ー 
・ ア メリ カン を は じ め 、 ホ ルマン 
& ム ー デ ィ ー、 英 国 ア ラン ・ マ ン 
な ど 計 8 台 の マー ク II に 加え て 5 
台 の 4.7 2 GT40 が 参戦 。 圧 倒 的 な 
物量 作戦 で 王者 フェ ラー リ を 打ち 
9 に 

※ イ ラス ト の 年 号 は 実車 の 登場 年 に 合 
わせ て いま す 。 
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w/、 英 に 拠点 を 置き 、 フ ォ ー ド の 短期 集中 

総力 戦 が 始ま っ た 。 ミ シ ガ ン 州 デ トロ 
イト 郊外 ディ アボ ー ン で 全体 の 指揮 を 執っ た 
人 物 は 、 ア スト ンマ ー テ ィ ン や 英国 フォ ー ド 
を 経て 米国 本 社 の 研究 開発 部 門 に いた ロイ ・ 
ラン で 、 彼 と その スタ ッ フ が 基本 設計 を 行 な 
っ た 。 併行 し て 英国 拠点 の FAV (フォ ー ド ・ 
アド バン スト ・ ビ ー ク ルズ ) で は エリ ッ ク ・ 
ブロ ー ド レイ が 実戦 向け の 細部 設計 を 進め た 。 
コン スト ラク ター | ローラ 」 の 代表 者 モ し て 
知ら れる ブロ ー ド レイ は フォ ー ド と 2 年 契約 
を 結び 、 自 社 を 休業 し て フォ ー ド GT 計画 に 
専念 する 。 と うし て 、 当 時 と し て は 斬新 な モ 
ノコ ッ ク フ レー ム (C4.2 の フォ ー ド V8 を ミド 


も 表 だ きま 


シッ プ と する 最初 の 『 フ ォ ー ド GT」』 が 誕生 
する 。 し か し と の 年 の ん ・ マ ン 初 挑戦 は 操縦 
性 の 問題 や トラ ブル が 多発 し 惨敗 に 終わ っ た 。 
民 65 年 に 向け て 、 FAV は 『4.72 GT40』 
の 50 台 生 産 (これ に より プロ ト タ イ プ で は 
な く ス ポー ツ カ ー と し て 公認 され る ) と 屋根 
な し 『GT ロ ー ド スタ ー』 の 開発 を 進め 、 レ 
ー ス 活動 の 主体 は 米国 シェ ルビ ー 陣 営 が 引き 
継ぐ と と (て な っ た 。 映画 で は これ ら の 経緯 は 
一 切 省略 され て いる が 、 実際 は 数 多く の 有名 
無名 スタ ッ フ が と の 計画 (C 関 わっ て いた の だ 。 

NASCAR で パワ フル か つ 潜 在 能 力 の 高 さ 
を 見 せ て いた 7 2 V8 エ ンジ ン を 新た に 搭載 し 
た マー ク II が 、 シ ェ ル ビー ら の 手 に より さら 
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出 身 別 り 


和 


マー に 
て 


と 進化 。65 年 ルレ ・ マ ン で は と の マシ ン が 前 半 
戦 を トッ プ で 走行 。 し か し 最終 的 に リタ イア 
し 、 フ ェ ラ ー リ が ル ・ マ ン 6 連 肛 を 達成 し た 。 

そし て 66 年 。 デ イト ナ 24 時 間 、 セ ブリ ン 
グ 12 時 間 で ケン ・ マ イル ズ グ ロイ ド ・ ル ビ 
ー 組 の マー ク II が 連 軸 し シル ・ マ ン を 迎え る 。 
シェ ルビ ー・ ア メリ カン 、 ホ ルマン ムー デ 
ィ ー、 敵 国 ア ラン ・ マ ン か ら 参 戦 す る マー ク 
II は 計 8 台 、 4.72 の GT40 ゃ も 5 台 と い ぃ 2 物量 
作戦 を 敷く 。 対す る フェ ラー リ は 3 台 の 最新 
型 330 P3 を 筆頭 (に 8 台 で 応戦 。 し か し ル ・ 
52 ン 0 有 I(Gn ニス 作 の シン ョ ミョン 
ス が チー ム 監 督 と 喧嘩 別れ し て 離脱 し 、 大 き 
な 痛 手 を 破っ た 。 


ヤ 65 年 ル ・ マ ン で の ショ ッ ト 。 左 か ら 、 こ の 年 フォ ー ド 本 社 か ら レ ー ス 運 
営 を 一 任 さ れ た キャ ロ ル ・ シ ェ ル ビー、 コ ク ピ ッ ト に 座る ブル ー ス ・ マ クラ 
ー レ ン 、 そ し て マク ラー レン の チー ム メ イト で 65 年 型 マ ー ク TI の 開発 ドラ イ 
バー も 務め た ケン ・ マ イル ズ 。 シ ェ ル ビー と マイ ルズ が フォ ー ド GT プロ ジェ 
クト の キー マン 。65 年 型 マ ー ク IL の 開発 は 前 年 の 12 月 に 開始 され 、 デ ィ ア 
ボー ン の 風洞 と サー キッ ト で 剛性 強化 と 空力 の 改良 作業 が 進め られ た 。 


(写真 右 ) フォ ー ド の ル ・ マ 
ン 挑 戦は 1964 年 に 始ま っ 
た 。 3 台 体制 で 臨ん だ この 
年 、GT40 (No.10) に 乗 
る フィ ル ・ ヒ ル が 3 分 49 秒 
2 の ラッ プレ コー ド を 記録 
し た が レー ス 半 ば で 3 台 と 
も 完走 で きず に 終わ る 。 
(写真 上 ) レー ス 運 営 が 
FAV か ら シ ェ ル ビー・ ア メ 
リカ カン 生生 っ つた だ 65 年 
NASCAR 用 7 ? エ ンジ ン 
を 積ん だ 2 台 の マー ク IIL 
(別称 GT40X) で 参戦 し た 
が 、 こ の 年 も 敗退 。 (写真 
左 ) GT40 の 透視 図 。 ス チ 
語り LE ソック シン リン 
に 4.2 エン ジン を 搭載 、 ボ ロラ 
ディ は 軽量 ファ イ バ ー 製 。 は 、 


1964 to 1966 
引 夫 まで の 3 年 間 


FORD GT40 Development 
本 2 2 mMIKZS2 MS 2 の 22 コル 2 


Ford GT40 MKIH 開発 スト ー リ ー 


WAN 


1906 Le Mams 2 伸 


TH 部 邊 


か 
』 に 計 誠 Ji マー 1 | 上 
ン に 9 / ^ こ SR 1 - ゝ 
N ま ・ ] | 5 ーー 『 * ー ト 
… ml 。 が 
ホー 
5 ーー き 二 の 


IS 人 
Ye 了 ニー 


2 1 せ ] 


W』 「「 | 、 


1 
e た: 22 EN 


~] 
の ぬ ト 
1 * ミー ・ 


ル ・ マ ン で 連勝 中 の フェ ラー リ は 宝石 の よ が 、 巨 大 企業 フォ ー ド の 内 部 で は いく つも の その シェ ルビ ー に は 秘策 が あっ た 。 フ ォ ー ド 
ら うな V 型 12 気 筒 DOHC エ ンジ ン が 発する 高 思惑 が 交錯 し 、 巨 額 を 投じ て も すぐ に 勝て る V8 搭 載 の 『 コ ブラ 』 を 駆っ て シボ レー・ コ 
回 転 サ ウン ド と な まめ か し い ボ ディ を 持ち 、 マシ ン が 出来 上 が る わけ で は な か っ た 。 そ こと ル ベ ッ ト 群 を 打ち 破る 最速 の ドラ イ バ ー、 ケ 
対す る フォ ー ド は V 型 8 気筒 OHV エ ンジ ン で アイ アコ ッ カ は フォ ー ド GT の 開発 改良 作 ン ・ マ イル ズ を 起用 する と と だ 。 し か し フォ 
が 発する 腹 に 響く 低音 と や や 武 朋 な ボディ 。 業 及 び レ ー ス 活動 を ある 男 に 託す 。59 年 ル ー ド の 重役 た ち は 、 自 由 気 伴 で 粗野 な マイ ル 
それ は 欧米 文化 の 真っ 向 対決 で も あっ た 。 だ ・ マ ン 24 時 間 勝 者 の キャ ロ ル ・ シ ェ ル ビー だ 。 ズ を 「 社 風 に そぐわ な い 人 物 」 と 嫌っ た 。 


の tAerne ま 


フォ ー ド と フェ ラー リ 1966 年 ル ・ マ ン 24 時 間 対決 の 供 線 


2() 世紀 初頭 『T 型 フォ ー ド 』 で アメ リカ 

に 自動 車 王国 を 築い た ヘン リー・ フ ォ 
ー ド 。 し か し 第 二 次 世界 大 戦後 、 販 売 面 で 強 
敵 GM に 先 を 越 さ れ 、 の ヘン リー・ フ ォ ー 
ド 2 世 は 打開 策 を 講じ る 。 ジ ェ ネ ラル マネ ジ 
ャ ーK と 就任 し た リー・ ア イア コッ カ は 、 新 た 


エン ツ ォ へ 冨 戦 布 難 


に 若者 た ち に アピ ビー ル す る た め レ ー ス へ の 本 
格 参戦 を 提案 。 折 し ゃ その 1963 年 2 月 、 フ 
ェ ラ ー リ 社 が 経営 不振 か ら 身 売り する と の 噂 
を 聞い た 彼 は 、 腹 心 の 部 下 を 買収 交渉 の た め 
マラ ネロ へ 飛ば す 。 し か し 最終 段階 で エン ツ ォ 
・ フ ェ ラ ー リ 御大 が 翻意 し 、 フ ォ ー ド と の 買 


x jk 
v 1 W* 


収 話 は 決裂 に 終わ っ た 。 ど うらや ら 当 初 より 母 
国 フ ィ ア ッ ト か ら の 高額 資金 援助 を 住 っ た エ 
ン ツ ォ お 得意 の 策略 だ っ た よう で 、 踊 ら さ れ 
た フォ ー ド は 怒り に 震え 『 ル ・ マ ン で の 打倒 
フェ ラー リ 」』 目 指し て 、 す ぐさ ま 『 フ ォ ー ド 
GT』 プ ロジ ェクト を 立ち 上 げ る 。 
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Ferrari 330 P3 


Ludovico SCAKRFIOT TI / /Aike PARKKES 


Dimensions 
Type 
Weight 


Length/ Width/Height 


Wheelbase/ Track (fr/r) 


Transmission 
Steering 
Fuel tank 


Tyres (fr/r) 


Engine 

Type 

Bore/stroke 

nitary displacement 
Total displacement 
Compression ratio 
AAaxirmurm Dower 
Power per litre 


Aaxirmurm torque 
Valve actuation 
Fuel feed 
Ignition 
Lubrication 


Clutch 


two-seater spider, berlinetta 

851 kg (dry) 

4.170 mm/1,780 mm/950 mm 
2,.400 mm/1,462 mm/1,431 mm 
り -SDeed + reverse 
rack-and-pinion 

capacity 114 《 


98202 500.x 15 


rear, longitudinal 60” V12 

77 x 71 mm 

330.62 cc 

3967.44 cc 

055ei ll 

309 kW (420 hp) @ 8000 rpm 
106 hp/《 


twin overhead camshaft per bank, 
two valves per cylinder 


Lucas indirect injection 
twin spark plugs per cylinder, two coils 
dry surmmp 


multi-plate 


ROUGH vs SEXY 


本 年 度 ア カ デ ミ ー 賞 に ノミ ネー ト さ れ て いる 、 映画 1 フォード vs フェ ラー リ ]l の 日 本 公開 に 合わ せ 
1966 年 の "リア ル " な ル ・ マ ン 24 時 間 レ ー ス に フォ ー カ ス 
車両 スペ ッ ク は も ちろ ん の こと 、 その フォ ルム に も 2 人 台 の 個性 は 満ち あふ れ て いる 


1 | FORD MAKI 


Ken /AILES / Denny HULME 


Dimensions 
Weight 1.207kg 
Length/Width/Height 4,140 mm / 1,778 mm / 1.029 mm 


Wheelbase/Track (fr/r) 2,413 mm / 1.448 mm / 1.422 mm 


Fuel tank 59 

Wheels (fr/r) Gixl5 /I2 X 5 

Tyres (fr/r) 5x 6512 680. 5 
Engine 

Configuration 427 90“V8 

Location Mid, longitudinally mounted 

Construction cast-iron block, aluminium head 

Displacement 6,.982 cc/426.1 cu in 

Bore / Stroke 107.2 mm/96.1 mm 

Compression 10.5:1 

Valvetrain 2 valves/cylinder, OHV 

Fuel feed Holley 780 CFM Carburettor 

Lubrication Dry sump 

Aspiration Naturally Aspirated 

Power 485 bhp/362 kW @ 6,200 rpm 


644 Nm/475ftlbs @ 3,200 - 3,600 


Torque rpm 


BHP/Liter 69 bhp/《 


